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Linneの 生 ひ 立 ち

宮 揮 文 五口

是等種々なる著述q;して居る聞に彼は英国へ遊び大きな博物館会見有

名な自然科謬者tこ而曾し叉生きた植物q; .Cliffordの園へ移したい希詮

々持って居た、 Cliffordほ之や許したが永〈英国に留まる こと ぞ喜ば

歩、鋸めに八週間で蹄るべき約束が成 り立った、現在と金ふて片塗一週

間必要したのであるから極めて急行の般行止謂lまねばならね0・

英国での訪問では先づ第一に RoyalSociety の曾長である Hans

Sloane必訪ねた、 HansSloane は今日でも世界的に有名な Londonの

Natural History Musel1mの建設の錦めに五十高闘飴の私I付金投じ何人も

企て及iまない多数の蒐集会錯し設けた人で、自らの書き物は現に非常に

多数のものが大吏博物館に蔵されて居る。首時描物固として良〈知られ

，て居たのは Chelseaに在る Apothecaries' gardenであった、こ・には

他物i事者の PhilipMillerが居たので此人にも知巳と鋳るぞ得た、園内

には様々な珍奇の植物があったが其名前はLinneの方法の二名法ではな

かった、之は不j菌普;である と忠ひながらも菜園人と羅典語で話すことは

先方が好まねすごらうと考へ、此事に就いては献して居た、之れぞ Miller

は植物に闘して知識の乏 しい結果と考へ、 「此 Cliffordの研に居る植物

思者は只一つの植物も知らね」と判断して之を或る園丁に告けた、それ

令国丁がLinnるに知らした矯め、翌日再・び Millerと曾談の際植物の名

郡には正舵で短い良い方法があるから之は是非採用すべきものであるこ

と会主5~ したことがある。

衣ぎに Oxfordで植物事教授であった Dilleniusに謹ふ機舎を得た、

U十し最初の訪問に於て甚t:fJt'f柄な取段会受け且っそこに居た Shcrardと

いふ入に「之は植物i慰金混凱に陥れる者であるJと語るの令聞いた、けれ

εも兎に角面曾し園内会tl1く際にも fillenil1sは怒を合みil霊蔑の態度を

改めなかったが、それでも尚三日間をこ~，1こ過ごした。圏内ぞ見廻る間

にLinnるは未亡見たことのない Antirrlunl1m minl1sのあるのを気付い

て何であるかぞ問ふたらば御前は知らないのかと答んたからLinnるは知

らないけれきも花の一個会取ることが許されるならば直ちに何であるか

令言ひ宛てゃうと答へTたこ、そこて

一l一
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物であるかを昏けたので-あった。別れんと るる前にLinneは Dillenius

が何故に自分が植物接会混乱せしむる者と考へるかに就いて意見守求め

たが Dilleniusは之令担絶した、併し Linneは執糊に俗語会部けて何故

左様に主主ぞ現iますか令尋問した肌.が、会、に それならば兎に角室内に這入

れといふことにな り、そこでLinneの最初に書It、た Genera plantrum 

i'取り出し此中には誤った廊が津山に在ると指摘した、依って Linn長は

誤 りに非さ'ること 令論 じ且つ若し諜れること の賞謹が泉けられ得るなら

ば喜んで訂正すると旨言した、弦に於て軍なる言論会止めて花伝鮮音IJし

て正~:Ií何れに在るか令定むることになったが、建にLinné の主張は自然

と良く一致し去11って以前の皐4者の誤って居ることが臨められるに至った

此結果として雨入は親密となり術暫くこおに滞在することになり愈K

Linneが去るに望んでは Professorとしての俸給金支出し得るから永久

にこ泊で生活ゼ・られんことそ懇望するに至った程である。従ってLinne

の希望する多数の植物も貰ひ受くることが出来た。

Hollandへ蹄ってからは Hartecampの Cliffordの所で Hortus

Cliffortianus の完成に劉・し て多大の努力を抄/lひ其聞に在ってf~l Critica 

Botanica， Mithodus， sexualis， Viridarium Cliffortianum等の著述に

も手伝染めた。新くの知く 多忙なる時に在って慰安令得られた揚所は

Amsterdam の Burman~訪れることであった、こぉ では心からの 1歓待

を受け叉 Ceylonゃ Africaからの植物必見ることが出来た。倫叉Leyden

では Boerhaareの講義を聞き或はLinneの分類方法に就いて論争る こ

ともあったe更に叉 Gronoviusの家でも常に優遇を受けた。併し何とい

ふても Hartecampに於ては知何なる人も望み得ない最 も王手踊な境遇に

置かれた、郎ち召使は自由に使ぷ、毎得訪問客に劃しては勝手に饗臆する

こと も出来た、又政行の必要あれば何方ーへも行き得られ、 Amsterdam

の街上へ馬車を踊ることも自由であった。

新かる事情であったにも拘らす'1謀罪sの念は押へ難いものがあった、そ

の主なる拡!iは自分の外国人であることでi 殊に彼は既に殆き三ナ年金

Hollnadに過ごすに拘らす叩1[;紺語ぞ墜ば歩 Clifford及びその家族の留守

には甚t:じい悲しさ そ感じた、叉和i却の習俗や和樹人の性癖は彼には好 ・
感を持って受けλれ得ないものがあった、それ故健康にも支障令来たす

様になり惑に前にも述べた様な植物園ゃ困苦:の整ふて居 り然かも好、過令

受くる Hartecampの地に左様ならを告ける決心をせさ'ろ令得なくなっ

7、。
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此決心令 Cliffordに告けた所が彼は倫数週間留まり Utrechtの植物

感激授の地位の得られる機舎を待ち其聞は Cliffordが・俸給ぞ支排ふこ

とや約して極力蹄園色思ひ留ることぞ鞠められた、けれきも如何なる糊

誘も無益でLinneは締ての申出も慰安も名埋も之ぞ捨てお師・園する こと

に決心した、 其強い決心の動機(立政榔に在る意中の人に在ったのである

新くして1737年十月七日に Hartecamp会立琵することになった Cli-

fford は約束の給判以外に Hortus Cliffortianus完成の矯めに 100

ducats (約 235園)会奥へた。

Linneは Parisに行き暫く留まって猫乙や経て蹄る考て。あったが、

ョー Roijen は尚三ド少年留まって植物園の整理と FnudamentaBotnicaの著

えsを援助するならば如何な る待遇令も齢せないと申込み、又 Boerhaave，

Gronovius等も亦永久にLinne.a H ollandに留まらしむべく努めた結

果Linneは迭に多くの人々の情をもすごし難く翌月の二月末迄 Leydenに

留まるべく 決心をした。 Leyden植物園の管理者は Boerhaaveであり氏

白身の案に従って経営されて居たが、 Reoijen教授は之会捨て・Linne

の式に依ること を希望し之がLinne.a留むる主なる理由であった、こ‘

でも其義務を十分に果たす会得た。 BoerhaaeveとLinnるとの間の子弟

の閥係が知何に麗は しい ものであったかを示すに足 りる話が磁って居る

卸ちLinneが最後の挨拶ぞ告け・るべく Boerhaaveを訪れた時に、老先

生は水腫と哨患に日踏ま されて居た、官ーく Linneのみが病室に居ること

令許された、Linneは静かに近寄って老先生に別れを告・け・る矯めに手に

接吻令奥へた、そこで先生は向Linneの子令唇に運ぶ丈の力金持て居た

から接吻ぞ返して言ふた、 「私の生涯は之で終る、私の鴛し得べき仕事

の全部が鴛し盆けられた、世界が私に要求したも のは皆夫k 答へられた

併しl比界は尚御前に求むる所があるのであらう、さらば親愛なるLinnる

よ」と涙にむせんf。

Leybenに就ては各方面の嬰生と の交際があり亦主主多の著述に援助を

し之に依ても少なからぬJ&入巻得ることが出来fこ。新くして時は過ぎて

春力 Easterに好まし;からね通信を故郷から得た、之れは彼れの愛人と

友人である Browalliusとの閥係で、之が鋳めに少なから歩心が痛めら

れた、のみなら歩 コレラ痛に躍り名轡のSwietenの力でー漸く命会取り 止

め得7こが、此際に Cliffordの見舞令受け斯かる航態で脆行する ことは

危険であるから再び Cliffordの家で自由の生活令塗るべき棋に勤めら

れ、迭に其の好意に従ふて静かに二ナ月や経過し、再び Farisへの版行

-3-
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を思ひ立ち得る迄に健康を快復lましたが、併し Hollandを去て故郷に

蹄り着く迄は何とはなく重荷令菟tまされて居る感を失ふことは出来なか

った。

弦でLinneが和蘭に於て其滞在中に錦し謹けた仕事に劃して今一度振

り返て見る時に、十分詳しくは起きなかったが、吾々は貨に鰐きの U~を

張らさ'るぞ得ない、之と類似の場合は植物皐の歴史に於て決して'凡出し

得ないのみならすイ也の知何なる科壌の年代記に於ても之を求めることは

出来ない、二ナ年半の短時日に於て植物号の珪謹に英大な貢献令錦Lた

十四躍の著述が錯し謹けられ然かも其多数が新紀元を却するものであっ

たミ寸昨じて之に就て忘る治ことの出来ないことは是等の著述の基礎は故

園に於ける墜生時代に固められたものであって、それが和闘での豊富な

園蓄と植物の蒐集とに依て全き訂令受けたことである、之に就て Linne

自らの言葉を借りれば弐の犠に謂ふて居る、 「私が罪I~ f;捕で-仕上 u.た仕事

の分量に就ては人の判断に任せるが、質際和闘では植物~}に就て多く守

番き護見ーし叉多くの革新4並行ふたが、之は自分の生前には何人も鋳し得

なかった研である」。けれきも知何に天才ぞ持って居ても境遇の宜しき

会得なければ到底j主力守護者rLし得られなかったことは事質であらう、此

駒になると Cliffo吋の助力を想起せさ'るぞ得ない、叉 Gronoviusの隠

れた援助告も見遁すことは出来ね、郎ち氏はLinneの著述に劃・し日夜力

t.d主い7ごもので例へば FloraLapponicaの一つの持園の校正に六日聞を

費したことがある。

若しLinneが時代の好運児であったとの見解ぞ持つ者があるとすねは

それも否定は出来ない、郎ち彼は丁度良い時に現はれて来たのである、

自然科・製界は久しく沈滞して居り混雑と異設が行はれて全き革新必要す

るの機が熟して居たからである、此時に歯て彼は題目に良く遁じ方・法に

於ては温和で然かも一般の混屯;伏態の解放者と して其姿ぞ現lました、彼

lはま簡壇にして;f1!すT煉された方

正が伺等劇しい反劃.も苦k し論奇宇T‘令必，も惹iき雪起さなカか、つた程に簡躍明|瞭僚に

白然の差異を分類しTたこのでで.ある、元より多くの老人蓮は斯かる新方法に

就右其主義と内若手の詳細に劃して或る異論争持き且つ思案しながら頭令

振ふたが、併し是等の異論も公開の論戦争導き出すには至らなかった。

兎に角多くの出版が鋸されると同時に Linneの名は高ま り首時の楠物製

者聞の王位に据ゑられた。

第二回目に Hartecamp会僻し去ったのは1738年五月であった、それ

-4-



~ 

~ 

395 

から Belgiumt.e経て Parisに若き挫でも主として植物に闘するん而の

みぞ硯察 し留まること約ーク月にして濁乙伝通過して Hllsingborgに上

陸し、更にStenbrohu1tfこ厳父令訪づれて其著書を示して父会事ばしめた

二週間の後 Falumに行き四ナ年間彼の駕めに待って居た愛人と結婚し

て、ーク月後に Stockholmに活き弘で生涯を終らん と志した。

い
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A

怒概・の論

醐

ノ
a
守口

了fし

Eド 島 茂

下等生物の運動に何薩までも意志的の説明会力nへ微妙なる llI'/'経ポ幅、

包[lち「心」の害在を高調せんとする按者があるに反して何底までも進化論

の僚理に立問lした進化の跡を見て無意志的な、又は機械論的な説明-a以

て終始して居る多くの生物t型住者もある。其設の批判は却て置いて、後者

の主張令可能的に~)巴せしめ、生物の陪観的色影会脊置せしめる録、めに

は至極、好都合な.現訟として、 ~a;i~.!?:~r抄なるものが生れた、郎
ち下等生物iま原形質自身の本来に有ずる反肱牲によって、特定刺戟に劃

しては或る特定の反肱形式ぞとると云ふのである。此の際、反感形式に

は只坦に体の移動令伴なはぬ定位的の方向鐙換のみに終る甥合と体移動

令仲ふ愛位的の方向愛換とが見出されと理である 、一般高等植物に於け

る反応i形式は前者に底し、 Tropism(趨向性〉なる名栴を奥へられ、一

般下等動物に於けるものはf走者に闘係し、之れ-aTaxis (趨向性又は走

向性〉なる言葉を用ひて居る。

今、Taxisを惹起する刺戟掠令以て分類すれば衣の幾っかになるわ

化嬰物質 =・cteruotaヰis 趨化性

話* 度 =..HydrotQxis 趨常性

温 度，Thermotaxis 趨温性

気 流 Anemotaxis 趨気性

重 力=;Gcotaxis 趨地性

光 線 =・ Pholotaxis 也光性

-1 •• 
'11. 

樹=hhigmotaxis 趨燭性

気 Galvanotaxis 歯止性

接

水 流 =， RAleotaJUs. . 趨蔀性

fJ.l:t:tJ~ も万九都に山ρ核開刺戟源lこ 向。 n' く揚合、 Posi ti
-Yeと刺戟源より反封1:こ退け去る場合 Negativeとの都合二種があるから

合せ立拾入種の taxis 必あける~{.州来る。

近頃、生態嬰の眼箆はしし、号室展は此の taxis方聞にも見るべき行績ぞ

越さんとして居るが其全容の多くは taxis. theoryの棋本に鮒れて居らぬ

のであって、やがて 其の刺戟反感の根本的研究に一大光明弘事まれん

日令期待してやまない。 (Dec. 10. 1931於動物事教室)

- liー
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犬 の議々の表情

山
山 進

班、は Darwin著人間及動物の表情ぞ読んで特に犬の麗々の表情は最と

も間白〈 、深〈印象令奥へたので、此の興味ある表情に就て説者諸兄の

幾分かの御曇考になりはしないかと思って其の大要ぞ述べる事とした。

先づ最初に犬のI敬志伝以て他の犬に接近する場合の表情より述べる事

にする。此の表情は吾人の熟知する底であると 思ふ、却ち其の耳令立て

其の眼4刊行方に輝かし、其顕と脊の毛ぞ逆立て其の尾を堅く足直に立て

ながら 、国苦しい歩調会以て歩むものである。

此の表情が人間仲間の憤怒した人を形厚手する揚合に往kmひられてゐ

る、其の形$調は「其の背が高い」と云ふ言葉の所以はjとから起因した

ものである。以上の種k の体桜中、困苦しい歩調と尾を良.直に立てる司王

に就て是に科接的説明令奥へるならば、卸ち筋向の緊張による司王は云ふ

迄もないが、是会心理的に解縛すれば表情の一般原則の聯想的慣習に蹄

する司王が出来る。 何となれば、憤怒は常に恐ろしい絡闘を生み、縫って

身惜の総ての筋肉は烈しい活動金惹起 し来ったからであ る。

尾の真直に立つのは、上製筋が下1.1j!1筋よりも一層強いと云ふ理由に依

るらしb、。郎ち惜の凡ての筋肉が緊張の吠態に在る時には尾が自然に立

つのである。主人の先に立って高い弾力性の歩調令以て歩む嬉しさうな

犬は、一般に其の尾巻高k と揚tJるものである。併し乍ら其の揚合の尾

は、犬が怨った揚合の知〈決して聞くはなって居ない。 J憶が旋漠たる2ji

野にでも出 ると 、 長い弾力性~帯びた歩調~取って歩み、頭部も尾も等

しく高〈揚けられるのである。牛も亦愉快.a感 じて跳廻る時には、可笑

しいカー法で其の尾金上に揚るものであ る。其他の動物に就ても此現象が

見られる。

犬が其の敵に飛蒐らんとする時には、恐ろしb、捻り躍を渡し、耳は甚

ナごしく後方に押付けられ、上唇は歯(特に切歯)ぞ露き出す程度迄J:後

方に牽引せ られる。是等の運動は狗児が遊ぶ時にも見られる。謹戯中で

も若し犬が宜際怒る様な揚合には、其表情はi直ちに愛化するのである。

尤も之は軍に耳や唇が前よりもー暦強〈後方に引付け られると 云ふに止

まる犬が輩に其l敬令見て'!怠るH寺には、其の唇は一般に敵の1J・の側のみ牧

- 7ー
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紺iせられるのである。匂

-:j(に犬が其主人に劃して愛着のf商会表現するl侍の態度会主sべると、此

揚合に就ては犬は、頭部と身躍とぞ低めて総ての運動が智rUi的となって

毘をt1I~lj'て左右に打持 り 、耳{ま霊ーれ日.つ柏、k 後方に引付 けられる結果眼

険が長〈なって顔の全相形が鐙化し、 唇は緩く開き1 身憾の毛は少しも

逆立ってはいないのである。組て;Ji';:笥;の運動若くは身振 りは、明白に反

劃・の心意の航態の下に於ける猛悪な る犬に依 りて自然に取らる。運動若

くは身振 りとは、 全然反動の地位に立つものと してのみ説明 し得らるお

と思われる。犬は又主人に其身髄令擦り付け又は主人から撫でられるの

ぞ欲する事に依て其愛着の情舎表現するものである。

犬は叉主人の顔や手岳部めて其愛着の情~J見すものである。彼等は時

として他の犬舎も砥のる e'其揚合には常に:比顎を;砥めるのであるυ

此の慣習は恐らく 叱犬が其愛の最も貴き目的物たる狗児を清潔にする

矯めに常に注意して砥める事・から起ったのであろう。彼等は又狗児と暫

らく相見なかった後、其蹄って来るや否や、可愛さの飴り往k絢見守二

三度誕めるのである。新くして此悩習は維!ての場合の愛情と聯想される

やうになり 、惑にはそれが雨性に等しく退陣さる‘程本然的になったの

である。

更に犬が愛着の情を殻した時に、何故に主人に劃・して其身臨令擦りイ4・

け主人から撫でられの令好むかと云ふ理由も、矢張以上の同じ原則に依

り説明することが出来る。自11ちiま犬が其愛する狗児令I'rn育する時には、

狗児と常に接燭して居るのであるから、此接鮒と云ぷ、観念が彼等の心に

愛情と強く聯想されるやうになったからである。

主人に劃・する犬の愛情の感情は、殆んき恐怖iに類する弧き服従のJS念

と結合されて居る o 故に犬が;Jt主人に近寄る時には、管に其身悌::~?i~め

て障むやうな態度~取るのみなら歩、叉時としては身髄令地上に投けて

其腹会仰向けにする司王がある。印ち之は主人に反抗を示すと云ふ運動と

は、全然反撃すの性質を帯びfこ運動でーある。

耳元犬に在りては、愛着の情に伶ふ愉快なる浮立ったる心の駅態が、歯

を露ほして笑ふといふ甚ナご奇妙なる方法で現れる。 市も此表情は完全な

る方法で表現されることは極めて稀であるが、或程度の表現は多くの犬

に於て見られる一般の現象である様に忠出れる。犬の笑ふ時には、恰も

かのl岱るn寺の様に、上唇が上lこ索引せられて牙が露はれ、同時に耳は後

;方に引き付けられる。 併し乍ら其fI占の犬の一般の容貌は、憤都の感情が

- !)ー
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少しも存在しないと云ふ~~~明かに示すのでめるつ

犬が或物にj主意するl時の態度は、其頭部-a上妙、其耳を立て、其限ぞ

目的tjWJのカ-に専ら向ける平等に依りて表はされるのである。若し其目

的物が昔響であって、其原因が判らない場合には、知何なる鹿から昔響

が来るかぞ正確に判断せんが矯め、最も意味有り気な方法で、其頭部会

斜に脇から脇へ向けるも のである。或掛合には叉犬が或物ぞ見詰め又は

或音響に耳-afl頃けて、其i主昔、が惹越された時には、屡々一方のpi百，巳-a土

砂てそれぞ二重に折り、恰も涯く且つ倫足で近寄らうとする態度会取る

ものである。

弐に極度の恐怖に躍はれたる犬は、身惜-a地上に伏せ、悲調を有ドびた

泣護金出して、放尿又は脱糞する ものである。併 し乍ら、毛は憤怒守護

した場合の外、逆立つことはないゃうであると Dawinは云ってゐる。

犬の恐怖の甚t::'微細な る度でさへも 、必す3尾-a後胸lの聞に巻込むこと

に依りて示されるのである。尾-a後脚に巻込むと同時に、耳は必i'後方

に引付けられる。併し乍ら、それは怒ってI]Q;る時のやうに緊乎と頭部に

押付けられるのでなく、又愉快在感じ若くは愛着の情令輩し7こ1::時のや

うにそれぞ垂れる事はないのである。二つの幼き犬が遊戯中遁ひっj邑は

れつするH寺には、逃けるえ1・の犬は常に其尾舎内Jifこ巻込む慣習がある。

叉犬が愉快の気持で其主人の周囲を恰も気狂のやうに飛び廻る時にも 、

矢張此の慣習がある。其時犬は恰も他の犬が己れを遁蒐けつ 忌あ奇かの

やうな態度を取るのはH住れしも良〈観察してゐるところであろう。此奇

なる逝戯のー麗は、犬が;ltr時多少劫かされ又驚かされた場合に猫一層刺

戟を受けて烈しくなる傾向がある。

弐に犬が大なる愉快ぞ務}閲する時には、矢鰐減法に飛姐り、且つ喜N
の除り吠えるものである。新くの知き心意の駅態に於ける犬のl比える傾

向は一般に植民の間に謡;侍せられるものである。ク'レーハウンドは誠多

に吠える事はないが、 Spity-dogの如きは、主人と共に散歩にで も出懸

ける時には断問なく吠えて、迭にはそれが五月雌b、はさ邪魔になる こと

がある。

犬の嬉痛の苦悶は、他の多くの動物と殆ε同じi日付こ、吠えたり、 1]念っ

たり、身会部掻いたり全身の1主鐙-a引起したりして表iまされるのである

以上犬の表情の一般に良く吾々の蹴察する事の出来る表現のみに就て

甚ピ雑然的に述べたのである。説者諸兄の中前一}奇此表情に就て例究さ

れるJ;・は凶tl;・舘に Darwin若 TheExpression of the Emotions in Man 

and Animals。を見れば御幸考になると }JJ，~'、 。 (1Ð31. 12. 10.) 

- Dー
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私の鱗粉轄菊法

林新

私は此度中島先生のお奨により、従来私の行って来7こ鱗粉輔寓法巻、

此鹿に述べさせて戴〈事になりました。鱗粉韓寓と言へば今更其の字句

の説明をするまでも無く諸君は既に合んな事柄であるかを、 御事じの事

と思ひますが、今一度此れ巻筒草に述べ‘てみますれば、牒蛾類の四遡に

密生する鱗粉~'\そのま・斡寓紙に寓し取る操作であります。私が此れ

ぞ始めましたのは、多分十一、二才の頃からであったかと思います。十

一、二才と言へはーますご小嬰校時比で、其の頃私はノートの表紙や飴白笥;

に此れぞ貼って厨た事告記憶して居ります。私が以下此鹿に支~べんとす

るものは其の頃より現在まで行って来たカ

• • 。 • 1、鱗粉轄寓の原理及び利用法

原理としては極く簡軍な事柄であって、糊のi剖着11を利用して、麹面

の鱗籾~轄潟紙に窮し取ると言ふのであります。

多;に其の利用法について考へれば、種々なカ-商ぞ上ける事が出来ます

が大別してこつとなし得るのでありませう 。其の第一は諸種の装飾的意

味令もつもので‘、第二は専ら昆虫標本として利用されるものであります

私の述べ‘んとするのは、主として其のf走者に屈する場合であります.

2、鱗拐静穏の材料及び器具

(1 ) 轄寓を行ふべき蝶或は蛾

なるべく四趨が損傷ぞ受けて居ない完全なものがよろしい。

(2) 特寓用紙

薄手で丈夫な字紙の類が最も過賞な織で、す。パヨフイン紙を月jふる

人もありますが、此れはさkに列記する様な欠勤li~持って居るので、荘、

は全く日本紙必用ふる事と致して居ります。

パフフ 4ン紙の欠蜘

a. 紙質が日本紙より硬いため遡m正の聞の凹鹿によ〈入り込まぬ事。

大形の蝶の揚合に特に此の欠課I~が著るしい。

b. 乾燥に長時間令要する事。

C 縞具による修正が行ひ到fい事、

- 10ー
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(3) 柑1

. 鞠寓用糊としては商白に於て、ヤマト糊、昭和制j或は不易糊等の名

構で販寅せられて居る白色のかたねり糊で十分であります。

液朕のコ、ム糊~用ふる人も ありますが、此れは鱗籾附着力の弱い事

気泡の入りやすい事、乾燥に長時聞を要する事等に於て、遁かに前者

に劣るも のであ ります。轄潟麹貼付用の糊としては普通の不易性の糊

であれば如何なるものでも差支へあり ませんD

(4) 台紙

此れは特寓麹を貼付する台紙でありますから、 菌~~紙や模造紙の1'~'íi

な厚紙なら、き・んなものでも結構です。 台紙の色は普通の場合、白 ~

用ひますが、特にもんしろてふや、きてふ等の1'1に白い台紙に貼付し

たのでは、はっきりしない様な場合は部ハ色のあるものぞ用ひます。

(5) 虫体記載用具

虫の胴部は台紙に記載しなければな らないので、其の川具 として、

水彩議用繍具巻準備するのが最も趨嘗であらうと思ひます。此れは又

事事寓の完全に行lまれなかった部分或は麹の損傷の修正にでもfIJひられ

ます。

其他鋭、ピンセット、殴取紙等

3、鱗粉轄寓製作順序

(1) if!.h~、蛾の前後麹を基部よ り 丁寧に鉄で切若年す。

(2) 碑潟紙を遁蛍な大さに切 り、其の片面に糊令卒等に塗る。

(3) 切断 した一枚の麹を表裏から塗~wJ した特認紙によ 1) てはさむ。

(4) 指頭て・其の上告端のJJの、 ら順弐に樫〈 墜 し:気泡~ i主意深く除去

しながら密着せしむる。

(5) 此の様にしたもの金更に縁誌の無駄な部分令銑で切り、除去し

て後此れを吸取紙の聞にはさみ、約五時間位油首な加l!iS~行ふ。 此の

五時間中、三回或は四回位脱取紙会取りかへて斡潟紙の乾燥を計る事

iJi¥lj窮紙会乾燥せしめる場合に、特別な加熱装置等による事も 出来ま

すが斯く の知き装置により急激に加熱乾燥せ しめる事は、かへって不

結果を招くも のでありますから、特に急;ぐ場合の外はさけ るべきであ

りませう。

(G) 軒高紙会乾燥せしめる聞に一方-台紙の遁首な位置に虫体会縮具

じよd模寂する事。

(7) 数時間の後十分に乾燥した輔穏紙ぞ銃で姐の形に切り抜き、二

-11ー
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枚の特寓紙〔表裏J会左右lこiJ日いて中の遡会除去する。此の時趨面の

鱗粉は表裏共完全にq戦:崎氏に料潟せられて居る筈であります。

(8) 此の切 り抜いた輔寓遡会、 虫体会描いた台紙の趨蛍な位置に貼

付:する。

鞘窮遡会台紙に貼付する場合の注意

a 、前趨の後棒は体長軸と直角に交る様にする事。

b 、後趨のNo縁は前遡の後縁の下側に少しく重なる様に貼付するミs:。

般に表面の轄寓遡-a貼る揚合には、先づ後趨-a貼り、撚る後にriIi趨
-a貼る事。

裏面会貼る場合には、此れと反劃に先づ而i遡-a貼り撚る後に後遡-a

Mる事。

(9) 此様に謹紙に日I!ii)終った後、もし鞘宿の不完全な部分或は趨の

損傷した部分があれば、締具により修正しますO 然し此れはなるハごく

目立たない様に行iまねばなりません。

(10) 以上を以て標本各目的とする鱗粉轄寓は出来上ったわけであり

ますが、なIJ此(J)J:Iこ一枚のパラフイン紙-a貼付して置けば保事上非

常1こ有効でありますc

4、[憐籾輔寓法による標本製作の得失知

得蜘

(1) 標本Ml損のおそれが少い事。

(2) 大きな窓ffi-aとらぬ事。

(3) 運搬携帯に便利な事。

現在の昆虫標本では、破慢のおそれが多い事、叉大なる容肢をとる事

従って運搬携殺に不便な事、此の三つの事柄が最も大きな蝕思Iiであると

瓜はれるが、此の鱗粉締結法による標本に於ては、此の触黒ii会全く除去

する事が出来ます。此の貼に於て非常に優った所守護見する司"，が出来ま

すっ

猷鈍Ii

(1) 模本製作iこ相官;の手II]Ji:.ll寺IHJと令要する事。

(2) 胸部が車なる模潟である事。

(3) 小7肢の蝶蛾には行ひ弱r~ ~、苦手。・...。
以上を以て私の鱗粉斡勾法の;大体会述べ‘終ったわけであり ますが、此

の杭のみでは街ほ説明不充分なる県Ii多く、又詳細なる事柄については説

一.1日一
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明を省略致しました。

それでもし諸君の中に此の稿につき御不審令抱かれるんがありま した

ら、御来談下きれば少しばかりの製作品等も御眼にかけて、私の承知し

て居る限 1)は御答へ申しJ:け・ます。

術(.f以上述べましたのは躍に標本会目的とする揚合の鱗拐事事篤製作法

でありますが、装飾品としての利m法等も攻究すれば-J詩興味深し、事柄

℃ある と忠ひます。

母;ぞ置くに賞 り、もし此の稿が多少なりとも諸君の御曇考となるなら

ば私の心から満足と する庇であります。 '三b・
7G 

鶏 の 外部寄 生虫〈ー〉

小島正秋

現代は能率1曾準の時代である。 養鶏方而に於ても然。とし、衣第に51・
醒の途中にあるのである。身体あつてのもの種と云はれてゐる知〈 あら

ゆる方面に於て充分に我k 人間の能率令長砕け・るには 「先づ健康Jである

ことが必要であるとされてゐる。養鶏に於てもその生声芸能率令充分なら

しめるには飼鶏の健康扶態の良好なる こと が大切なり ρ 昔より「人は病

の器」なる言葉があるが現代では動値物総ての生物に疾病は護見されて

ゐる。鶏も生物と名の付く以上「病の器」でなければならない、却ち{事

染病、消化器病、中毒症、 l序岐器病、生殖器病、運動器病、利J*Ji~系病、

凍傷、 寄生虫に よる疾病等枚基幹に逗なき程である。本文は掬丙の原因と

なる寄生虫の一部に就いて記さ んとするのであるの寄生虫の臨除を等閑

に附するな らば彼等は直ちに猛威を遅うして忽ちにして飼鶏は祭養不良

に陥り疾病の誘因とな り、Aもては産卵は減少し或は休止するに至り肥肉

(ま削痩して迭には取返しのつかない大打撃令蒙るに至るのであ る。 寄生

虫と呼ばれないものは一般に下等動物にしてその Hostなる鶏より祭養

を撮って生活してゐるのである。 印ち彼等は鶏の祭養AP搾取する厨の憎

むべき岐.IfIl鬼なのである。

今此庭に寄生虫の害を記すれば多;の如し。

1、会穫の寄生虫は鶏の体外及体内よりその祭益金協る

-13 -
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2、鶏が鵠取し菩へた養分が奪取されるのであるから経瀦的に見ても

損害甚大なり

3、鶏の抵抗力ぞ著しく薄弱にならしめる

4、鰯の産卵他力は低下する

5、VitaminAが不足すれば寄生虫はその猛威令起うする

G 、寄生虫の多い程齢病-a併護し易し

又寄生虫の寄生してゐる鶏の呈する症状伝記すれば衣の知し。

1、食慾は一般に減じ次第に痩せて沈穆になり或は反って騒援と なる

2、羽毛は光禅を失ひ繋は下霊す

3、gg卵中のものは産卵ぞ誠少し或は休止する

生、下痢-a惹起し冠、内需は徳色し体温は|降る

5、羽毛;;e噴にて控き狂脊する

この寄生虫を大別して内部寄生虫と外部寄生虫とす、内部寄生虫には

捌虫、 僚虫、 コクシ ヂウ ム等が普通であろ。 此所に於ては以下外部寄生

虫に就いてその慨念と駆除法等を少し述べる こととしゃう。

1 .昆品類 INSECTA 

1.調路 LICE

(1) 形態及習性

禽類に寄生する訟は哨乳動物に寄生するものとは異 1)分類製上

食毛目羽設科に属し規融と名命されてゐる。 4乃至5の環節より

なる樹角会有し体は頭、胸、腹 の三部に分れ白色黄色或は汚黄

色令呈し頭部は梢三角形雌の胸部は頭部より長〈雄は同長なり 脚

は班長にして初l毛令密生し腹部は長卵闘〕限会呈す、体長は雄で

1.8-1.9粍雌では 1.7粍が普通な 1)、i捕手L動物に寄生する過は刺

穿性口務会有するが禽類寄生虫はI担11爵性口機会有し鶏の皮膚の生

産物である羽毛の断片妹に鞍羽根令好んで食す、然しその寄生部

位は各品種によって異り頭部に寄生するもの其1也種々あり、!J...鶏

羽政lま鶏にのみ寄生し、鷲には寄生しない叉鷲羽画は鶏には寄生

しないものである。その繁殖は温暖の候になるにつれて猛烈とな

るこの卵は一般に軟羽に産みつけられて例へば頭部寄生の濁母な

れば四日或は五日で卿化し数回脱皮して後十七日乃至二十日で成

虫となり直ちに猛威令振ふに至る。

(2) 種類
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調~の家禽に寄生するものは或る人は三十齢極あると云ひ叉或

る人は四十鈴種あると云ふてゐるが今日まで日本内地で護見され

てゐる もので鶏に寄生するものは衣の約七躍である。

a. 鶏長羽掻 Lipeurus variabilis 

最も普通に見るものにして体色は友白色で，頭部は自111長くその

南側に黒色の縁令有し頭部の雨側に黒紋あり、体長は普通5-8

厘位ひな り。主として翼に寄生す。

b. 幅成長羽貫主

体長約 1分位ひにして体色は黄色を呈し腹部の背側には黄褐

色の斑紋あり。

C ・鶏丸拐殺 Goniocotes abdominalis 

普通に見るものにして体色は黄色ぞ呈し頭部の前縁は丸味令

呈し腹部も大体回7彦会なし全体として丸形をなす、体長は 1分

位ひなり。

d. 姉鶏羽殻 Lipeurus heterographus 

小形のもので体長僅かに 3-4厘位ひな り体色は汚黄色で背

側に四角形の斑紋あり主として頭部に寄生する。

e. 角ア コ‘沼通 Goniodes dissimilis 

体色は衣白色又は暗褐色で栗色の斑あり頭部は幅庚で長さ短

く体長は 7"":'8厘位ひな り。

f.鶏調設 Menopon pallidum 

頭部は稿三角形を呈し体色は汚黄又は赤黄色を呈す、腹部は

楕固形をなし頭部に黒紋会有す体長は 5盟内外なり c

g.鶏大調設 Menopon biseriatum 

大形のもので全身に多くの宅金被る外は鶏羽識によく似る体

長一分内外なり。

(3) 害7状

一般の鶏に寄生するが殊に陶用種とか卵肉粂用種の知き毛深い

ものは年中その被害が大きいものとされてゐる、羽!hl1tに容生しら

れてゐる鶏は爪及び噴で背や翼ぞ撞き羽毛会逆立てて苦しむ、甚

すごしきも のは冠さへも萎縮し血色悪く雌は産卵ぞ休止し露ff，にては

死に至るものもある、叉羽蹟の寄生令受けたるものはジフ テリー

や気管支虫に犯され易く且つその先~~;æ.なすものとされてゐる。

(生) 海防臨除法
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想敵の務防法としては鶴子守内外の清潔が;民も肝要でその;長も効

果的なる方法としては石油乳擁令以てよく消毒することである c

;j(に雪')，~í木の調融駆除としては砂浴である、印ち運動場又は合内

の一隅に砂部揚!>l..は舎内の一隅に砂浴場を設けその砂の巾に霊支援

の硫黄と生石次とや混J-iJするとよし、、亦少fkのクレオソート巻用

ひてもよい或;は除虫菊粉末、煙草粉末を羽毛間にf散布してやるも

よい但し此の場合は同量の硫黄事と混Fi'Jするか若しくは環め羽毛

に少量の軟石鹸令塗抹しておけばその効果は大なりとされてゐる

以上の他に10%リゾーJレ液、テレピン油、20倍クレ tン溶液に豚脂

ぞ混合したもの或は水銀アンモニア軟~~f{e使用しでもよいと云は

れてゐる。セオバル ト氏の宜臓によればパラフイン又は石炭酸の

少量巻混じた石官粉末以最も優良の結果会得fこと云ってゐる、叉

松村‘松年博士によれば苅弱玉又は52腕仁~11J令塗って綿布で鎖に謹

する袋を作りその中に脚会縛った鶏を入れこれに青酸加里会 2-

3片会投入し?E時その櫨放置すればよいと云って居る。 ー

以上の女IJく腿除法は種k あるが1向車で質問的な方法li合内外の消

毒、砂浴浩、除虫菊粉末去年の使用であらう。近年米園で羽詰の駆

除法として推奨してゐる法li!!H化曹達の使用である、ぞれは胃の

毒物で他の窒忠則 とは異るものである 、こ の弗化曹建について研

究した人は Bishopp， Wood， Ward，の漸ー氏である、使別法に

も種々ありて粉末、 j原脂又はワゼリンと混合剤、溶剤当事あれをも

その中縫剤として用ふるが最もよ い~j]ち千二百倍溶液として用ふ

れば人審ともに筈なく 111(;-回にして羽ilIikJe全滅せしめ得るのであ

る。この弗化TN~主は債格も安伯なれば在;í~瀦的にも有効である。 又

近年プラックリ ー フ40と、云ふニコチン製務IJJe棲架の上に滴下して

おけば不思議な程に腕除が出来ると云ふ位。轍もある。

(5) 生命試臓

A. B. C.三群の各々品純の異る調政令採集しAは10頭 B.Cは

各 3頭宛糾抵に入れて4事日i語気は充分担.へて 23'Cの恒温器に入

れて試!~したるに満 2 日目に至って一緒に死んでイCI:掠った a もう

少し数多く質験すれば而白い結果・が生れすごかも知れない。

2.蚊 MOSQUITOES

(1) 形態習性及害扶

嬰惣同にj部し口機は刺穿性器なり。卵は24時間で卿化して幼虫
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となりて 7日にして蛸となる然る後24時間ぞ経れば成虫となって

暴威合理うする。綿て蚊は春夏にかけて登生し人畜を襲ふ。鶏舎

にては鶏の.冠、向者、耳菜、顔面、脚等所嫌はすe吸血しその都度

拝痛会奥へ彼のプンプン云ぷ、昔は鶏の安眠会妨けカnふるに病毒の

媒介はなすものである。殊に Ceratopogonspに屈する蕗蚊i主体

微小にして体長僅かにー粍内外なる争以て僅かなる間際とか二三

分自の金綱は平気で通過し然も鶏の忍毛閉会縦横に走って到る所

で眼血lするので雛は提死し成鶏も著しく衰弱して産卵中のものは

それをa休止するに至るものである。叉人畜ぞ犯す所のウス ヵ、ク

ロ;/J、 ハマダラ J台、ヌカカ、キ Yシプュ、アシマダラプュ、ォォ、

フ守ュ、ヒ メプユ等も家禽を犯すものである。

(2) -I象防脇除法

全滅的に翻l践することは出来ないが二三の駆除法会述べ、て見ょ

う。却ち鶏糞の置場麗j突の捨易及び不潔なる下水等を鶏舎の間近

に設けねことで止むをマ得ない揚合は之に下等の石油会f散布すれば

効果がある。蚊は薬剤に劃して割合に抵抗力弱i誉会以て夜間除虫

菊:粉末及び硫黄華令舎内で燥煙するか又は薬臭の強含薬剤ぞ鵡布

する卸ち石油又は之に石炭酸を混じて立密接架等に噴霧しておけ

ばこの薬臭の存する問は決して鯨体に寄りつかないものである叉

規融臨除に用ひたニコ チン製剤必用ひてもよく又50倍アルポーズ、

液を蚊に濯注してもよい或ひは叉鶏舎窓に品m自の金網又はガーゼ

で覆ひをして蚊群の侵入守防〈司法等あり、以上の中で石油のf散
布が消毒令も衆ねてー泉南得の効果があるであらう。

3・鶏蚤 CHICKEN FLEA 

( 1 ) 形態習性及害J状

!佳遡自に屈するもので普通の鶏蚤として知られてゐるのは Pu-

lex aviumである ο俗に蚤の夫婦と以ふ知〈雌は雄より幾分大き

く背面は漆黒で腹部に黄褐色である。雌は其の卵金主に菓箱、床

上の鶏糞、 n肘干の裂目及び糞受の如き不潔になり易き揚所に産み

つける。之等の小さい白色の卵は 7-20日間位で幼虫となる白色

の光津ある小さい幼虫で頭部は幾分黒味ぞおびてゐる、この幼虫

矧は普通 3週間とさ れてゐる棲架の裂目、庫壊、糞尿中に到って

次色の繭を作る而して10-21日告経て成虫となる。鶏蚤は年中繁

殖するが砥にl毘い気候にその害y状は甚大であり我々が不潔なる鶏
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舎にえるときその襲来ぞ受ける、然し我々には痔痛会奥へ得歩、鶏

蚤は専ら鶏にのみ寄生するものである而して蚤類は一般に不潔物

悪気其他の不衛生j伏態を好むものであって暖かく空気の流通の悪

い不潔なる舎内には鶏蚤多く稜生するものである。鶏休に害を奥

ふるはその成虫にして日夜鶏の血液会吸ふ庇・謂吸血鬼である故に

鶏は痩せ衰へて産卵を休み迭には舞死するに至る、獄に雛に於て

被害頗る大とされてゐる。

(2) 像防臓除法

内外の清潔が最も肝要である。 l 臨除法としては化事的、生理的

器械的方法等麗k あれでも簡軍で賞用的な方・法は石油乳剤のf散布
である。この方法前述の知く種々の消毒をも粂ねるを以て有利な

り。叉石油にナフタレンを溶し之に等量の石鹸7J<.~加へて用ひて

も効果あり。除虫菊粉会主成分とする蚤捕籾は軍に一時的阻虫に

過ぎ歩して殺虫の効なし。叉自然的方・法としては日光消毒であり

鶏蚤金一時間も日に曝せば死滅するものである。

4.其他

昆虫類に属する外部寄生虫としては以上の他に鶏南京虫、鶏拙蝿

等あり之に就いては簡翠に記せん。

A.鶏南京虫 Acanthia indora 

壬i三麹自に屈す。褐色楕固形で関節ある腹部を具ふc体毛密生し

長 2分 5厘位ひなり。 NFST BUGS或は DOVECOTEB U 

GS と日子ばれ伏巣の鶏会苦しめる。之は不潔物中に蛮生する故合

内会清潔に保てば害は少いものなり。

B.鶏撤蝿 Ornithomyia avicularia 

双題目に属す。雑色~呈ーし胸部は赤褐色で脊部に僚線あり翼は

康長で夜色で黒の麹脈あり脚は強〈剛毛金銭ひ一般に毛が密生す

汚物中に費生す。仰関西では鳩にも寄生すると報告してゐるo

C.姉鶏政蝿

fJÍî者よ 1) 小l~T黄褐色にして僅かに体毛剛毛あり、汚物中に霊

生す。

融自IlB類は鶏の鼻孔並に耳の中に侵入して激しい欣街ぞ惹起せし

めるものなり。(未完)
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珍妙な娃に就て

H. W 

春から夏になって来ると 、タヵ-な ~~町中でもお庭の隅ゃ飛石の 問に、

蛇がのニのこと旬ひ出すの会見るのは余り珍らしくはない。

我園のj庄の中で最も大きなも のは ヒキガへJレてーしゃうが、さう人間に

寄{e加はへる程の恐ろしいものはゐないが、アフリカ大陸へ行くと、そ

れはそれは吃駕する程大きな、そして怖しい鮭が住んでゐる。

アフリカは現今でも人聞の住んでゐない、獅子ゃ象や1ft等が自分の天

地のやうに飛びまはってゐる地方が随分あって、ますごまナご人間の踏み。込

まない所も少なくないさうである。

であるから、蛙のみでなく、 設な動物も弐々に接見されるのである、

是れから、お話する蛙も皆つい此頃に蛮見されたものである。

先づ大きな蛙のこと からお話しますと。

我国ではお伽蝶ゃ芝居でなら大きなものも 出て来るが、質際には生き

てゐない、仕きてゐる蛙は其大きさは凡四五寸が限度であるが、アフ リ

ヵのゴリア蛙といふのは其の大きさが一尺もあって、此の駐I~が蕗匹も襲

ふと虎さ へ貧かされてしまふのである、現今↑1:1:・界で第一の大きい虫tは此

純類のものである。

-:j(に同じくアフリカのソロモン島でギツピ一博士か、護見されたも の

でギツピー蛙と呼ばれてゐ る底の怖い。 、主I~がある 、これは大きさが入寸

枕で-、ゴリア蛙が護見される迄III界最大のものであった。

此の蛙は不思議にも蟹が好きで、 あの硬い甲羅のついたま‘ーと呑み

にしてしまふさうであろ、初論硬い甲は消化しないから吐出すのである

北 アメ リカ にもプル蛇と いふ大きな蛙が住んでゐる、これもゴリア蛙

の親類筋と見立て、食物が良く似てゐる鼠や小鳥flliって喰ったり、魚{e

ViJで漁って常食とする猛惑な性質金持ってゐる o

こんなj止であるから穫も大きくして傘I堕も彼方から其のIl鳴き躍が聞へ

るさう である。

メキシコやアルゼンチンに住んでゐる グプダア似品、このプル蛙程の

大蛇で其の聾も鳴くと云ふよりむしろ吠へると云ふカーがいお位である、

J誌のグプダア蛙の舌の裏には護って強控器がついてゐる。
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庭が5l..アメリカに而白い絡灯・の911がゐる。

其の蛙の名はピパといって、背中には一雨に穴があいてゐる、つまり

ポケットが着いてゐる、其のポナットは少なくとも五六十はあると いっ

てゐる。

此の中に自分の卵が入ってゐて、其れからピパの赤坊が出来て来る 0

!>l..何底かへ行く時には子供会此のポナットの中に入れて、恰度カンガ

Jレーが腹の袋に子供を入れる厳にして、子供をポケットノ中に背頁って

謹んで行く一寸珍らしい蛙である。

以上は一寸大きい蛇ばかりであるが、其の反劃-¥こ小さいので我閣のカ

ジカより小さいネク トプイルキ麗といふのが、南洋.<)-;")レネ?に稜見され

たが此の蛙の身長はfiEかに三分7ごとし叫、小さい鐙り物である。

今度はうんと種類の箆:った鹿で、、アフリカのfJn関西領コンゴー自由閣

の毛!組?といふので、 此の史I~は其の名の様に一長い宅金生やしてゐる。

何のために毛があるのかと墜者が色々研究したが未t:正確なことは知

れてゐないが、ある特別 t.s. 燭角で、~"'~の髭と同じ役目をつとめるもので、

あらうと いふ設が最も有力である。

叉閉じコンゴー自由闘には、指がくつついてゐて狛の爪のない皮府の

先端に着いてゐるので、獅足蛙と聴されてゐる蛙もゐる。

別に猿の様に木登りする蛙がサンド tンコ1こ住むへ咋ラアハスターと

いふ!肢で、此の蛙には手と足の指先に、イボの様なものが着いてゐて、

高い木に登ったり、枝から枝へ飛び歩いたりするのに、其のイボは木に

登るのに落ちない織に役立つのみならや、又一種の毒があって、御馳走

になる昆虫舎、手で叩いて喰ふのすごと惇へてゐる。

此の外に面白い蛙が揮山にゐるでしゃうが、此の度は此の位に止めて

置きたいと思ふ。

以上
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議界の轡、愛生活

lVI 生

吾k が生物界合研究す・ると 、其の度を探むれば探むる程驚軟によ品へな

い現象が極めて多いのi$:知る事が出来る、殊に虫界に於ては特に著しい

のである。、

其の一端令見るに或ひは自衛の本能と云ひ、或ひiま旬:性愛と云ひ、主主

k 人類の生活の資料となるものが少なくなし、。若し夫れ虫界の鰭愛生活

に至つては見る者聞くもの会して日渡令忘れしる位である ο

自分は嘗って虫界の驚異と云ふf~'i:物を手tこした事がある 、今其の一節

に記された虫界の掻?愛生活についての記憶を呼び起して其の一部分伝貴

重なる紙面を借りて述べんとするものである。

例舎に於てよく A君に依って輩表さ れる Iはへとりぐも」である、其

の雄は雌の前で前脚争率けたり、鶴巻曲けたり、足i$:.frþ~ましたり、左右

に飛んすごりして一種のダンス会演す3るのである。蜘妹lま元来内食性で卒

気に友食をする、否雌:は其の亭主主?食ひ量産すのである、之がために雄は

雌[に接近する事が困難である 、事長し其の生殖器が笹謹して来ると雄は身

命を屠しても猫よく接近するq刷、本能令有して居るのであるの

さ て、蜘移I~の雄が雌の前でダンス会して見せると、雌は今まで食慾の

錦に隠れて居た性慾の本能i$:現はして来て、雄が雌に接近する動機i$:興

へるのである。

雄(ま其の雌の柔ぐ様子守見計ひ極めて好妙なる手際で雌に飛びつき其 .

の目的舎建して直ちに飛ぴ逃け・るのである。態々としてうろっき廻る時

は費!日命雌の鴛に食はれて終ふ。市し雄の性慾の目的伝達したものは最早

や生容の必要令無くなったわけであって其の露命は僅かに一雨日に地き'

ないと云ふのであるから、寧ろntiEの餌食となって自己の種を宿して居る

雌の保全に貢献した方が種肱:の存翻に利益があるであらう 、それ故自然

は新様な恐ろしい現象に劃しても何等同情を排はないのである 、而jして

総て生物は庄きたいと云ふ本能力~ìïJÆって居るから雌の餌食に j戎 り度 くな

い言IFりである。

産開や南支部に鰍と稽するものが居る 、其の雄は熱心に新婚の寝床会

川君、するのである 、そして用意高端整ふ時は自ら新婦・の捜索に出掛けて
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行く、震に新婦や求めるミIJ:の出来た新郎は誠に幸ひに互ひに|陸まじく子

に手を取って床に就〈のである、所が翌朝に成ると不思議にも新郎のi与
を見る事が出来ないのである、雌の其の狭し、穴の中で雌に食はれて終っ

たのである、彼はまさか一夜の中に身内令食はれる事ぞ路定して管 と々

熱心に床金作りはしなかったであらう 、之等の事宜ーを見ると自然は非道

に男性を虐待して居る様である、然れをも一方雌必見れば其の責任は貫ー

に重大なるもので、 f民令交尾終りたりと難も必歩しも其の目的が謹せら

れたのではない、之より卵~g言:み子供~養ふ任務ぞ持って居るのである

蜘昧の外に己れの亭主会食ふorの昆虫が多い、其の内最も有名なのは

彼のかまきりである、我々がよく知って居る所の密峰の雄は交尾中に鹿

持して死んで終ふのであるが、それは他の多数の雄令出し抜りた代債と

しての嘗然の死と云ふべきである、けれきも其の頭や頭会食iまれながら

然かも街交尾して居る%h、本能令見るについては「態愛は死よ りも強し」

と云ふ歌諺~~邑想せき'るを得な b、。

彼の盛の光は己れの存在令知らしめる錦の旋傍燈であり、強愛生活の

駕には御紳般ともなるものである、 fEの雌に接近すると雌は一時住光令

止めるそうであるが他の雄が其の近迭に飛んで来ると再び笹光し初める

のである o そうして雄が雌に接近した揚合には雄は一種個有の姿勢金取

るそうである。之は牡i猷が尾令振り事ばしそうに牝に近づくのも亦間接

である。其の他雄蛾の雌蛾に近づく 様子と云ひ、或ひはがl辿の雄蜘1'!l!I己が

其の雌に接近する朕と云ひ、何れも雌に掘び其の愛令得んが儒の動作と

思はるゐであらうご

虫界の雌は雄の共有財産の知くで、一夫多妻の事も ある し叉ー妻多夫

の司王もある。而し叉稀に一夫一婦のものも有る。此の揚合には一時的で

はなくて交尾後も雄は雌を助けて子孫在能の震に貢献して居るそうであ

る。或る告11m要峰の雄は雌と共じ誕の中に眠る事もあり、叉時には他醸の

侵入者令菓から駆逐することがある と云ふのである。彼の白蟻の知きは

!被絡なる一夫一婦である c

とん除の雌雄は長時間に亘って相連結し愉快そうに方々会飛び廻って

居るの令よく見受けるのである。

-彼の池沼の水上を疾走して居るあめん伝うは、交尾後も其の雄は雌の

??上に回着して分れない、 Wiして雌雄重なって水上を疾走してゐるのぞ

我kは常に見受けるのでJ】る 、雄(立認:愛生活に知何にも未練令越 して居

るから 、雌に取っては之位迷惑なことはあるまいo
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虻の雄は日 の出前JJj頂に群飛Lて雌の飛ぴ来るのJ.e待ち 、一度雌に出

曾ったものは其の群から離れて新婚放行へと出掛けるのであ る、蚊の日

I霊前にllil下に群飛してゐるのも 同じく雌会誘致するためのダンスであら

っ。
昆虫の雄には交尾前雌に結納的の食物として花密を砥めさせるものが

ある、虻や蚊はその例である。

上越の他、驚歎措く 能(まざる虫界の慾愛生活の其想は翻療研究会重ね

るに随って極めて数多きを知るのであるが、上越はへとりぐもの轡愛生

活と云ひ、かまき りのそれと云ひ、虫界の態・愛生活には賢に悲惨なもの

が少なくなb、、要は子孫の事却にあって、 其の種族の経被せき'らんが焦

に取る自然界の行動は男性を虐待し、叉其の生命を犠牲にさせるのであ

る。交尾後の雄は間もなく死すべき運命会有する故に、寧ろ其の子孫J.e

滅する雌に食はれ其の勢力令増進する方が生物界に有利であるに相違な

b 、、それ故自然は己に其の目的を謹した雄に劃しては何等の同情iぞ現は

さないのみならす3、返って之ぞ冷笑し居る様にも見えるのであらう、之

は他の多くの雄を出し抜けた代賞に建ひないが、之が抑も生物界に於け

る男性の弱貼であるのすご。 (1931. 12. 14.) 

外貌より観たる牛の無角に就て

大西 行夫

角と云へば牛、牛と云へは角令思ふほご角 と牛とは密接に我k)j荷裡探

く印象付け られて居る。

牛角の何が人類をさうさせたか?

1f三角は古来戦闘器tして或る時は攻撃に、或る時は防禦に、惨悌Tこる

情景令示し、我々は之巻見、聞き、読み、或ひは経験に依γあまり に探

〈恐怖の念会刻まれた鴛であり 、他面牛の角は其形態、色揮、地質、及

位置なきから考へて、牛体の頭飾 りと して「デリナート」な魅すろ様な

情趣令留か しめ、.然も牛の特徴令最も良〈表徴 してゐる錦めではなから

うか。

質際我k は恐怖の一面牛体美の中心である角に始まり尾に終る牛体上

競の分水嶺会走る線の第ーに人目に付〈頭の突先に突出する角.の有様は

- 23-



414 

美と云ふより寧ろm:蹴と云はさ'るt.t得ない。;lWく牛の角lま牛のシンぶ

ノレなるのみなら争、その美格」士、護身上、 重要なる物である。然も膳用

方而12[1ち畜産方・面に於ても、衣の知き品1lに利用されてゐるつ

1.角の大きさ 、質、 を観て牛体の骨格の大小、体の釣合、肥育の遁

否、属殺内のtJ1留、 l随時代の営養の如何等令知るに用ふ。

2.牝牛では角輸で年齢や鑑識す。

3.角の擦れ具合に依り、役牛麗に重要なる放牧せしゃをや守安fJる 0

4. 角に土令附着せるや否ゃに依り、性質の粗暴なるや又は温順なる

や令知る。

上越の知く牛の鑑定上重要l硯されて・ゐるが、近来斯くの如き利黙はZF
ろ直接能力 (例えば乳量の多少内の歩冊、 力量の多寡等)と闘係微小に

して却って危険な無用の長物 とする者が多い。特に米国では之傾向著し

く、一般に除角(角を除く事)が流行してゐる棋である。 有角がよい

か、吉t~角が良いカ、の論は、小生輩の論んす3る限りにあらす'0 住北大教授

井口博士の言に依れば、 f得々牛の品種に依り、又用途、特徴上より底分

すべきであると云ってゐる。 自]lち、肉--q二及不良なる角t.t有する牛の角

は此t.t除角する を得策とし、 美格上より捌て、立祇なる牛角を持つ原駆

例えば、 Ayrshireの知きも のにありては、其の美く しい角を最もよく

表現し、生かすがよからうと云ふのである。

一般人(専問家で型!同者)の牛角に劉・する近代、否古来か らの思潮は

牛角は危険なる無用の長物なり、手経に、現代の護達したる科接の力t.t
以て有角牛や此の世界から髄除せよと云ふものである。 日rが幸か不幸

か此の思i/rlJjに迎合する牛が天国ではなく北欧に居る。

生!~角牛がそれである。此の費!~角牛とは先天的に 1!!~角で、当時角性退陣

(後述)に依 り てlJ1界から有角牛舎臨除し5l\~せる。(此の考察は軍に理

論のみで賀行は困縦である。 @[Iち、現!(:角牛&，i'しも優良な らざればな

り。)他に後天的に無角の牛がある此ぞ除角牛と云ふ。 此は科書毎の力

会利用して、角会除去したもので、除角会行ふには多;の知く する。

(1) 1才位の牛の角は、鋸又は特別に考察された機械によりて除く

(2) 哨乳時代の角の小なる時代(生後6乃至8週間〉の瞭牛の角は

其角突起の部分会切り取り、傷口を平たい織灼した鍛t.tJd.て、焼きイすけ

て芭 くとよい。

(3 ) 未ナご角突起の琵生せさr るものは生長黒Ilj.a除去する。 自11ち生後

7日乃至10日位の時比に蛮畑硝酸或ひは棒状苛性加里(加哩l.a厚紙にて
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巻き生長品'i(こ5銭銅貨大に71<.にてi識し、之に塗沫するものである。〉ぞ

何回も角突担金生歩る部分に反湿して摩りイ寸けるのである。

期くの如くして除角せる牛は何等の不便無く弐の如き利続あり。自11ち

危険物除去の震め、宇佐羽心ぞ失ひ、性質温順となり、放牧に行ふ牛・~{I互

の角の突合11!~ <、従って、角によりて生i-る損害例へば人畜の殺生、外

傷、班畜の流産をf象防し、 管理容易となる。なほ船舶、向車の運搬に1E;
り、多数密集して牧容し得る外乳牛でも、肉牛でも互ひに煩累少なけれ

ば、前者では乳量ぞ増し、後者では肥育に良好であるう其他l憤牛H寺代に

弱肉強食の患少なく、飼料公平に分配飼育され、 その護育の差著しく 少

となる当事である。

米国では、如何なる牛に劃しでも除角を行ふ事が流行するも上越の製~J よ

り蹴ると首然であらう。

ヨ欠に 1H~角牛巻述べるが、知何なる品種があるか、~知る必要がある。

(1) フエール種

此は瑞~の産牛で、囲内全体に成 く飼養されてゐる。 飼養地の主

なる所は、 jamtland及 Herjeadalenの二州である。 此のl品種は北

欧の地にして、芽蘭人の家藷なりと云lまれてゐる。アーヒン アンダ一氏

によると之の無角牛舎研究し、牛の感術的分類に於て、現!~角牛麗の内に

入れτゐる。 その特徴は同氏の記載によると、無角にして顕長〈釧〈

角間糾は著しく隆起して側みに傾斜し又此の隆一週部はPiIi頭骨上楠瀬構並

に眼築合する前頭角の外側部は、鋭〈角;伏に登育せる等であると。

(2) アパーデイー ン・アンガス 麗 Aberdel1e-A月 as Aberdee 

Angas以下述べる無角経(立、多くは類原牛に属する物でi 事長角牛砲に

入 るものでない。 之の牛の原産地は、 Scotland東岸の中部に半島形に

突出する部分であって、 特に Aberdeen， Kincardine及 Forfarの諸川|

である。 昔之の牛は Aberdeel1牛と Angasl:1二との 2麗なりしが、fjij

者は Aberdeen Humlies.ll二( Humliesとは君!明と云ふ意なり)と栴

して居たが、後者は AngasDoddies ( Doddiesも無角なる意〉と云っ

て居Tこ。 共に低地の牛は主として怨角の重大麗でi 山地のものは、右

角でil!11i小種であった。 昔は Angas牛が名護高〈 、AberdeenL/二と血液

~混 じて、 今日の Aberdee l1 Angas牛の成立を:兄るに至った。 此の

牛は、近年日本に轍λされ、山口の防長牛の~j込に役立って居る。故に

山口!騒附iliには、実!~角の牛を凡る筈である。

一般に鋭角牛は牛の前頭突起採すご輩謹してゐるのが特長ーである。
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(3 ) 赤色無角牛品種 Red Polled 

原産地は英国の東南部 Norfolk及 Suffolkの2州で、 Cambridge

及 Sussexの州の一部にも分布してゐる。 昔時 Norfolk牛と Suffolk

牛と匝別されて居た。 がh者は18股紀lこ Gallowayに改良されて無角と

なり、後者は19世紀の中頃改良 Norfolk 牛によりて改良を計り、共に翌!~

角となりて、其の雨者の差甚7ご少く、 19世紀の後学 RedPolledと改め

て綿稽するに至れり。

(4) ガローウヱ一系種 Galloway 

此の牛の原産地は、蘇格闘の西南端、 昔時gallowayと稲せられた地

方である。 英国最古の肉牛躍の一つで.~ 1750年頃では、大部分有角で

一部は無角で有った。 故に原産地の飼養者は、一致して有角の物を陶

汰して無角に固定し今日の知き無角極令作出したのである。 しかし今

日もなほ 5乃至10cmの動く角を生余るものあり。

( 5 ) Polled Durh8.m 

此は米閣の Ohio訓'1の産である。 1911!紀土産の Mulleye.云ふ挺

角に Shorthorne 会配合して生じたものと Mutation Shorthorne と

Shorthorneの交配によって作出したもの令総稽する。 Mutation Sh・

orthorneは突然箆:異の鋭角の Shorthorneである。

(6) 諾威の沿岸品種

有角のもの、無角のものとあり。 l政洲産牛中最小牛として知らる。

原産地は諾威沿岸一帯である。

(7) 芽蘭品種

芽蘭南部産にして、有角のものと無角のものあり p

以上大体無角品種の成立及びそれに閲する智識を得た。' ヨk に金[~角性

の遺体;z，簡箪に記して、此の文を終るZJLとする。

Lf二の虫[~角性j童保に就いては、 Bateson 及 Saunder が無角性は鈍角性に

劃して、優性で:.F2では盟国子性メンデノレ式分裂ぞ現はす事を護表して以

来 Spi1lman及 MonsonBoid等に種k 異なる材料に就き、書[(:角性の優

性なる事を主主験した。 それが矯めに、無角性は有角性に劃して優位な

るは現今一般に認められてゐる。 然して常に完全優性ではなくて、有

角牛及鈍角牛の交配の結果生歩るFlは、佐々揺ぎ易き角鞠金生令る事会

報告してゐるが、殊に1tの角輪金有ーするものは、牡艇に多き*~を得た。

此によりて無角性は有角性に劉・し、作性遺品~;z，表はすにあら-rやと云っ

てゐ る。 なは最近 Gowen，ま無角牛なる Aberdeen Angas と有角牛
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Ayrshireと交配し、その結果、 F1の牡艇の多くは鈍角にして、僅かに

1頭の角鞠〈不完全なる角卸ち角突起無きものか、護育不完全なるもの〉

ぞ有するものがあった。 F1の牡慣は殆んさ‘皆角輸会有し、而もその内

2顕は完全角ぞ有して居fこ。 此により同氏は、無角性は一般に優性な

るも、角の霊謹に閲しては尚別lこ角の成長を助長する他の因子存在して

此が仲性退陣争露して 、 F1の牡牛は告!~角なるに反し、牡牛は多くは角輸

を表はすものなりと云ってゐる。 なほ釘本、羽部雨農林技師の元中国

試験揚支揚に於て、 AberdeenAngas牛と改良和種と交配して、鋭角性

遺惇の研究舎なせり。

其結果より、衣の如く結論せり。

1.無角は有角に劃して、 (メンデノレ〕氏法に従ふ箪純なる優性に ~j:.

らする0

2.仲f生活惇は行ふと認められる。

3.角輸の量生は「ホルモン」 の如何に左右されるも の 注知し。 e

以上、牛の無角に就いては、其lifI涜未成にして、 療者聞に盛んに研究

且つ闘論されてゐる興味ある問題である。 長々と纏りもなく、記載し

ましたが、要するに、外貌より翻たる無角を分けて、 無角と除角となし

除角には色k の利蜘あり、無角には鋭角性が有角に劃して不完全優性で

且つ倖性謡;俸の現象ぞ認められると云ふ事である。

• (l931. 11. 30日中高〉

私の飼ったJI¥鳥!二就て

岩切芳郎

小鳥会飼養すると云ふことは、決して近来の流行ではなく 、随分古く

から行はれて来たのであるが、その聞には他の種k のものと 同じ織に流

行の盛衰があった。

一体飼鳥は私共の生活令非常に梨しくして呉れるのであるが、特に3巣i具L 

引烏卸ち小箱の天地で

うtするのである1カう、ら 、飼烏2家主としてこれほε巣しい司苧L吋lはまない。それででト

換引烏の飼養tはま近年飼烏界に於て一大流行4守甘示し、断然他4を旨E睦Eして、そ
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の隆盛の時!U1に達したのであった。然しその隆盛な以i'JIiの物とはその趣

を異にして居るのである。従来の流行の浮沈はほんの一部の幕間家の間

にl彼られてゐたのであるが、今回の流行は一般的大衆的であった。併し

その結果として鳥の多産、指l:ii事:の弊を来し、生産過剰と成り、迭に例烏

の顔勢Je導いたのである。従って今日では徒らに烏を大量生産すること

の意義なきを'1寄り、専ら品質本位の巣引金行はんとする傾向が限につく

様になって来たのである。。

巣引鳥には色々あるが、先年H寺に轍著な流行振り Je見せて/I:!:入金驚か

せたのは、可愛らしい十姉妹と美と愛との専4若者である脊黄青鶏鳴であ

る。先づ十姉妹より述べる司王としよう。

( 1 )十姉妹

この鳥は世界の何庭令探しても自然に野生しては居ない烏である。全

然J烏絡の中で作り出された物で、しjJ、もそれが、徳川時伐に日本で作り

出された純日本性の鳥であると云ふ事になって居る。その名隅の由来は

幾くら深山のj議会同じ簡で飼養しても、決して宇ふやうなことなく、姉

妹の様に仲良くして居るところからこの名争頂戴してゐる。

一方丈夫な上に播餌烏の内、;目立も飼主主答易仏鳥で、かく人間の手に依

りて作り出されたものであるから、温順で人に馴れやすく、小鳥の中で

---番育翻fが巧であるから、巣引烏を飼lまうとする初心者は、最初先づこ

の烏から予習ひ会する事となってJ;ifる。!x.前に述べたが如く、巣引の上

手な鳥であるから、珍鳥類は大低彼にによって卿化、育雛せしめ得るの

であって、外聞から!険入される洋鳥のi民!まにされるのである。此の司iに

就ては後で詳しく述べる事にする。

十姉妹は諸君-の熟知の3mり眼白程ーの小鳥で、色合は普通白色の他に焦

茶色乃至黒色IJX;は褐色の不整形の到があり i1ij者Je黒十姉妹、後者Je布!i+

姉妹と稽して居るコ多;に全身反白で斑紋の告[(:/j、も のを自十姉妹と云ひ、

地色が白で之の上に黒と柿の二色の斑紋をな して三色の羽毛色を呈して

居るもの会、三毛ト姉妹と呼ばれ隔者は品も高値なtjilJとして貴ばれたも

のである。色合は先づ jこの通りであるが、斑紋の大小及び形状は烏の品

位を非常に左右したので・あって 、それに依り麗々の名稿が附せられてゐ

るが、その説明は何分質地にあたって見なければ、分らぬ事であるから

省略するけれきも、大体に於て上物として扱はれる無は、自に近いもの

程で、斑の二にきい程下等に扱ひにされるのであると心得て置けば間建
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ひはないと Jιふ。

限の色にも二週りあり黒と茶である。一般に黒十姉妹は黒眼で茶十姉

妹は茶t1~であるが、例外は多数に見受けられる。又茶IINは JI寄来失明する

物として取 り扱はれ、県眼に比して位絡がすーっと落ちて了うのである。

十姉妹の餌(;1:播餌烏である関係上、禾本科植物の種子守常食とするの

で例へば粟、稗、黍等であるが最も遁飼(ま粟と稗と の{:!ji;量:に配合した物

で、今私は躍に粟のみmひて居る。そして産卵期に入れば、小米乃至玄

} 米合少量混入して奥へるのである o 水は不断~、要な物て・小鳥中特に 7k.iè
要求し、融乏すれば直ぐに死に至る綴な司王に成るから、注意せねばなら

ぬ。-:):.に青楽であるが、1p:素奥へる司目立釘論よきことであり、食物の消

化.:a増進し、健康体とする事は言ふに及はない。特に青菜の必要なのは

雛が卿化した時で‘、此と同時にきしき・し8i!へるのである。

-:):.に副食物として常にボレー(石次分〉会奥へるのであるが、此には

鶏卵の卵殻を砕ひた物、烏賊の殻、或(ま海岸にある貝殻の創1粉会用ひる

のであるつ特に申し分のない物は牡明殻で、此.:a趨首に焼き砕ひた物で

あるが、知l粉した物は飴り好まぬ様である。この小片会小鳥は噴にて楽

しけに左右に廻し、知何にも生k しい磁の香に浸されて 、何時知らす3食

道に設られて行くのである。鳥(ま全べて消化.:a]jJる道具ーである砂の如き

は此れ叉&、要な物で、床に敷くか或;はお器に入れてgJ!へなければならね

床に敷く事は糞換へにも使利であるため一般的に刑ひられて居る。以上

の他に木炭の小片や亦は赤土の塊令興へるのも良い様である。

叉卵粟、卵米は十姉妹.:af毘母として月jひる時に奥へるもので、一般の

揚合には飴り使用されない。此の作 ;):カ1ま剥き粟或は小米に鶏卵の黄味

会混入し、良く撹持した物令日光に首て乾したtJWJで-あるが、此の揚合白

l来も共iこ使っても差支はない。此.:a用ふるのは烏に滋養分を奥へるによ

って、巣引の盤情促進令はかる方法で、 f民珂zに使用する物は是非とも無

くてはならぬ品で‘ある。併し此は腐敗する恐れが多いので、少量宛入m
の分むけ作り、新鮮なる紗'l~恒常に奥へる様lこすべきである。

此の烏金入れる庭絡には、色々の型式の物があるが、通常mふる最適

な十姉妹用の庭箆は、一雨が金網で他は皆板で張り、奥行:ー尺一寸、高

さー尺二寸、幅一尺位の極めて小さいもので充分である。又多数をl&持
する際は、l局面開け放しの大きな据イ.j"r揺を)'IJひる。その時(ま止 り木に眼

白おしに止って終日良〈小聾て-話し合って居る鹿ゃ、虫等i>取り合って

居る庭等令誰も彼もが，鳥屋の両mで見られた情景であると忠ぷ、。
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大低の鳥は巣引中にのみ巣を用ひるが、十姉妹は夜の緯床としても用

ひるのである G それには議製と木作りの粂があって、何れにても差支へ

はないが、必十人 k は肢にすべきである。巣に-:jf(で必要なのは巣草であ

るが、此れにも色k あり例へば打菜、腐の尾毛、椋欄の皮、)tIj査の根、

鳥類の羽毛、禾本科植物の枯た諜及重であって、私が使用した、又は一

般にmひられて居る巣草は椋捌の皮と打誌である a私の終験から云へば

椋捌の皮は金魚の時と同じく魚巣として使ふのは、続麗な金魚の身体令

障害すると同様に、小鳥の足に持って烏.il'苦める事が多いのである。の

みならが羽虫にとっては、椋捌の皮は保護色となるので、その繁殖を揺

k 可能ならしめるのである。従って小鳥の巣草として最もj歯した物は打.

~であると私はji在信するのであ る 。

j(に羽虫と云ふ事が出たから、此に就て少 k述べて見ょうと思ふ。調

止lは昆虫類の内最も小鳥に被害令奥へる虫で非常に注意せねばならぬ。

此れは箱の婦除会放置すれば、自然に生T'る。此の虫は烏の血栓殴って

繁殖する極めて小さい寄生虫で、特に夜間出でて烏金重量壊し、童問は箱

の枝際とか巣の|勾にかくれて居る。すごから鳥は血栓吸はれるのと、安眠

を害せられるので非常に衰弱し、終に死に至るのである。羽虫は特に六

七月の梅雨前後が、最も繁殖するに適して居る様に見受けるから、其頃

には箱の掃除も再三行ひ、そして良く注意して居ねばならぬ。務防とし

てはイマズ蝿取粉金箱の隙聞に撒るのであるが、高一波生した時は、J鳥

は取らへてイマブ雌取粉.il'f散り掛けて!I!濯する..3l...箱はそれ.il'熱湯で洗

ふとか、更に十日鈴り雨露に|曝すとかして、根絶せしめるのである o 一
度生じた箱は〈再渡せぬ様にi:l:誌をせねばならぬο

此れからが愈，k.巣引に入るのであるが、詳細に就ては リンネ舎の講演

舎の際に譲って大略伝記する事とする c庭箆のm意も出来、巣の準備も

出来たな らば、 これに雌雄一番必同居させる。それから濃厚飼料(小米

及玄米)令奥へて精力をつけ、集草も充分奥へるのである。常に奥へて

居るボ レーは、此の時特に必要で新鮮である物会奥へこれが、産卵の促

進の効をなすのである。故に青菜も多量に奥へ、水も毎日清水と取換へ

て随意に水浴ぞさせて居る内に、交尾をする;様になるのである。

ヨたに雌雄の判別であるが、此は馴れミば宜に容易で朝食間!の仕事であ

る。恐らく 諸兄カ1ま熟知の事と思ふ。 此は脊黄青鵬鵡や孔雀の様に外型

や色彩で見別ける司王は悶雛で、 l呼ぴ聾によ 1)~別する方法である。 郎ち

雄は「ピイーツ」と云ふが知き、-知何にも澄み切った聾令護ナるに反し
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雌:は濁った躍で lジリツ」と I!島くのであるが、一度体験すれば容易に判

断する事が出来るのである。又雄は特有の姿勢で噌宇るのであるから、

此に依っても判別する司王が出来る。

大低は tの様芯成り行きになるのでー、交尾と共に巣草~雄が粂に運ん

で来ると、醐sが巣に居て二人でー入念に染ぞ作り上けるのである。巣が出

来上れば、直に凝卵となるのであるが、朝早く産むのが通例でー、蓮日 ι.

館宛産むので-、卵の数は普通四個或は五個で多いものは六個である。卵

の色は光揮ある締麗な白色で、羊の糞程の大さである。十姉妹の卵では

解化率が良く、大低有精卵であるが、有精か無精かの験卵の方法は、一

週間以上もあれば卵殻の色によって一見匝別できる。郎ち卵殻は光樺が

主喜々加はり、県l来4凶作びる織に成るのである。ヨえに私濁特の検卵方法を

紹介すれば、先づ卵会太陽の光線に直射せしめ、その上に指で卵の4三分

むけの露合作る。そうすれば四、五日を経過した有精卵ならば、卵中に

赤黒い血管が、数候連らなって居るのが分かるので、無精卵では透明で

ある。併せて検卵は出来るすごけさけるのが安全である。叉ボレーの供給

不足の原因で、卵詰りを引き起し、難産のために悩まされるので迭には

死札烏もある。此の療訟は局部に筆で楽麗抗11令塗り、弐に酒に等量の水

を加へ、口から二、三滴飲ましてやる時は、その遅速はあるが、妙に脱

卵する事ができるのである。

抱卵は、産卵の途中から或は卵必~み揃ってから本気に抱卵し始める

のであεが、此の時から盤情飼料ーである。小米、玄米を止めるのである

又水浴に就ては二設があるので、一つは中止する法と蓮観して行ふ方で

あるが、夫れでも大した相違は知的、様である。抱卵日教は満十二日位で

あって卿化するのであるが、出雛は全くの丸裸で了度二十日鼠の赤子の

様に赤〈 、眼は閉じて居る。そして彼等は顕令上にありがEに左右に廻特

さして、親に餌~求めて居る。雨親は始めは青菜の汁を吐き出して雛に

食はせ、少量の消化した粟の流動物も食はせる。叉骨格の構成に必要な

ボレーも奥へると云ふ風に、天然の妙は親鳥をして落度なく子を育てさ

せるのである。雛は大略解化後五、六日にして開眼する。開眼後一日も

すれば、見えるらし~'o それに伝つゆっ生毛が生えて十日もたつと羽根

が出来始め、段々沼娘も生え揃って来ると、大体二十日前後で巣ぞ出て

雨親の指導に依り飛び方、餌の食べ、方、水浴の具合等色々の事会教へら

れるのである。従って巣立後尚一週間位は雨親のもとに附けて世〈方が

良い。一週間も経過すれば雛を親から分離しても安全である。
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私の飼養した十姉妹の内、最も多く雛を育てた烏は七個~産卵して七

個共に完全に卿化せしめ、立誠に七初共に巣立させたと云ふ最上のレコ

ード令持って居るのであるが、 ttlこ上手な育担:m鳥と云はねばなるまいo

--般的に黒ゃ掲の肢の多い自11ち下等な物のカーが、巣引は上手の織に感じ

られてmる傾向がある。

調If:i'分離した親鳥には直ぐ殻情飼料令奥へ、巣草得;{eもfIJ意し初めの

f(i~こ飼ふとりである。換は劉?の糞!f!{で不潔となって居る闘係」二、新しい物

と取り替へてやるのが良い。.3Uま庭箱舎も掃除すれば、一!杏鳥は喜ぶの

であゐ。床砂は常に一週間匂:に取り換へねばならぬ。販の知くすれば親

鳥は次回の産卵令行ふ。雛は換宅金行ひ分離後大体四ク月で成鳥となる

以上の如く 一回の巣引日数は約ーク月半で十姉妹は普通年同乃至五回の

巣引守行ひ 、一回に卒均江羽{e育て ‘も 一番から二十五羽の担mが取れ、

調If:が更に錨f:{e育てるから一若手の十姉妹は、一年間の終りには、約八十羽

の ~jlÊが出来る事となり 、貫に繁殖力の強Ii、のに誰も驚かされるのである

何分十11m妹はが;め述べた様に 、小鳥の内で最も飼ひ易い烏であるから

他に格別慨 しい~~は無し、のである 。

十姉妹を般母に使ふ洋烏

fiIiに述ベブこ如く十姉妹は、恐ろしく育雛の巧な烏であるから、自己と

閉館て・!臨入し立ての未7ご充分家禽化され争、卵は産むが卿化はなし得な

いと云ふ鳥の卵金大低彼等によって卿化育雛せしめ得るのである。

その珍鳥類の~1'，!i促進に賞り、ボレーと同時に必要なのは 前述しずこ卵

東成;は卵米である。 此{e奥へる時は他の餌と同じく底に餌入れ会置かす3

必争前面の金網に掛けてやるので、烏は止り木{e飛び廻る間に i啄み食ふ

のである。叉震情促進の一法としては、二個連続した絡に貿信雄会分離し

て一筋宛入れ盤情飼料4P54へて飼主主する心最初はお互にl呼びかはし合っ

て居るが惑には穫して雄の獅11品となる。此は彼としては燃ゆる心の唯一

の表現であ る。一方雌も堪へ粂ねて、雄金思ぷ、思慕の念は:t合すばかりで

斯の知くして愛情令促進するのである。新して鳥の頃ぞ見計って育雛箱

に同時に入れるのであって、比較的無精卵も少〈、特に困難な物でない

|浪 り、洋烏は充分EE卵せしめる司fが 出来る。

珍貴な卵がIl\来た ら 、 fitを抱~1'Jg降化させ、育費IÊする肝心な{臨時二の十姉

妹が必要である。此は洋鳥のM~r~ と同時に産卵した物でなくてはならぬ

|抱って十姉妹は飴程揮|幻用意して世〈必要がある。叉震情!i飼料の卵粟卵
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米ぞ奥へて自分の意志通りに十姉妹令産卵せめる事も肝要である。偲同二

に最も趨賞した理強的な十姉妹は、雛令二三回育てた若鳥が良い。若鳥

は元気楼制として餌運ひが充分であるので、出来た郵:mが丈夫であり、更

に自分の雛を齢り育てお居ない閲係上、他の雛の姿の異様であるのに気

がつか歩、育雛する製1.・~巧に利 1/Jする のである。十姉抹の卵と洋烏の卵

とぞ入れ換へる時期は、自分の卵を産み終って抱きこんでから一日 乃至

三日たった頃が一番通蛍である。抱卵日数は十姉妹と殆んでi同じく十ニ

ド 日乃至十五日で・種類に依り多少は異って居る。其のrMj職卵金行って無駄

な無精卵令除くのである。府化後は十I市妹の育雛と同様で俄ID:の親鳥に

与 一任させるのである α

一般に僚間:に用ひる洋鳥類は色好が奇麗であるのが普通で、集出した

雛は最初は雛毛と云ふ親と異った毛色会して居るが、大低は三ク月位も

すると、換翻して美しい特有の親毛に鐙って了ふのである。叉換拐する

際には、曹の色まで鐙化する。一般に赤又は黄の噴の烏は幼鳥の時は黒

色である。併し例外として白女鳥は、雛鳥でも緋色で黒色ではなく、親

鳥となれば一層濃くなって赤くなる。此れと反劃・に黒色の噴ぞ有する烏

は、雛の時に白色巻至して居るのでi 頗る不可思議な事と云はねばなる

まい。

洋鳥類の一的に知られて居る物や列記すれば衣の如くである。

( 2 )・錦華烏

産地は濠洲の南部及び西部で、成鳥の色は雌雄別口で異なり、雄は眼

の際と、横腹の所に緋色の斑~有して居り、特に横腹の部分には、更に

小さな白色斑紋令交へて居る。又頭から噴にかけ白地に友黒色のがt縞で

置に美しが、雌は之等を敏いで居る。共に携と足は緋で一杯であり、尾

羽は黒色地に白の大斑会交へて居る。体は紅雀程で三寸位である。

此の烏は小さい割に気が荒〈、妹に愛の~ffi~ 、烏は他のJ烏~攻撃する 。

叉割合に丈夫で自分自身で育雛する事もあるが、一般には偲旬:告別ひ、

君、も鍛十拐の雛を育て h 見たが案外容易で、その繁殖寧の極めて多いの

に驚かされたc産卵数は普通五個で-、十姉妹と同じく光揮ある銀白色、

抱卵日故は十一日位で雛と成る。

( 3 )胡錦烏

この鳥はその見る入金肢殺せねばおか均と云ふ程、美しい羽毛の色彩
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t.t紫ふた美鳥である t 此れには赤胡錦鳥と黒胡錦鳥並びに 黄胡錦鳥の三

種が有り、前者がその原種と信じられて居る。頭は鮮な赤色で染められ

背は光津ある緑、胸部には目も捻める様な赤味勝の紫で、腹部は濃黄色

会表し又上尾筒には枯梗の花も及ばぬ紫色で、尾は黒〈中.央の尾羽二枚

は長くて先が針・の知く尖って居る。置に績で見る様な美しい鳥である。

盤、種の黒及黄胡錦鳥は、頭部の紅色が黒頭、に成り或は濃黄色に鐙化し

た物で、他の部分は原種の赤胡錦鳥と少しも盛りは無し、の了rある。
ヨRに雌雄の匝別であるが、此の鳥は雌雄共に同じ色彩を呈して居る。

併し三麗夫れも雌は1晶体的に色が鈍く頭部の色合の部分が少ない文雄は

特有の醗で噌るので・、此れに依っても判断出来るので、此れならはー臨質

であるの'

胡錦鳥は十姉妹程の体長で、習性も良く 似て居1)、いたって温和であ

るが、体質が極めて軟弱で、殊に惑さには死ぬ烏があるかb、越冬の際

には、給温する必要があるコ巣引は錦華烏にさ欠いで割合葬易で、 一腹四

五個を産卵し十三日も抱卵すれば卵は割引じするのである。雛は十姉妹の

雛の様に盲目、裸体で臨も立た歩、只頭金左右に振って居る。離の象徴

としては、噴に各k の三個の珠玉t.t有して居る。

原産地は濠洲の北部の山野である。

( 4 ) 毘長錦静烏

頗ぷる丈夫な鳥で、胡錦烏に~いで締麗な鳥として、旋く愛養された

物である。此の烏の原産地は濠訓!の北部及西部であって、噴も足も同じ

く緋色である。体の色は次空色の頭部に黒色の大斑紋を喉の所に固く表

し、叉眼の廻りには小さい黒僚を呈して居る。 胸部及背面は、高倫な

薄桃色でi 腰の迭に県の横縞を見せ礁に此の鳥の殊特は、黒色の尾羽の

聞に二寸飴りの細長い二本の尾毛を有するにあるe此t.t持たない普通の

錦静鳥が居るが、携も黒色である。

此の烏の雌雄鑑別は、非常に骨が折れるので?殆んさ伺形同色て司、し

かも盤情]聞には南方共に琴の昔の如き聾で:"l鳥〈。只体の大小と rf，Jの色の

僅に薄い事、喉の黒斑の肢狭によって見分けるのであって、熟練に待つ

より外はない。

衣に此の烏の習性として面白い司王は、霊情に際し雌雄が互に闘争を鰻

ける事である。此の容の穫する原因は巣の奪ひ合である。郎ち野生では

・連続集会二つ作り一つは、雄が雌の見張告する所で、雌の抱卵はもとよ
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り、雛の巣立ち迄始終警戒し通すのである。彼方・の巣は釘31官雌が熊卵育

局 雛する揚所である。それで此の烏~巣引させるには必十二つの巣ぞ奥へ

る事が肝要である。己に宇守護してゐる烏でも、換金二つに増加すれは

大低は治まるのである。

産卵数及卿業日童文は荷iの胡錦鳥と略同じであるが、比較的多芦在住であ

る。私の愛護した烏は何うも不産であったが、或る人は十姉妹と の雑研.

~作り 出して居る。宜に容易に出来ると云ふ事である 。

( 5 )楓 烏

雌雄共、殆んき同形同色であるけれきも、雄は腹部の紅色の部分が多

いのである。極めて美しい烏で・、締体的に体色は黒之 友白色の釧横縞で

全面に渡って腹部は薄桃色であるが、その中央部に目に立つ紅色の大僚

が縦に走って居る。携は朱虫践の様な美しい色でー、限の識は赤色で匂まれ

南足は次黒色である。

産地は国弗利加の西部及東北部であって性質が弱〈、殊に寒気を思む

から注意せねばならぬコ然し一度越冬して気候、風土に馴れると丈夫な

烏で、巣引きも行ふので一腹三乃至五個の卵や産むのである。

(6 ) 紅雀

良〈知られた烏て:小鳥の内最も小さい物とじて取扱はれて居る ι愛

らしい嚇は濃赤色で、稀れには黒味を帯びて居る。長III~ 、足は 黄i味 を交へ

た内色である。

持の非生殖羽は雌の沼毛に似て、背は暗褐色と次黒色の混合色の美し

〈ない色で、南翼にはIJ、白斑会呈して居る。腹面全部は次白色で翼の下

部の既に白い斑鈷が有り 、此の扇方の白斑の多少に依り雌雄を見別ける

のであるが、貰に不確宜な方法と言ふべきである。

併しー亘色取した雄の生殖視は、全身燃ゆるが知き赤色で、それに雲

色の小斑会附けて居る。特に尾羽の各調の光には、 固い銀白色の大斑が

ある。又一方雄は気高い聾で朝早くから噂る。

産地は印度、交~d:支那、シヤム及馬来群島であって、 一多内地で経過

したJ鳥は、非常に丈夫で馴れた禽舎で飼養すれば、 自ら管巣して巣引き

をする事もあり、約一腹四個種令産卵し、十二三日で卿る。我が園では

専ら見烏として愛養されて居る。

移以上が最も主なる烏で、外に未t:数種類有るが長〈もなるし及一般的
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に飼養されて居ないから説明会省略して、只名稽i:け曇考の鳴に列記し

て置く。

(7) 縞錦華烏

(9) 鹿子雀

(11) 鳳恩雀

(13) 金O鳥

(15) 天人烏等

(8) ー紅烏

(10) 縞紅雀

(12) 青紅烏

(14) 日の丸鳥

以上述べた飼鳥の外に上記しなかった、一般的に飼養されて居る、{毘

均二に依る事は稀れであるが、鳥屋で常に見受ける鳥類ゃ、大衆的である

カナリャ、背黄青鶴鵡類に就いては挽回の曾平IXで一つ一つ詳しく述べ万

事にして、一膳筆を閤くことにしゃう。

(Nob. 23， 1931) 

凍 宝ロ 就 て

日 野 最

十月十四日の早朝、相蛍に強い寒さが襲うたので種々の植物が凍害令

蒙った。新聞によると、零下四度一分になったといふことである。珍ら

しい強い寒さであった。久しく暖かで・あったので-、落葉樹もますご葉金残

してゐたし、常締植物も冬越の準備を完了してゐなかったので‘、相蛍害

を蒙った。

霜害と いふ語があるがこれは穏蛍でない。凍害又は寒害と掃すべきも

のである。結霜のために起るものではない。植物葉の温度が|傑りその仰l

胞液及原形質の凍結に基くものである。

凍結すると水晶金生やるので脆弱になる。アテキの葉なきもパリパリ

折れる位になる。樹枝なきも裂けることがある。温度が上れば正常に復

するこは&11論であるが、往k にして永く痕を残す。~)除11司ji吃枯斑紋在感

すこともある。クヮ、サトウキ rなきにはこの次白斑蜘が見られる。園

芸書館慌のモ ミヂバフウの葉に現はれた白斑はこれである。

まずこ、このモミヂパフウの葉線が巷いてゐたが、これも凍害を受けた

諜で屡k観察される。ヌルデもこの例である。枝の曲ることもあって、
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これは回廊科の植物で見られる。枝頭が枯れて所謂先枯病駅舎呈するこ

tもある。

タマシダは一部分凍害令蒙ったが、 11、葉の所々に油浸紋.a生 じた。釘

論、この斑紋が大きくなれ;1去、互に相連絡して大きい斑紋になり、更に

全葉が愛色する。

才ホパノハチデヨウシダや才 ニヤプソテツなきは泊浸献ではなく乾枯

的の褐、黒色の班紋を生じた。新ういふ斑紋.a生するる ことも相醤に多い

ナチシダやリウピンタイ やゼンマ イなきは熱湯でも浴びたやうに凋れ

てしまった。其他、トウゴ・?、キンギンナスピ、サツマイモ、サトイ ニe.、

ハスイモなきも同様の病徴を示した。

凍害を病徴的に観察すると大体以 tのやうな形式でーあった。春期に於

けるぬ害とは少しく越が違ふゃう Tある。詳し〈比較研究したならば面

白からう o

この度の凍害に、ダイコンやソラマメやハクサ 4なきも少しく 害ぞ蒙

ったが、これは去すご所謂防寒設備の整はぬうちに襲はれたのであらう。

若しももう少しく時期が遅いか、寒がデリヂリと士宮して来るのならば害

は受けなかったものであらう。

温室桔物は一般植物よりも害を業り易い。同一種でも温室 内に置いた

ものは少しく低温度の所に持ち出せばすぐ凍害令業る。之会温室植物の

寒冒と言ってゐる。箱λ娘をちょっと戸外に出すと、すぐ寒冒にかかる

のと同理である。

十四日の凍害金蒙けた著しい植物名.a下に記して置〈。下表には、落

葉性植物で蛍然落葉せねばならぬものをも加へてあるが、便宜に加へた

ものである。た't!.、話時の記録会忠宜に行ったのに過ぎなし、。

( 0  全部害ぞ蒙ったもの

ナチシタ・ りウピンタ 4

ゼ、ンマイ サト 4モ

ハスイモ サヅ 71モ

キンギンナスピ ジャガイモ

サツマ'イモ タ'1ヅ

トウコー? バセウ

ヒギリ カンナ

ダーリア サトウキピ

ジユズダ? エノコグサ
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アーカカシワ

コパンノキ

シロ J，¥ナワレモコウ

カヨスウリ

イムピワ

Pンドウ

/'¥1クワイカリソウ .シロ J'¥ナカノコサウ

ゴノfウ フキ

ギノfウシ ・ 7 ユミ

(ロ) 一部分害を裳ったもの

ハマ才モト

オホパノハチヂヨウシダ

才ニヤプソテツ

ハクサイ

ノ4ノ'¥7

タ?シタ.

タ"1コン

オホノfコ

(昭和六年十二月十八日記J

明 38-
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宮 崎菌類雑記(四)

遠 藤 笈

14、カラカザダケ Lepiota procera (Scop.) Quel. 

本菌は捨子菌類の紹菌科に属する非常に大きな食用菌である。形は丁

度、傘によく似てゐるので名前もカラカサタタと呼ぶのである。菌傘は

表面の色は白色乃至淡褐色で其の上(こ多数の褐色鱗被を有 してゐる。そ

の頂端は鱗駅に裂けすミに濃褐色である。菌傘の裏面は白色乃至淡褐色で

矧は翠に隔生してゐる。

胞子は白色楕固形で14-15x9 -10 ミクロンの大さであ る。

~は細長い管献金なし、その色は淡褐色で菌傘問機褐色の斑紋を有し

てゐる。縦に裂けるがその内部は中空で殆んで白色の菌締が充満してゐ

る。 (輩の上部には鍔ぞ有するがこれは重から容易に分離して上下に動

かし得る犠になる。 蓋の下部は塊航令な してゐて色は褐色であるが其の

径は 4-5センチメートルである。

本菌は菌傘、塞共に弾性があって掌中に握ぎって手を放っと元の形と

なる。

筆者は昭和六年十月 三十日、宮崎市外蓬ク池附近の竹林で採集した

が其の高さは小なるも27センチメ ー トルで大なるものは30センチメ ート

Jレすめった。 菌傘の大さは僅10-13センチ Jートルあった。 1個の重さ

は小なも ので55ク.ヨム、 最も重いも のは70グラムあった。J:記の記載も

全く此の標本によったものである。宮崎附近では本菌は飴り注意を しな

いも の お知く其の食mは釘論のこと従来その量生さ へも全〈 不明である

川村情一氏は明治41年10月、 長野市附近で本菌会採集せられてゐ るが

倫同氏によれば岡山勝苫田郡田邑村で採集 したものは高さ 1尺5寸あっ

たといふことである。

15、カウタケ Hydnum aspratum Berk. 

本菌はー名カハタク(皮茸)ともいひ、襲名も亦 phaerodonaspratus 

(Berk.) P. Henn. とも稽せらる。食用菌としてシヒタク等と共に珍重

せらるおものである。

全体褐色で、其の形は漏牛駅舎なし翠は中窓である。再i傘の表面は1置

き鱗被?e有 し、裏而には盆[.?e密生してゐる。乾燥すると黒褐色となり良

- 3Dー
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し、香気を放つものであるの

宮崎附illて司は:宮崎郡内海の山中に生がるもので、昭和六年O月00日

間地産のものを入手することが出来た。本菌は生食するもシヒタク同様

に乾燥して食用に供する揚合が普通である。

16、シラウヲタケ Clavaria mucida Pers. 

本産iは捨子菌類の帯茸科tこ!到する非常に小さな可愛らしい菌である。

色は真白で、形は車ーのこともあり、又分岐することもあるが不規則に

漕曲して居て大さ 1センチメー ト)1'位で・丁度乾かしたショウテに似てゐ

る。従ってこの形に因んでーショウテタクと呼ぶのである。

本菌は宮崎附~lîではよく生余るが食用には供してゐない様であるの筆

者は昭和六年七月三日宮崎市下北方で採集した。

17、オエヰクチ Strobilomyces strobiac巴us(Scop.) Berk. 

本菌は捨子菌類の多孔菌科に服するもので一見事々しいものであるが

全く無毒で若い時には食mに供し得るものである。

菌傘は直径 6-10センチメー トルで・全体黒褐色乃至紫褐色の鱗被令有

する。重も亦同色で矢張り鱗被'e有する。

夏、秋に落葉樹林や針葉樹林に生l'るが筆者は昭和六年七月三日、宮

崎市下北方で採集した。

川村清一氏は葉著日本菌煩悶説第 187 岡に本産iを掲~jてゐるが氏は明

治41年8月13-'日に群馬螺伊香保でオζ蕗iを採集せられたといふことであ

る。
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JI¥姿の分類に就て ・
e 

清 山 芳 ，雄

私は現在小葬会研究してゐる諜ではないが以前多少之に関係してゐた

ので弦に述べる弐第である。吾々が普通小宴と呼んでゐるの皐問上は

Triticum vulgareであって小葬j馬全体の意味に考へてゐないのであるo'

小夢の分類に就ては之が欧米に於ける重要食糧作物なる闘係上愚者に依

り色々な方式があるが八大部門になって居る。

1. Triticum Monococcum 

2. Triticum Polonicun 

3. Triticum sativum dicoccum 

4. Triticum sativum spe1ta 

5. Tridcum sativum compactum 

6. Triticum sativum durum 

7. Triticum sativum turgidum 

8. Triticum sativum vulgare 

倫 E.Hackel (ま小宴令二大別して野生小'f}$と毅培小婆と なし栽培小婆

を戎の厳に分類してゐるコ

1. T. monococcum 

2. T. polonicum 

3. T. sativum 

(1) T. S. spe1ta 

( 2 ) T. S. dicoccum 

(3) T. S. tenax 

(a) vulgare， V， i1l 

(b) comqactum， H05t 

( c) turgidum， L. 

( d) durum， Desf 

1211ち栽培小宴ぞ三別し更に T.sativumに属するものや通常小夢、二

粒小妻、スペルト小夢に分けた。 倫更に通常小宴t.e四分してゐる。衣に

]ohn percivalの分類法としては

1. Triticum aegilopoides， Bol 
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(a) T. "monococcum 

2. Triticum dicoccoides， Korn 

( b.) T. dicoccum， 

(c) T. orientale， qerc 

( d ) T. durum， Desf 

(e) T. polonioum， L 

(f) T. turgidum， L 

( g ) T. pylamidale， Mihi 

(h) T，" vulgare， Hors 

(i ) T. Conpactum， Host 

( j) T. Sphoerococcum， Mihi 

(k) T. Spelta， I. 

此の如き製問的な分類法に劃して小宴の種類.:a概括的に知る錦には地

理的責際的な分類法がある。

1.澱粉多き小婆

太卒洋沿岸諸園、ロッキー山脈地方-、チ羽一、トルキスタン、

濠洲、印度地方・の小夢。

2.琉粕色又は赤褐色の小婆

北米東部地方、西部北部欧州、印度、議洲、日本の小夢

3. グルーテンや多量に含有する小婆

北米合衆国中央部北部、加奈l吃、東部及南部露西原、ハンカ¥リー

Jレ-7ニア、南部アルゼン チンの小要。

4. Orange Leaf Rust (puccinia rubigo vera or Red Rust) 

に針抗し得る小要。

南部露西盟、地中海、黒海沿岸・、才一ストリアの小~

5. マカロニ一向グルテーン含量多き小穿

南部露西臣、アルゼリア、地中沿岸の小萎C

6. 翠の極めて硬き小~

北米合衆国太平洋岸、日本、書ーキスタン、地中海沿岸、濠訓lの

小夢。

7.他に比し多くの政種率を有する小Nf.

北米合衆国太卒洋岸-、智利、ターキスタンの小要。

8. 硬質小葬

北米合衆国太卒洋岸、濁逸、 東部蕗西亜の小憂。

- 4，2ー
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9. 産出量の稿々一定的の小~

猫逸、南部欧洲の小要。

10.成熟期早き小婆

日本、譲洲、印度の小要。

11.皐魁暑識に能く劃抗する小婆
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東部及南部露西亜、ヵージフ草原、ターキスタン、南部地中海地

方の小要。

12.早魁寒冷に能〈艶抗する小宴

東部蕗西亜の小要。

市して以上の様な分類は種類別すべき基準が梢k複雑でたとい夫が質

際的であっても一般に雛解の蜘が多いので通俗的な分類法の必要が些じ

τくる。

1、秋蒔小婆と春蒔小宴

日本内地に於ける小要は其の大部分が秋蒔小婆て、春蒔小婆は北海遁に;

多少栽培してゐるに過ぎない。 今春蒔秋蒔と云っても雨者聞に判然たる匝

別があるのではなくて、普通は秋蒔であるが気候の寒冷な地方でーは;巌冬

の寒害、零害の被害が甚すごしい錦に習慣上春蒔になったのである。従っ

て其の各が含有する成分等ーを検するも何等重大な匝別や認めるものでは

ない。

2、白小婆と赤小婆

粒色によって二大別したもので印ち白小婆は外観乳白色必宝 し赤小要

は赤褐色を呈して居る。日本内地の小婆の大部分は赤小婆に属してゐる

が近来は白小婆も質}:Il的な品種が多少出現した来た様である c 街白IJ~~

のことを白粒種、赤小要のことを赤粒麗と云ふことがあるが此の場合に

は更に中間程会匝別することがある。白小萎と赤小夢の内容の差異は白

小~に比し赤小婆がグルーテンが多い傾向があるが品質としては白小型F

が勝ってゐる。

3 、lí!l!~'f小~と軟質小婆

粒賀の硬軟に依って分けたもので硬質小選手は質強靭且つグルーテンを

合有することが多いが之1:'反 し軟質小要は質軟弱でグルーテンの含量が

少ない。然し此の分類法は雨者の問に劃然たる区別がない錦紹動的なも

のではない。

4、硝子質小要と粉朕小宴

- 43ー



434 

粒-a一見した場合に硝子質か粉駅か直ぐに分るものであるが戴字的に

見る錦に穀粒横断器で切牢して見なければならない。之ぞ以って数字的

に表したものが硝子寧で-従って硝子率が高ければ硝子質小婆と謂ひ低け

れば粉駅質小婆と云ふ。硝子と粉l吠とは内容物質に依り盤化すてるので主

tして蛋白質の多少により左右する。品種によって硝子質であるか粉駅

質であるかは先天的に決定してゐるのであるが此の性質は紹艶的である

と云ふことには多少の疑いがある。卸ち後天的に幾らか盤化するもので

例へば濠洲、加奈陀等の知き硝子質小婆J量産する所より取り寄せた硝子

質小婆の種子会日本内地で栽培すると幾分粉朕を殺びて来る傾向がある

日本は昔より粉状質小婆の産地て・硝子賀小葬は殆んe.見られなかった。

只長野麟の一部に古来より硝子質小~-æ産したもの‘知くその地方では

之を石小宴と稿して嫌ったものである。所が現今に於ては内地産の小宴

も段々と硝子質に鐙化の傾向をたきりつ‘あるので之は交配育成の結果

内地に適する硝子質小要が出現して来た嬬である。品質より云ふせ置用

上の債値から見ても硝子質小婆が勝ることは言及するまでもない。

5、大粒小婆と小粒小宴

此の分類法も紹劃・的のものではないが質用上は可なりの重要性を持つ

ものである。大、中、小粒の匝別は向眼鑑定による外特別な飾を用ひて

分けることもある。一般に日本の小要は小粒で外国産の小要は大粒であ

.る。製粉歩合は大粒種は非常に高いが小粒種になる程低下する。醤油味

噌の原料としては小粒程適してゐるので縫って日本の小婆が小粒と云ふ

のも他に用途の少なかった小夢では小粒種が護建したものであろう。

6、在来種と交配育成種

育種技術の護謹した最近になって出来た匝別である。育成小~が在来

小婆に優ってゐることは言ふまでもないことである。在来小~é 云って

4 現在残在してゐる種類は何等かの優黒I~~旨持って居ったが矯に自然陶汰

により残ったのであるが育成躍の出現と共に彰ぞひそめて行くであらう

最後に日本内地の小宴を考へて見る。小宴の原産地に就いては諸説が

あるが大体は西部5?細5?の高原地方であらうと云ふ推定になってゐる。，

植物患者の'Aarowsonがパルシユタインのハーモン山に於て先年野生小

Z容を護見してゐる(又メソポタ tヤの卒原は紀元前四千二百四十年代に

有名な小婆の産地であったと云ふ記銭がある。支那に於ても紀元前二千

五百年前に小葬会栽培し蛍時の食用作物として重要な椅子にあったと云
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ふことである。我園に於ける小宴栽培の起原は紳代時代に己に野生して

ゐたと云ふので相官古くより栽培してゐたらしし、。そして今より千三百

年前女武帝の頃には大妻、粟と共に重要作物のーに蚊へられで居たと栴

せらる。而して我国に渡来して来た時代に就ては明らかな記載がないが

おそらく支那より渡来して来たものとされてゐる。現今各地に栽培され

つ‘ある内地小要は殆んさ Triticum sativun vulgare所謂普通小夢と

呼ばれるもので其の外 vulgareとdurumとの交配種なきが想的、でもな

いのが賞用的債値のあるものは無い。街又内地小宴ie地理的貰際的な分

類上より考へれば赤褐色の小妻、輩の極めて硬き小妻、成熟期早き小婆

と云ふことになる。特に成熟期と云ふ馳I二於ては全世界岳連じて日本種

が第一位で此の黙は日本小~の大なる特徴とする所である。 ~に遁俗的

な分類上より考へる時には日本小要は大部分が春日年小妻、赤小妻、硬質

叉は軟質小妻、粉y状小妻、小粒小葬と云ふことになる。

ぐ以上)

商霧羊の成分及其の用途に就て

市申 崎 優

五島弱芋の成分は一種襲った Mannanと言ふものより成ってゐる錦、特

に吾人の注意や要するも のである 6 然し其の成分は研究者に依りて異な

る。故に筆者は最も有名なる人の成績ぞ下tこ列記して幾分の御曇考に供

したいと思ふ。

o. Kellner氏分訴成績 〔現在水百分中〉

Z足分 4.37% 

粗脂肪 0.97% 

組蛋白質 12.50% 

粗 繊 維 3.64% 

可溶無窒素物 78.52.~百

石川情一氏分訴成績 〈霊長*-百分中)

次分 fi.41% 

粗 脂 肪 0.76% 

- 'lfjー
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組蛋由貿 8.69% 

組繊維 2.81% 

可溶型!~窒物 82.339百

雨手干のLJi均を見るに

友 分 4.89% 

粗脂肪 0.87% 

粗蛋由貿 10.63% 

粗繊維 3.23% 

可溶無窒物 80.38妬

倫茄揚芋の乾燥せき'るもの‘組成を記して見るに、大植物園鑑には

水分 91.08% 

蛋白質物 1.00% 

脂油 0.79% 

炭水化物 6.43% 

繊維 0.35% 

次 分 0.35% 

O. Kellner氏に依れば

71< 分 91.76% 

組蛋由貿 1.03% 

粗脂肪 0.03% 

主!~窒素有機物 6.47% 

組繊維 0.35% 

次 分 0.369百

衛生試験揚の報告に依れば

水 分 96.15% 

粗蛋白質 0.01% 

粗 脂 肪

無窒素有機物 .3.10% 

粗繊維 0.26% 

2反 分 0.48% 

長岡熔壌の分折成績令見るを
。:

71< 分 9.18% 

窒 素 0.16% 

燐 酸 0.02% 

-46-
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カ日 里 0.18% 
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である。此の貼から見ると相等肥料的価値はあるものである.而して荒

籾に撃すする飛拐の割合金見るに荒粉に劃・して通常の 2'StJが飛籾になる。

衣に苅趨芋の製品fこる氷茄惑の成分や農科大善良の成績に付いて見るに

水分 9.9% 

粗蛋由貿 3.8% 

粗脂肪

粗繊維

次分

現時窒素有機物

5.26% 

20.90% 

60.14% 

tしである。

蒲弱の生芋に於いては土壌、 芋の年齢栽培法、乾燥の程度等の矯成分

量を異にする潟一定vしなb、。然し此の主成分は Mannanと聴する炭水化

物にして、容易に泳に溶解し糊駅舎否し、アルカリーにあへば直に疑因

する。そして不溶解性となる o

倫靖摘の窒素有機物の中21%は純蛋白質にして、残部は非蛋白質のア

ミド酸類である。倫言へば茄弱製造の場合 Mannanは加水分解を起七て

多数のマンノ ーゼ令生す3るものである。

前 Mannanの消化に闘しては諸ー設備一致せする。或は直接に消化現政ペさ

れるものと言ひ、或は又鴎内で、臨時:を起して分解やして後肢1&されるも
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のと言ってゐる。

然し本邦に於いては加納氏は炭水化物の82%は消化せられると言って

ゐる ω或はこれも叉腸内の醸両手に依るやも知れない。

今其の用途-a略記するに

1、食用(庚東煮、 葛煮、問梨、 I味噌あへ、さしみ等〉に供せられる

もの。

2、凍茄弱とするもの。

3、染色用の補助制とするもの。

4、糊(制!着用、厚板紙用、壁用、織物用、綿花薬用〉 全容に供するも

の。"

5 、~気抗、水袈等の塗料とするもの。

6、天幕其の他布類及紙類の防水用制とするもの。

7、oblateを作る C

8、Celluloid-a作る。

9、模造ゴムの原料。

10、細菌培養基。

11、茄揚板とする。

12、飛粉は肥料の外婦人の洗髪用に供すること。

等である。

本文は茄弱芋の成分に興味-a感じて以来、飴慣を利用して文献ゃ、口

惇に依るものや只列記したに過ぎない。質験の伴ってゐない鼎jに於いて

筆者は甚だ寒心に耐へない。(終り〉

U!tra Violet raysに依る木材識別に就τ

高 本 古ロ 雄

人智の準歩するにつれて人工的のものが多くるり、自然物に近〈なっ

て曇ります。天然絹綿に代るに人工絹続となり、日本の殻締界も、心配

l成を深められて妻ります。又一例は天然藍に代るに人工藍をもってし、

天然樟脳と競宇致し倒ほされゃうとする駅況となって来ました、美しい

真珠は機異珠となり、屈頭に於て此のbt擁判別に一考-a要する様になり

- 48-
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木理崇拝に考えは安値にして、体裁のよいペ ニヤ材に襲り人間は血ま

なことなりて、利谷会めざして集まる故に、不良品を高値に買って不能

利益金得ょうと努めますから。其の呉機判別に失敗するならば大損害を

受ける事が多k あります。此の掲!iに感じ紫外光線に依る木材識別につき

少しく述べよ ヨと思ひます。

此の ultraviolet rays は現今に至る迄で色々な方而に位打jされてゐ

ます。 酵母早上からも動物謬上lこも利用され、叉物体の兵擾判別も出来

る様になりまくたc 1例会取って論 じますれば、民金剛石と援金剛石

とは此の ultraviolet raysに依つての埜光の有無に依り 判断が出来ま

すし、真珠と擬真珠とは埜光の有無によ りて同犠に舵置に 判定の出来と

云ふ事は諸君も御事じの事と考えますが之れが木材に路用される緒とな

りた課です。 木材の化i接的判定に於ては此の他にフラホン反感、水浸

出液の埜光現像等が有りますが、此事は他日 に譲り、表臨にふれて見ま

す。順序致しまして諸君も御承知の事と拝察致しますが、問軍に叫tra

violet l'ays につき述べますれば、屯磁波の中、吾々が光おi!と申す部分

吾被長により分類致しますと衣の知〈分れます。

赤州可鵬!雌タ咋紫吋汁
759A' 3950A' 2950A・ 2000A 1200A' 450N 200A。

紺!外光線は 3950A"- 2000A'であります 3950A"- 2650A"の部

分が、普通に地球に謹せられてゐるもので.2950- 2000A"の波長の短

かいも のに於ては、途中にてI民J['x:されて地上に濯 しないのですF

普通地球..tlこ於て使用するものは、太陽燈と稽する71<銀ランプから得

られる光線の中、可硯光線の殆さ総てを吸J['x:せしめ、 ultraviolet rays 

のみを週過せしめるために 、製せ られたる漉過障必用ひたるもので有り

ます。其れ令蓮過する ultaviolett ra ysは 3790A。一- 3120A。であって

200V.内外で四アンペア位のものぞ使用するのです。新J様なる質験を致

しますのには乾燥材で生材でありますと盛光現依に於ける色が相異して

曇ります。其の乾燥せる 日本材に錯すときは長さ 17Cm I1J 7Cm 長さ

1.5Cm位の板ぞ走り ultra violet raysの櫨地障より 5.6Cmの所に成て

上方よ り ultra violett rays -??憤てて上斜よ り窺ふのでありますが、然

質職に方て可硯光線がありますれば、:ti}光色会見棄て易いので可硯光線

-，49 
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少なくするために暗色に於てやりますと ultraviolet raysで照射しま

す、とき・れでも多くは盛光色を出すもので出ないと云ふのは殆きなく、

中には黄色と紫色の様なる色調も有ります。ウルシ(Anacardiaceae 

Rhus Vernicifeia.)及び外口材のメルパウ。イピール (Intsia byug2.， 

0， Kurtze)ペルナンプゴ。黒恨の類がし寸、れもピロード様に感じて見

えます。 同じ盛光線を出してゐましても其の色の濃厚なるものあり、

叉可なる明るく見へるものあり 色も少しく濃く叉光揮のなきもの等一

々樹種によりて異なってゐますc

Sample と致しまして心材部令取るのでありますが時としては心材の

少なきものがあります、か‘るものは其の法材会使用してやるのですが

此の様な事も一類守識別する事が出来ますの例えはヤチダモ(Oleaceae 

Fraxinus mandshurica) トネリコ (Fraxinius Bungean司;'DC， ver 

pubinesvis) シラシリ (Fraxinus Sieboldiana.)の医別がつきます

前三者の中の盛光現像に於ける色調は、三者共頬似の蔵色に少しく青味

.a加えた様なる色で、トネリコ材は明に盛光令認め得るに反し、シタジ

及びヤチダモは僅かに認めるか認め得ないので匝別が出来ます。 シテ

ジとトネリコ材は比較的此の法によりて容易く判別が出来る様になりま

lt.こ。

決にシテジ。トネリコ。クヤキ。ハリギリ等も。時に類似材の知くな

って其の匝別に困難や感じる様ですが、上の中にてもナヤキは少しく様

子を異にする。紫色に近き盛光色でありますから、他の判別が易〈ハリ

ギリ (Kalopanxricinifolius， Miq.)は淡き青味がかったもので色は可

なり強〈埜光を護します。 董科 (Leguminasiaり

は可成り良〈盛光守護するものがあります。 唐木中特に黒檀は上記し

たる如く u1traviolett rays下では赤黒きピロード色に見えるものて、

是れは他に見ることの出来ない奇現像で‘、メルパウ。 カユプン等も黄

色の盛光争放つ。 現来ウノレシ (Rhus vernicifera， D C)ニセアカシ

ヤ (Robiniapseudacacia， L)材は黄色会出すに比し前者は赤色で黄色

会出すと云ふ事は、而白いものである。 外国材に於ては青一一紫色の

盛光の多いのは日本材と同様で・すが、比較的日本材より外材が u1travi・

olet raysに依る木材識別の出来る種類が多い様で有ります。以下別感

せば。

ピンカドー (Xylia dolal1ifarmi， Beutto) 

イビール (lntsia byuga， O. kurtze) 

- 50ー
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黄色光洋あり



プリタン (Mezzcthia sp) 

デンジュー (Anisophtera Sp) 

イピール (Lntsia byuga， 0， Kurtze) 

薄青紫色

紫色
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ムークン (Ensider-Oxylonof Wageri， T et B.) 黒薄黄色なり

パピ ー (Dyera Sp) 

マンカ.ンノロ (Shorea Sp) 機白藤色なり

( JI) ultra violet raysに依る木材水浸出液の盛光現象。

水と飽屑令入れたる浸出波0.2ー0.3%.a取り 10倍の蒸溜水(常温に於

て蒸護したる水であってま象め水のみを uetraviolett rays をもって調べ

て埜光のなきもの〉に浸し何歩れのものも霊夜放置して其の上澄液令試

験管に取り u1tra violett raysの櫨過陣より 6-7Cmの所に置き 、其所

より紫外光線令首て、これを騎まり見ますと、上越したろ青ー紫迄の埜

光令護ずるものが多数に出て来るのです。

此の現像に アルカリ 会加えると、其の現像の程度や呈すとか、或は

HG 令加えると、減遁するものや消失するものや、雨波の何れをカ11へて

な艶化なきものが有りますJ 是等も識別上の重要事項であります。

アルカリとしては、アンモニヤ液をもちひ.てやれば盛光の程度ぞ増し叉

色調の鐙化を起す種類ぞあけれれば衣の如くであります。

サハク'ノレ t (Pteroca ryarhoifolia， S. et Z) 

テノテレカンノ¥(Betula japonica， Sieb. var. Tauschii， Winkl.) 

イチヒガシ (Quercus gilva， BL.) 

タプ (Machilus ヌhunbergii，S. et Z.) 

イスノキ (Distylium sacemosum， S et Z.) 

ヱンジ.:>..， ;bへデ。イチノキ (Aesculu5turbinata， BL.) 

トネリコぐFraximu Bungeana， DCo varo pubinevis， wg.) 

コシヨカンパ。クヤキ。パドック。フ)レナムプコ"。ナラ (narra)

紫檀。黒檀の類ランボク B。テンヂー。花梨。紅木紫檀。マンガノ

ロ。チーク等あり、 Hc1の加用によりて初めて盛光色調を表はすも

のは、タプ。トチ 0 ・T ドックス。 青黒檀で有る。 識別に役立つものは

例へば、モ i (Abiesfiirma， S. et Z・)ツガ (Tsuga Seiboldii， can) 

の埜光現像の色調が良く似てゐるが、イヌシデは (Carpinus yedoensis， 

Max)同族中の他のシデ類に比して明 らかに盛光ぞ放ちます。 アカシ

デ (Carpinus loxifolor孔 BL)。ホソシ tマシデ (Carpinus minuttis-

serata， Hay)。ク?シデ (Carpinus distegocarpus， S. et Z.)の判
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別が出来、トネリコシテジの材は、同じ浸出液に於て雨者の盛光の著 し

い所よ り判定することが出来るのです。

~l有来此の方法が稜謹し識別する材料の数も増加し其の他楽品の混入す

る事により現在よ りも猫一層階買になって、くるならば吾々素人会して

幕開家でなくては識別する事の出来ないものでも 、容易に して(経質に識

別する司王が出来る様になり 、悪き木材尚‘も其のZ与をひそめてく る司 ;:~ f言

歩るものであります。

(1932年12月13日完〉

悪性雑草『葛Jを利用せば

松本住男

「農業は雑草との戦ひである」とは誰かの言を借りたのであるが、質際

我々が百姓をやってゐると雑草と言ふ奴が本賞に憎らしくて仕様がない

7ごが叉我々は雑草と親類仲にある作物によって生かされてゐるの7ごから

世の中の矛盾はこ‘にもけ出されて、うたお若き私の身ゃなやます原因

の一つである。けれきも鍋~輔じて踊を錯すと 言ふ苦手は古来僧はりた る

金言であり、叉その真理なる事を認めぬわけには行かない。

私は毎年夏の休眠に蹄郷すると何時も雑草との職闘場裡に投出される

のであるが、いつになっても憎くてたまらぬのは、 あの葛である。彼iま

仲々元気旺盛にして、四、五年位太った、杉の木位い何の雑作もなくま

き上って診の尖端をいやと言ふ程しめつけて、街彼は飴力会その周園に

まで及ばさんとカんでゐるのすごから、例へ動機は不純であるとしても、

愛林家の怨みの的となるのは克もな事であるに建ひなb、't:らから、叉私

はまたまらなく彼が憎い。彼のためには、 7こいぶんなやまされ、ヱネル

ギ -~111~暗に取られてゐる。岩~も液かす炎熱のf呉、蜂群とた、かひ乍

らも山林の下刈りに出掛けねばならぬのは、 7こいてい葛が集るからであ

る。且又樹木が太って他の雑草は生ぜなくなって後までも、葛と言ふ奴

?とけは執念深〈生え出て、伸びる木々の邪魔令するすごから怨みはますま

ナ高まるのみである。

こんなに葛は衆人の、少くとも私の憎みの的となる奴なのであるが、
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これが又一雨には棄てるべからさ'る重要l視すべ司き植物なる事に一考を要

するであらう。

御容の遁り葛は萱科にj面する植物である。今その植物穆上の形態省;令

簡軍に記すると衣の知くである。卸ち翠の長さ.2-3尺に蓮する事も ある

纏説草木にして、葉は大にして三角の小葉より成り、 塞 と共に褐色の毛

茸に富む。葉腕lこ 5 - 6寸の穂会なして蝶形花をつける。花後扇たき爽~

結び疎毛~持っておる。 ありふれた雑草であるから之を知らぬ人はない

fらう と思ふから、 葛それ自身の説明はこれ位で止して、之が重要視す

べき植物である との読と もなる利用方・聞を弐に記載する事とする。

先づ第一あけるべき事は家音飼料としての利用である。

従来これは家畜の飼料として一般農家には野生のものや刈 り来りて

利用してゐるのが、その利用値値は甚7ご大なるものである。卸ち家畜は

甚しく之~好んで食し、且これを給奥せる家畜はよく肥り、外観美しく

なる。故に之会販貰せば、その利益大なるは疑ふ齢地なし。(こ の事は

事質の説明するところでめる〉

かくの如く野生の葛でさへ、家畜の飼料として甚ナご有利なるものであ

るが、之令若し牧草として栽培する時は如何であるかと言ふに、之亦甚

f好都合なる4条件金具備する事が多いのである。

印ち(1) このものは根輩にする繁殖が容易であるi

御事知の通り葛は蔓の節の部分より根を生じ、それによりて新なる林を

生守る事は宛も華の繁殖のそれの如く蓮かにして容易に行はれるのであ
る。

(2) 植付後の生育は悪性雑草なる名にそむか-r甚充良好である。

(3) 土質の彰響令受くる事少く、知何なる土質にも適す。

(4) 永年生にしT家畜の探聞に遁ふも之が結えると言ふが如き事少し ー

(5) J['，(穫量の累bIこ就て考ふるに、このものは甚古霊育旺盛であるが故

に、早春蓮効肥料を施せば現在野生せるものよりも街ー暦早くJ&穫令篤

し得るであらうし、且その後も趨蛍に肥培する時には一年に2-3回のJ['，(

穫は容易であらうと忠ふ。

(6) 栽培に多くの聾力を要しない。何故なれは永年草であるカ、ら他の

飼料作物の知〈 毎年植付けに要する鋒カは不要である。且野生の駅伝見

るに栽培中特別に管理を要するとも ，思はれ歩、た J放任し漉宜窒素肥料

や補給すれば、 J['，(穫は相嘗多〈且永年翻きはせぬすごらうか。

(7) 成分は蛋白質に富むものである。
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以上の如く有利なる動を多々そなへてゐるのであるが、!SI...そのー聞に

不利なる貼もある。郎ち葛を栽培して居て、 之{r他日、他の作物と輪作

せんとする時は永年性にして狼長〈、ために之が絶滅のためには、甚し

く捺力必要すると忠はれる。又この蕃殖には援会用ふるのであるからし

て、事直付の時にも多くの強力践用令要しはせぬかと思ふのである。

然し之ぞ締結的に見るに、例へ植付・等に多くの当事力を要するとするも

lKn前笛の牧場にして悲し永年飼料}'Ij作物会植付け得さ'るが知き土地に之

ぞ植付くの時は甚ナご経瀦的の飼料として債値がありはせぬかと思ふので

ある。

知之事質上高古家畜の11番好に適し、その結果が良好なりと云ふ貼ぞ考

へて見ると、これぞ帥*;1月?とし栽培して、甚't:有利な植物ではないかと

，忠ふ。

第二にあけた葛の利用は澱粉製造である。

葛の根は太くて紛i制限会な し、 その大なるは直径7寸、 長ささ2聞に謹

するものありて、内に多量の搬紛令合嘉するが故に、初冬の候、これ令

捕りとりて設粉を製するのである。

これが製法を簡軍に話すと先歩掘り取りたる根令洗ひ、之を日等にて

砕きて*IU粉し、それに水をかけてよくもむと乳白色の汁液ぞ得る。 これ

を櫨し櫨壊を半日位都世する。澱粉は柿底に沈下する金以て、その上澄

を除きJ.k{ri主加して強く撹奔し静置する事Fiijの知くす。かくして一日位.

i将位し澱明会充分沈澱せしめ上援を去り 、乾燥箱に入れて陽乾す。かく

して出来上りたるも のは巴11ち葛披粉である。

これが製造の際の副産物である粕は繊維仁富みて糸瓜朕令呈するぞ以

て日に乾かし糸瓜に代へて逗所に則ひ、叉火の持続性強i者会以て炭固に

比えて燃料に供せ らる。

その他誌の利用には種々あるも 、こゐでは以上主なる二利用や紹介す

るに留める事とする e 2591. 11. 26 
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武士還の象徴たる山棲

島 津止才夫

山樫は我園の棲の内で最も普通にある物である、之は元来山に生えて

居Tこから 、名づけられたのであるが、現今では特別の種類とされて居る

山棲を大きく別けて、白山健と紅山棋とに匝別する。白山懐は白い花で

時には淡紅色の事もあるが、山中に生えて非常に大*となる、若葉の色

は様々で、最も美しいのは亦芽で、森の中iiあって遠方から見ると真紅

に見え、丁度花の様にある、叉之には、俗に黄芽と云って、若芽が多少

薄黄色を知:ぴたり、叉茶芽と云って、飛ん1:'茶目振り守護揮して、茶色

~帯びる34 もある、然し之等の、若芽の色が分類と大切な物で之に依り

て白山懐は色A別けられて居る。

紅山樫は白山樫と艶照する物で、之は名の如く、花の色が赤くて非常

に美しし、、若葉の色は、白山懐程には襲化はないけれ共、 茶色、ゃ赤味

を帯びて居る物もある、大木に成って技が高〈立ち、白山棋と木振りが

異って居るが之は一寸何庭が鎧って居ると明言しにくいものである。

山樫は幹が高〈伸びて、太い枝が上の;れこ僚がり出て、若葉が春にな

ると花より美し〈先に出来て甚7ご優美である、人間の出歯の人を、山棋

なんて云うのは之から来たのナごらう、獄に赤芽の種類の物は、赤色の間

に、純白な花が着いて、非常に美しい物である 、!lJ躍中之の赤芽の物が

蓋し随-'t:らう。

白山棲は数多の天然襲騒があって、山中に自生して居る物が、種々に

盛ってゐる、 11住若葉の色が異ふばかり でなく、花の色も純白の物から薄

紅色の物に至る迄種々に登り、又花の大きさ、排の7肢も、互いに異匂が

ある、吉野の一目千本ぞ見た者は必l'、移ナごしい白山樫を見て‘一本一

本皆異って居る様に見える事は誰も肯定する事が出来る事1:らう。

紅山躍は主に東北地方-の山中に多いとの事1:'が、此の樫は、花の色の

濃淡、花の着カ-等が色々著し〈異るので之で分類され色k別けられて居

る、最も特徴は、砲や~:が粘ると云ふ事7ご、著るしく。紅山樫の有名な

鹿は、日光中蹄寺附近の森林の中でー黙々自生して居るのは、 何とも云lま

れない美長であると云ふ、虹山樫は白山懐の様に有名でないのは主に飴

りに偏都な庭のみに自生して居た震であらう、然し、徳川家光は 紅山
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棲を愛し、遠くより之を江戸域内に持ち来り、常lこ鑑賞して居たと云ふ

山槌に限ぎらす3楼は、5!ttし、様で弱u、木である、昔から一寸折ればー尺

枯れると云ったのも、 H位、。棲の花令折らせない錦ばかりでなく弱い木で

ある事や充方物語って居る物である。

我閣の武士道の象徴とする山健在愛せぬ者は、 日本人としてあるまい

棲の日本、 富士山の日本として世界に唱えられる腿花である、槌の中で

最も 山棲は性質上愛すべ念物である。今極寒を前に枯木の知~山棲lま来

春に備える錦、 着 準々備して居ると思えば山楼ぞ見た私しは瞬間躍動を

禁じない、 LlJ挫の利用にも色身あり又棲花の種々に就いても又折あらば

述べるとして、私は躍を愛する、読者諸兄が、山懐;a.大いに可愛がって

下さる様御願ひして筆冶止める。(以上) 1 9 3 1.l 2.1 3. 

星羊(石川早生種)栽培法

{手 東 淳

本幌北部海岸・地方に於ける調査に依る。

緒 言

里芋にも種k あって就中早生種に於て他の中生l血生種に比して集約的

に農家J&益上著き差異を見るものである。

元来里芋は木邦に於てその栽培起掠ぞ見るに、最も古き時代で約二千

数百年前、それよりこの方幾多の栽培法、品種改良の鐙蓮を見て今日に

至った。叉栽培反別甘藷にさ欠ぎ、昭和四年の統計にて一億五千高町歩と

なってるる。これより嵐ひ知るに、 如何に本邦疏菜中重要な地位令占め

てゐるかがわかる。市jして農家自主演上より考ふ ると、早生麗は晩春まで

には大方海定のJ&縫合終へて市場に於け るも最高値な時期に姿を現すか

ら、普通種に比して多分の絞擁上lこ援助舎なすものと考へられる。

栽培法

最初J種芋であるが、これは品種固有の特徴ぞ現 して)[5るべきも のであ
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ること。最初栽培す7る年は出来るなら附近若しくは隣村なきに栽培して

ゐる所があれば、そこから種芋ぞ諜揮して品種特有なもの会採集する方

が良い。遠方・の問屋から取容せる揚合は往々間違ひを生 じないとも限ら

ぬから、信用ある問屋令撲ぶべきである。 郎ちこの石川早生種の種芋と

しては普通に言ふ小芋で・丸きもの程良好である o

苛くして種芋令探べ1ま通常里芋栽培に共通なる暖き気候と土質は砂土

の温高な地程護育が良い。昨年は降雨程度遁度の矯め、大盤:成績が良か

ったと報告してゐるから幾分かは趨度な降雨が必要である。

新議な気候士買の地に反首種芋量五十貰内外で栽植の準備会する。

石川種は極く 早生種で富高町、 伊形村海岸地方では三月上旬早くも政

穫すると言ふことである。

先づ温床金作り一般成績栽培の如〈温熱材料を踏込み、温度の高低一

定したとき床土を入れる。気候の闘係に依り早<.1援くなる地方に於ては

早〈準備会する事前記の地方-では一月上旬之を行ふと聞いてゐる。"Mlの

種芋令取り出し床土三寸乃至四寸の深さに入れ。其の上に種芋を燭れる

か燭れない程度に芋や上向にして並べ、其の上に一寸位土を覆ふ。 この

覆土は種芋が見えない程度にする ことが必要である。

其の後の管理としては時々乾燥を防<'ために漉水告する。 約三乃至三

週間を過ぐる頃、芽が趨首の大さに伸長する。芽が出初めてから日光に

嘗て・外気に馴らす事が必要である。

定植

本葉がー乃至二枚出た時期金見測って回揚に定植告する。定植は畦植

二尺五寸から三尺。株間~七寸からー尺として、この石川早生種は他の

ものに比して早〈採取するものであるから、出来るすごけ定植する事が大

切である。又早く採JsCすることは牧益金容ける上lこも必要であり 、な る

べく集約的に定植するの令可とする。

肥料として堆肥は出来るすごけ多く用ふるZドで、普通反富二百貰を標準

としての他大豆粕十五貰過石十貰、木次二十貰、人糞尿二百貰で;唯肥、

木次は普通栽培の如く元肥として用ひ、人糞尿は補肥として用ふる方可

なり、又有機質の!肥料は醗酵さした終に施用するの令必要とする。

採 取

三月上旬に至れば小指大の小芋を生今る。最初採J[tするものはこの程

度のものが商品債値;最上で、時期が過ぐるに従って弐第にそのJ[t穫する
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芋の太さも;増すのである約二週間程会主連て採l肱するときは五乃至六回の

探J&で普通栽培に準十る。

この法は手にてなすもので、芋が小指大となったとき探 1)掘りと言っ

て根元の土ぞ鑑き採J&するものであるから、 最初の探j肢は一貫匁の芋令

採るには五六時間。!x.それ以上を充分に要する。

最初のJ&量は反醤五貰内外で良作のときはそれ以上の牧穫を見る事が

ある。

採牧は降雨の後最も良好で、乾燥時は採1&後直に濯71<をするの争必要

とし、里芋は乾燥に曾へば草葉の繁茂争中止するのみなら争萎縮する怖

れがあるから、親芋に元気i'付け、乾燥会防ぐために漉水会なすことに

留意すべきである。

この栽培法は軟化栽培とは異 り、一定時期醗熱物舎利用する温床の中

で栽培しその後通常の栽培法に移るものである。

依てこの石川早生種は早春霜害の鎖的、日南地方特に海岸地方1二は遁L

た読菜であらうと思ふ。此の石川早生の栽培は富高町財光寺附近の農家

の調査で、この地方は二月下旬より霜の影さへ見ないので、一昨年頃よ

り栽培に着手し相首の質右足令見てゐる模様である。猫前年の十二月頃よ

り温床芽出会行ひー居早期栽培令研究してゐると聞いてゐる。

附記

出荷の揚合は祭器は出来るにけ美しい新らしい箱で時期に感じてその

大さ令1曾すこと、猶子三は良〈鱗j十を除き選別i'三等級位に分けること。

以上の二項は出荷する人にと って記憶して差支ない事と思ふ。

本年度の京阪地方に於けるfi1j記地jJ・より出荷した芋の値格は最初三月

上旬のものでー貰匁首二十園以上であり時期が遅れると相賞下落するが

他方-生産量の増加の結果三回目位のJ&穫までは相官利益はあると 言って

ゐる。以上。
1931. 12. 1 
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縞物の部
第一 回 動 植 物 特 別

講 義 成 績 晶 展 覧 曾

昭和六年七月八日、動植物特別講義聴講生の成結品の展開曾会行った

植物事聴講生は各自の成粒品の外、各組より一定の題下に共同出品した

その出品物令組別に記すと衣の通りである。

f日高隆 夫

第一組{手芸雪次号
〔本阿 弘

成績品展開曾に於て、第一組の出品は街路樹及竹の生標本で今之等に

付ての設明は省暮して只植物名の記載に rl-:む。

(A) 街路 樹 J 部

科名

草科

同

同

間

紫 巌科

殻斗科

同

同

安息香科

胡桃李|

山毛棒科

漆樹科

松杉科

岡

棟科

公孫樹手;1

金総梅科

木犀科

街路樹並に竹の種類

億物畢特別講義

(ー)

名

キ

物

/ 

植

ムネ

サ
ユ/ー:Lウ 、v 

ニセアカシヤ

トゲナ シア カ シヤ

カタルパ「ス、ペシオーサー

コ

キ

ノ、

フ

"v' 

、
レ'

ナ

J、よア

カ

f

ギ
J

ア

アメリカトネリコ
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キ

フ

ウ

ツ

ハクウンポク

"v' 

タ.

Jレ

Jレ

ア

ヌ

ヌ

ユノ

ク

? 

ク

セ

イ

フ

ヌ

イ
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械樹 科 ネグンド bへデ

蓄積科 サ ク フ

綜柑科 L、-〆 よ:z. ロ

篠懸木科 フ;7タヌス

木闘科 ニヱ. ノ キ

樟 科- ク ス ノ キ

楊胡i科 ヤ ナ ギ

同 *' 7' フ

(B) 1t ノ 部

ヒウカ.ハンチ ク

Phyl10stachys bambusoides Siebl et zucc forma Tanaka， 

Makino 

オカ メザサ

Phyllostachys Kumasasa， Munvo 

ク マザサ

Sasa alba marginata， Makino et Shibata 

才ウワウチク

Bambusa nana Roxa var utypica，makino. 

ハチク

Phyllost孔chyspuberula， Munvo 

ホウヨイチク

Bambusa nana Roxa var nornalis Makino 

タ。 4サンチク

Bambusa Vulgaris Wenal var stricta Gambl 

ヤダク

Sasa ]aponica Sieb et zucc Makino 

?タ.ク

Phyllost旦chysbambusoides，Sieb，et zucc 

メタ.タ

Arundinaria Simoni， A. et C. Riviere 

jJンザンチ ク

Arundinaria Hindsii Munro 

わ カクタ.タ

Chinuenobambusa guaclrangularis， Makino 

A
H
V
 

P
D
 



句E

キンメイヂク

Phyllostachys bambusoides Seib etzucc v乱rCastillonis， 

Makino 

ウンモンチク

Phyllostachys Pul】erula，Munro var Boryana. 

ナ明ヒラタク

Arundinaria bastuasa， Makino 

マウサウチク

Phyllostachys edulis A.et. C. Riviere 

クロチ ク

Phyllostachys nigra， Munro 

ホテイチク
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Phyl10stachys baml】usoidaSieb et zucc， var Aurena， Makino 

(ニ) 水生植物=就テ

f炊 江 勇
)加藤宮司雄

植物畢特別講義 第二組 j菊池泰夫

〔紳崎 優

本年度の動植物皐特別誹義第一展因究曾に於て、第二組は、水生植物

の探集標本金出品した。而し、新鮮なものとして採集し得られるものは

努めて是を採集 し標本壕の下部に砂金入れて水を満したものに植ゑて成

るべく、自然、 1状態会保7こしめた。

而し、水生植物と言っても、 その分布炭〈 、種類も多〈、採集が容易

でないので、完全に採集して、同好の暴徒に曇考に供することが出来な

かったのぞ甚だ遁懐lこ思ふ、此の馳御諒恕会乞ふ。

害k の出品した水生植物標本は、:9(に記載した通りである。

植物科名 植物名 採集地

ア プラナ科

ヒツジク'サ科

キンギヨモ李|

コナギ科

ワ サ ピ

.1、 ス

カ ワ オ、 ヰ、

ジュンサイ

キンギヨモ

t ツ.アフヒ

- 61一 司

高 原村

住吉村宮崎市

糸島郡築上郡

宮崎市住吉村

宮崎市椿 村

住 吉村築上郡

住吉村

ー . . 
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コ ナ ギ 築上郡

ホテイサウ 宮崎市住吉 村

糸 島 郡

ウキクサ科 ウ キ ク サ ;守|崎市住吉村

アテウキクサ 宮崎市住吉村

ヒ ン 〉ノ 司云 築 上 郡

カラスピシヤク科 ン‘' ヨ ウ フ 成瀬村下1・l崎市

ハマスグ科 J、 ヰ 住吉村棺 村

フ .rt 住 吉 村 町 l崎市

築上郡

カンガ「レヰ 住吉村築上君[¥

クワホン科 ウ キ カ' ヤ 住吉村

ムワオレク'サ 康雄貴村

"'7 コ モ 肢瀬村糸烏郡

トチヵヵ"i: l;2J・ トチカゾ t 糸島胡Irt?/. i積.村
住吉村

ス プ タ 築上郡

ヤナギスプタ 築上郡

ク ロ 司壬 柱吉村

セキシヤウモ 宮崎市

ミズ、オオ、パコ 糸島郡宮崎市

住吉村築上郡

才モダカ科 才 モダ カ 住吉村

ク ワ ヰ 住吉村糸島郡

ア ギ ナ ，;" 築上郡

サジオモタ'カ 糸島郡住吉村

宮崎市持 キT
へラオモダカ 糸島郡住吉村

宮崎市

イバラモ科 イ J、-フ 司云 築上郡

ホ ツ ス 弓壬 tr崎市

ヒルムシ ロ科 ヒ Jレムシロ 住吉村宵崎市

コノfノヒ Jレムシロ 宮崎市

糸島郡
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ヱ ピ ヱL 住吉村

ヒロノ、ノコこヒ.弓云 宮崎市

ヤ ナ ギ 弓壬 宮崎市住吉村

ア .マ 毛 築上郡

イ モ 築上郡

ク リ f~ E ク 自' 崎市築上郡

カ べF 科 カ. 可F 住吉村康瀬村

タヌキモ科 コタヌキモ 築上郡住吉村

アカ パ ナ 事 | ヒ L‘;，- 住吉村築上郡

ヒ ヌ ヒ. シ 住吉村康瀬村

褐色藻類 可F コ ン プ "fp 販

ホンダワラ 青島村住吉村

何レモ海議

4 ソ 弓5と リ 青島村

ヨ Iノ モ 糸島郡海街

ウ t ウチワ 糸島郡海苦言

ヒ ユノ キ 青島村海・滋

締色藻類 ア テ ノ 住吉村 宮崎市

系 島郡

E Jレ 糸 烏 郡 海 潰

ア フ サ 青島村海演

紅色藻 類 アサクサノリ 市 販

トサカノリ 市 販

ア ン ク サ 糸島郡海演

フ / 糸島 郡 海 損

ヅ ノ .... タ 青島村海演

ヒ フ ク サ 糸島 崎 海 濁

以上ニ於ナル水産植物ノ探集地名ノ所属u顎ハ弐ノ週1]デアル@

糸島郡 号 稲岡勝糸島郡

築上郡 3 福岡螺築上郡

宮崎市号宮崎~器宮崎郡宮崎市

穂 村吾宮崎腕宮崎郡棺村

住吉村:ー宮崎鯨宵崎郡住吉村

康瀬村吾宮崎勝宮崎郡底部、村
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青島村 号 宮崎照宮崎郡青島村

高原村 号 宮崎螺西諸一瞬郡高原付

昭和六年十二月十二日

以上 文責者加藤富司雄

(三)園謹草花

t牧之 内 誠 二

植物畢特別講義第三組〈三村光彦

t前田 義徳

吾々は庭園等に於て色々な国主5草花類を極普通に見るのですが、然し

その草花の名栴は余りにも一般の人に知られてゐないと思ふ。吾々第三

組が草花類を僅少であったが出品した所似は、以上述べた触黒Iiぞ少しで

も補ふといふ事にあった。展官舎は七月四日であったから 、出品した草

花類は、皆夏秋の頃に開花するものに限られて居たのである。 今常日出

品したもの‘名隅を列記して毒考に供したい。

出品の方法としては、標本1曇に71<."e入れそれに生花して枯死を防いで

出品した。花の展覧であるからー異彩金呈した事は釘論である。

Cor叩 ositae きく科

ヤクツレマギク Centaurea Cyanus，L. 

7 ンジウギク Tagetes erecta，L. 

ヒャクニチソウ Zinnia elegans，L. 
ヒ?ハリ Helianthus unnuus，L. 

ノコ ギ リサウ Achillea sibirica，L. 

ハル シヤギク Cichorium tinctata，Nutt. 

テンヂクオfタン Dahlia Variabilis， Desf， 

カナ ターアキ ノキリンサ ウ Solidago Canadensis，L・

Cannace討 すごんきく科

タ・ンドク Cannaindica， L. 

var. Orientalis， Hoak.fie. 

Scrophuloriaceae ごまのは ぐさ科

キンギヨサ ウ Antirrhium majas，L. 

Caryophyllaceae せきちく科

セキチク Dianthus chinensis，L. 

アメリカナデシコ Dianthus barbatus，L. 
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カーネーシヨン

Iridaceae 

ス

制

-
フ
町

才

時

ジ

k

-
フ
泊

グ

U
M

アヂサヰ

Amaryllidaceae 

タ?スタ.tノ

Diliaceae 

ギノf ウ シ

スヂギパウシ

Amarantaceae 

タ イ ト ウ
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Dianthas Caryophyllus，L. 

あやめ科

Gladiolus ganda vensis， Houtt. 

ゆきのした科

Hydrangea Hortesis，DC. 

fa rma， Otaksa， l¥1axim. 

すゐせん事|

Amary1lis Belladonna，L. 

ゆ り科

Hosta japanica， Aschers.et Grael. 

var. C.oerulea， Makino. 

Hosta Coerulea， Tatt. 

fa!'ma， alaomarginata， Maxim. 

ひゅ Fヰ
Celosia Cristata，L. 

Dabiatae はくか科

サ Jレピヤ Sal via officinalis， L. 

Solanaceae なすび科

ヅクノfネアサヵ・ホ Petunia Violacea， Lindl. 

一 文責は記者にあり。前田義徳 一

(四〉 農場の雑草

{村上悦 -'1台
I南 村 一 主E

縞物翠特別講義 第四組{三宅金雄
l森元政 審.
1元 島 好.生

詰ー兄も御承知の通り、去る7月8月に動植物特別講義の車生が主催で動

植物の標本、スナツチ、 其の他動植物に閥係のあるもの、展覧舎と動物

質験室で行ひました。

植物の方の荘、共の組では、農揚の雑草と云ふ題の下に皐材の農揚及び

周園の土堤から雑草と思はれる植物を採集して出品しました、衣に其の

名前会記します、釘論採集漏会した植物があるに建ひありません、この

駐は探〈諸兄の御寛袈を乞ふ次第でありますe

関科

ナ 65ー
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たんt副委、よめな、ぢしばり、あさ'み、あれぢのぎく、ひめむか

しよもぎ、たびらこ、 lまはこぐさ 、ちちこぐさ、よもぎ。

あかね科

やえむぐら、へくそかT'ら。

おはほこ科

おほfiこ

ごまのはぐさ科

さき'ごけ、うりくさ、こごめくさ。

しんけい科

ほとけのぎ、さらんさう、うつ除くさの

せり 科

ちごめくさ、のちきめ。

まつよいぐさ科

っきみさう。

すみれ科

すみれ、たもつほすみれ。

にしきさう科

にしきさう、えのきぐさ、こ みかんさ う、ひめみかんさう。

かたiまみ科

かたばみ。

ふうろさう科

tf'んのしようこ。

まめ科

すす3めのえんをヴ、みやこぐさ、やはするさう。

ばら科

へびのいちご、つもぐり。

なたね科

なす3な、〈んlまいなす3な、いねがらし。

きん除うけ科

きつねのtきたん。

せきちく科

はこべ、つめくさ〈たかのつめ)

すべりひゆ科

すべりひゅ。
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つるな科

さくらさう。

たで科

いぬfこで-、 みぞそば、すいば、ぎしぎし、とけそば、、(ま・この

しりねぐひ)

きくナごみFヰ
きくすごみ。

ゆり科

のびる、 つるほ-。

らん科

ねじばな。

つゆくさ科

つゆくさ。

かやつりぐさ科

かやつりぐさ、あぜかやつり、あ'l>すけ、なるこすけ、てんつき

あせてんっき、いとてんっき、あをてんっき、はますけ:.， (こぶ

し)

くわほん科

すす3めのてっゅう、にはほこ り、をひじわ、えのころぐさ、めひ

じわ、すがめのひぇ、かにつりくさ。

と〈さ科

すぎな。

記)生女子烏(元

秋
考
古
俊

富形
並
因
由
局

宮崎附涯の菌類

尾
村
織
問

fa
1J
Il
t
 

同
且

d
x
a
q
 

五第植物特別講議

(玉)

信
秀

第五組の出品としては宮崎附近の菌類令主として下北を中心として採

集した。今出品物中種名決定したものは衣の遁り であった。

1、コフ寺サ Jレノコシカタ

2、シラウテタナ

3、才ニイク'チ

生、ムヨサキシメヂ
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5、，、，、キタケ

6、カノヅノタタ

7、シヒタナ

8、キクヨナ

9、ヒイロタク

10、ウチハタク

11、キヅネノチヤプクロ

12、ツチク'リ

13、チヤダイゴク
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『生物の蕎命と死』

Duratian of 1ife and Death of organisms 

市I 回 義徳

生物lま築養、生殖、成ー長、運動、自治等の諸作用を行って、その個体

の生寄金維持して居るが、生物の大多数のものは普通其の生喜朗間に一

定の制限がある。之や生物の需命 Durationof 1ifeと言ふ。 例へば象

は200年、 J馬は40年、犬は30年、小鳥は18-19年、毘晶の大多数のもの

は約1年位のものであるe カグロウの如く成品になると其の薄命僅に数

時間のものすらある。高物の霊長と意張って居る吾々 人類も卒均50年て

以下の薄命を保つに過ぎない、如何に長生きしても 100迄と思って間建

はないのである。新〈動物の薄命は- i様でなく、 長きは象の知く 200年

問、短きはカグロウ小成品の獄時間賞に千差高別である 3 植物の需命も

之と同様であって、その帯命の長きは Dracaena Dracoの9000年、短

きは一般植物に見る一年内外迄貫に雲泥の相違である。もっとも 6000年

の齢-i?保つ木では、その材部の中央は死んで居るのではあるが唯軍に60

00年も立って居る事?とけで感心である。

今主なる生物の薄命を基幹u.て見ると弐の様である。

動 物

象 200年 鷲 100年

獅子 60 賠 100 

路舵 60 才一ム 100 

腿馬 50 鶴 90 

騎 40 鳩 50 

牛 30 孔雀 24 

犬 30 カナリヤ 20 

11t 25 ヒノfリ 18 

豹 25 鶏 10 

狼 20 

鹿 20 鰐 100 

!原 20 蛇 7 
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猿 18 蛙 40 

狐 15 鰻 60 

学 15 金魚 40 

イタチ 10 ずりカ.ニ 20 

兎 10 蜜蜂女王 15 

ネズミ ー 6 蜘牛 9 

リス 6 ミ、スー 10 

植 物

Dracaena Draca 6000年

Adansonia digitata 5000 

Taxodium Mexicanum 4000 

イ チ ヰ 3000 

ク 2000 

弓E E 1200 

ス ギ 1000 

'v ヅ 600 

弓と z ヂ 500 

サクラ 300 

新如く生物が生れてから死ぬる起の問卸ち蕎命には一定の限度がある

が、安に永遠の寄.命を保っと考へ得らゐ・例外なものもある a彼の水溜

りの中に生活して居て、肉眼では見る事が出来ないが、搬微鏡下によく

認められる堕細胞のアメーパー・グウリムシ等がそれである。彼等原生

動物に於ては其0)蕃殖の様式が分裂によるから{司:体が二分して二娘体と

なり、叉此の二娘体の各々が二分して更に二娘体令作るのであって、決

して其の母:体は生命金失ったと云ふのではなく、二個体に分れたので-、

親はなくなったとしても原形質に死守来したのではない。新くて彼等は

地球創立、生物量生の初期に生れた原形質そのまま現代に至る迄分裂増

殖し、身体のさの部分も亡びるJj~なく )1寺来も地球の有らん限り繕観する

のである。此の黒iiよりして原生動物には死なる現象は全〈起ら歩、薄命

は永遠であると考へられるのである。然し之等も何回も何回も分裂して

居るのみでは生を全くする事が出来ないのであり、外界の候件が悪くな

っても死の現象を起すのであるから、薄命は一定して居ら予とも無限大

ではないのである。が然し一般に之~;の薄命は永遠であるとしてよいf

らう。然し大抵の生物は生れて後は生長し老妻して、終には自然に死を
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建けるのである。 最後に一寸断って置くべき事は、知何に生物が死んすご

からとて締てそれがその生物の薄命でない事である。生物がi当然死によ

りたる時は死した時までがその生物の薄命であるが、不自然死例へば疾

病、災害等により死した揚合は之は釘論生物の欝命会決する最終耕では

ないのである。何故な らば、薄命なる語は自然死の本に冠された語どか

らである。

死 Death

生物が一定の蕎命に到すると死なる現象ぞ起す。

生物体は原形質の働によって諸種の生活作用金なすが、原形質が其の

働i'失ふと生活作用金管まない様になる。此の場合ぞ死と言ふ。

死は生物の必する売るべからさ'る現象であって、 若し初代の生物以来綿て

のものが生存して、死なる現象が起らないとすれば、例へ生:穿競宇によ

って不適者が艶れでも、迭には住所と食物とに不足伝来し麗底は滅亡す

るであらうから、種属保存の目的を以て、 各個体は死により後織者に揚

所と食物や諮るのである。此の死守分けて自然死、不自然死となす。

自然死 Natural Death 

自然的にその薄命令終る事を自然死と言ふ、郎ち天寄令全うして死ぬ

る事である。更に詳言するならば新陳代謝 Metabolismに於ける同化作

用 Assimilationと異化作用 Dissimilationがー一致せ歩、生活作用により

て泊賞された体質令補充する事を得予 して、全身の勢力が衰へ、 諸器官

の作用が減退し、組j織が萎縮し、生活作用金行ひ得予して停止し、再び

回復しない所の現象令言ふのである。併し自然界に於ては到底自然死は

望まれないのである。疾病により或は其他の諸災害によりて不自然死令

なす事が非常に多い 3

不自然死 unnaturaI Death 

不自然死は前にも一寸述べた;様に疾病、災害等の突然の 出来事の錦に

生活作用令永遠に停止した現象を言ふのである。多くの生物は数限りな

い病気により 、或は人錦的の加害、又は鳥獣昆虫の害、更に 風雨の如き

自然現象に より不自然死令招くものである。 ザウリムシは箪帝JIl胞生物

で、御承知の通り 非常に小さく其の体一長合粍位に過~'ないものである。

所が面白い司王には、此のー1!.Cが順調に分裂増殖令する時は 5年間に3450

代を経るが、 それによって生れるずウ リムシ の全容官iは地球の容積の

10の100乗になると云ふ事である。 僅か一匹のずウ リムシでさへ斯〈

の如し、まして地球上の全生物が然りとするならば、此の地球上には吾
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々の足揚もないに違ひない 3 之を調節して呉れるのが此の不自然死で

あると思へば、不自然死も ïjJ\質に有期h、ものと 言lまねばならなしイO-~

以上で自然死との大体や述べたが、此の死なる現象にも前の欝命の揚

合の知〈例外がある。I!lPち諒命の事ぞ諭す・る場合例にヨI~、たアどーパ

ー・ずウリムシ等に於ては、永遠の蒋命必保つ事になって居たからして

死なる(自然死)現象は釘論ないはす3である。こう考へると下等動物に

は死なる現象はない故、吾々高等動物は寅けて居る様な気もするのであ

るが、然し高等生物古ってその死は柴養細胞の死であり、生殖細胞には

死なる現象がないと考へてよいのであるから、一先づ安心して居るべし

と思ふ。 弐にもう一歩進んで-、然らば築養細胞の死は何に基くか、と

言ふ事ii"研究して此の稿会終りたいと思ふ。

柴聾細胞の死は概ね老衰の結果であるが、必守しもそれのみでない設

撮には、例へば誌の雄は交尾後直に死ぬが体内にはまだ柴養分が残って

居る事て説明が出来る。然らば何に基くか、それに就ての多くの墜者の

設を拳tj'て見様。

νープ氏は卵の中にはその『劃冨に間有な物質ぞ含んでゐて、それが絶

え十分解しつ・あるから、分解の度が進めば考衰して死ぬと言って居る

此の設によると含有される固有される国有物質が認められない限り誼明

は出来ないのであり、そして新る個有なる物質が含有されてゐるか否か

を検するにその客在は疑しいと言はれて居る c'Kassowitz氏は原形質が

石次化し、血管が硬化するからであると言っているが、之も来すご確賢な

説明はなされてゐない。 北に Minot氏は組織が分化し過ぎた結果ナご

と言ひ、 Metschnikoff氏は体内に生じた毒物の堆おによって自家中毒

を唱すから7ごと言ってゐる。この他繊維性物質に脂肪が沈積するからで

あるとか、色素が着くからであるとかいふ色々な説があるが、何れも未

7ご確質ではない。恐らく死なる現象の品1I1秘は、生の面rll秘の判然しないと

同じく *IJらないであらうが、それで構はないのである。唯吾k は生活現

象ぞ始めたのが生であり、停止したのが死であると知れば充分である。

生死の前ll~必さぞ就くは哲撃の誠にして自然科謬の領分ではない。要する

に、生は個体会構成するキ111)1白内に行はれる新陳代謝の現象であり、死は

その新陳代謝の終ったとき及び生殖の目的を議した時に起る現象なので

ある。

最後にキング 1月続 cn({:fll七年)で見fこ動物の詩命ぞ妻考の漏に附し

て置く。前表と多少の差はあるが、大体を知るには便利と思ふ。

ずの
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香料の革命

本 回 "5.L. 

香料の話令する官ijに一寸香りが動、植物の生活上に如何なる闘係があ

るか、之は云ふ迄もない事であるが話の順序として述べる事にする。

一般に吾々が認めて居る知〈、生物本来の最大目的と申すと、強ち自

己保容と子孫繁殖にあるのであって、従て生物の五感の作用も此の二大

目的の窪行にあると云lまねばならぬ、生物が香を護散すると云ふ事貫及

嘆感令所有してゐると云ふ事質は自己保容と子孫繁殖との手段である。

例を揚けるまでもな〈、彼の麗しし、香を有する闘の花が授fi!f後三i三時間位

lこして香会失ふのも又蹄香臨の牝の交尾j聞に至れば生殖器に附属せる霊.

より峻烈なる香気ぞ有する脚香守分泌するのも、 1つは虫類誘引であり

他は牡を誘引する手段である。叉卑近な例として、犬猫が香によりて敵

味方か会匡別し、 l味方可こは馴々しく親しんで居る有様等は常に吾kの眼

にする所である。之等は主に下等な生物に付てて・あったが、人間に於て

は如何と申すと、上述陸、住専の目的建行のため必要であるとは申されな

いが、現在と云へ嘆感、郎香に封ずる感能によりて日常の生活を左右さ

れる司王は甚7三大きなも のである。 例ば食物の香りの好悪te感 じては悪臭

あるもの金調ltふのも、文一定の年齢に、達した者が異性の香に誘惑~感す』

ゐ司王も事置であらう。人間のl興!惑が生殖に大なる閥係のある司王は宇はれ

ぬ事である。今こそ吾々が最もいとふ腕臭も嘗ては異性誘引の武器であ

ったものの建物と申しでもよいと忠ふ。亦他の例として以前巣鴨に監獄

があった時、隔離された男因が、獄合より少しmf~れた尼寺に咲いた一本

の木犀の幽香に情慾をl民って建にはl喧騒を起したと云ふ司王ゃ、叉或監獄

に於て舎内に咲いた一本の丁字の香.al奥て故葬[1聯怨のtMに堪へ粂ねて惑

に破獄したと云ふ例もある。花の香りぞ嘆いては心、自ら浮立ち、或は

線香の香に自ら厳粛な気分になるなさ、香の人間主活に劃するブ'J5ffi ~ 、例

は限りなく揚ける司王が出来よう。之も苔々人聞の何鹿かに忘れ輩さ れぬ

連綿の本能力Z秘んで‘居るのであって、此の本能こそ香料愛好の根観とも

申すべきである。

扱て動、植物 と香りに就ては吾々が常に色々動、植物・~で聞き叉嬰ん

で居るから今日は専ら人聞と香料に附して少し範園令狭める司王にする。

そもそも香料の歴史と云ふものは是迄述べた事に依てもうなづく様に
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香は生物に附随したものでi 郎生物ある所には必らが香りありで維て香

料の歴史は一面人類文化史である。

名香-æ焚き ~lぞ供養した古代印度入の熱情的な香料への憧慢、特に印

度入の豊富な鼻の生活には何れの古代人も及は.なかったとの事である。

此庭に初めて、ガヨン拙が出来、安息香も庚〈使lまれた又蓄積楕も印度

人の特産すごった。 安息香とは ジヤゲ、スマトヨ の海洋島に生守る一種の

香木であり、印度には桁檀、パーチユリ一等香木は至て豊産で叉沈香を

焚ぬ者は庇やこかぬ者程.に少なかった t云ふ。亦ェヂプ トの者は元より

ギリシヤ時代、ローマ時代の香料の就着は殆んさ狂的に近かったと云ふ

特にエヂプトは香の園とまでも云れ、婦人は香水風呂に汰浴した。男でさ

，へ全身に薫り高い香膏-a塗布し、抹香は至る所、遁に燃れ異香あたりに

薫じて知何なる貧乏人も其の享楽守分享 したと。又客人が門に入ると奴

隷が出て来て客人の顕に香膏をj主したと云ふ記事もあり、文部屋は花で

一杯で至る所に花耕がま き散らされたと云ふ。

野に住むアラピヤ入は特有な香料必持て居た。古い文献等には月桂樹

香液樹、甘松香、r:p広甘松香等の而白い闘附が出て居る。特に水仙が最

も珍重され 「ハ・ンはからすごの食物、水仙は魂の食物」と迄で云った。斯

のロー?を焼t91:った暴君ネロの知きは愛人ポツベアの葬式にはアヨピア

でーナ年に産出するよりも、よリ以上多くの香:!'il・-a使用しようと云った

とはさすが暴君ネ ロの豪語であ る。以上の外地方地ノ0'¥こ於ける香料に就

ての面白い古事は夫は夫は揮山ある。

英雄と、もてはやされて居る ナポレオンの如きでも才ーデコロンの大

の愛好者であ り、再度の旗上lこエルパから蹄った時も最速才一デコロン

四 f~程桂文したと云ふ記事も残て居る。之等を史的に考へると 、香料の

最も初の妹集はパ t-)レ高原地カ・て‘あって、首時は宗敬上仰前に輩じ、

叉身体に塗って極めて荷沼市Ij1基!なもの と信ゼ られ、珍重された。そのた

め貿易上から云って も重要な ものと成った。，かくして此の流行は醤時世

界文明の中心なる支那とi安及とにλった。支那では之在職入した。西暦

紀元前二千五百年には主lL護油ぞ採取して香料に用ひ、エヂプトでは千里

も遠しとせ歩馬背に依て之を東洋から輸入したと云ふ。主に常時は揮輩

油の採集lま殆ご東洋の特E主であった。

欧州に於て植物から之を採取して香料・に用ふるi憾に成ったのは之より

十っと濯れて西暦紀元前九百年に至って初めて桃園で初められた。 f7J論
其の頃貿易さ れたのは植物性のものぞ主として而jも桂丁字、自倍、生胞
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其他自然に流出した樹脂類等の個形のものが寅買されたのである。東洋

の香料と云へば官時は雌性の貴重品として取扱れ、 之ie商ふグエニスの

港は欧州、|の寄金支配した程て・あった。 f誌に多〈の投機者は守って東洋に

冒険肱行を企てる様になった事は首然の事である。新て吾k の古iiに聞け

た香料の血・界、香料の取引がm界の通商貿易の護展に大いに貢献した事

は想像以上である。十liW'組の末、ポルトガJレ政府が?ラツカie占領し

たのも-~つはパスコダガ?と云ふ人が遠々と喜望峯を経て印度洋を越え

て?ラヅカを護見した結果であるが、 j主の加出と云ふのは香料の寅康令

見出さんための肱行であった。中にも取り分て史上有名なコロ ムプスの

アメ リカ護見も彼の大西洋航行の大の目的は何んであったか、 1つは香

料島(唯今の南洋)へのill路を殻見しようと乗り出したも のと目さ れて居 ・

る新株に香料に頁ふ所が多いのである。

戎に我園の古事ie見るに矢日長り古くから香料は珍重されていた様であ

るが、最も措であったのは矢張り奈良朝の 文化時代で香櫨の美を競ひ

止木の香会誘った様な事質は恐らく希畿や躍馬の貴肢が日に三回香糖令

施して互に其の香ぞ競った時代に劣らなかったのであらう 。更に王朝の

初め桓正に天皇の頃から香合せの遊びが初まり、王手安胡の殿上人は雄に香

曾ìé H~ した。 J主のため香道なるβ・則が出来る犠に成った。従て茶道ゃ 、

花道ーよりも早く初ったものである。一休蹄師の知きも「香ノ十徳」を讃へ

る等之等の影響でさk第に悶香車If[も髄謹し、他方・には天然都世1自の採取も

進み、棒脳ゃ薄荷ie製したのも此の頃である。かく東西ぞ唱す、香料は人

生の必要品として吾人の生活に伴ひて存在して来た。

新厳に今迄述べ、来った香料は主に天然の図形香料でさk第に之に揮護油

脂ie用ふるに過t/なかったο郎動物否未開人の世界では自然の香りがそ

のまま楽まれて、其の性質目的に従て効用金迭させてゐた。然るに人聞

の枇舎は何時迄も未聞人の耐:曾で-はなく成った。級数的な向上、進歩し

て来た。此の間i証曾は幾多の革命から革命へと遁れ、やがては自然令鐙

形させねば満足の出来ない文化人の批曾と成った。そして1911t紀の化撃

の進歩は迭に我香料界にも其の波動4をもたらし、此鹿に香N-，w.の一大革

命を起する至った。郎、此の天地に充満する自然の異香会人工的なもの

に置きかへさせたのである。そのため天然香料の成分は盛に分折探究さ

れ又一方-に於ては合成化事の進歩により之等天然香料の成分会人工的に

合成する事が出来る様に成つfこ。

一人香り のみでなく苔k 人間の主感の上にも又斯かる革命は起さ れん
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として居る否起きれつつある。動物の世・界或は未開人の世界では臭ひに

引れた異性が、文化社舎では眼に成った、鼻は段々に眼に其の地位令脅

かされ、 .11昆に見る美しさが雨性吸引の刺激になった。一眼見て惚れたと

云ふ事はあるが、一暁ぎ嘆いて惚れたと云ふ話ーは文化枇合では通用さ

れな〈なった。文化人は鼻の利かぬ人聞と成て行くのではなカ、らうか。

従て香の趣味はl奥貨の退化と共に衰へる。趣味の't:らくは必然的に材料

の下落f。而し現在の科壊でも進化の妙技には未't:其の知識の企及し難

いところがあると見えて、成分の数接上に現れたる含有率と全〈同じ串j

に調合しても全然天然と同じもの金作り出す事は困難である。之には今

最一段の革命を期待せねばなるまいc

此の稿は三十六団側舎に於て述ぺしが倫拙文をも顧み十上載する事に

した。 1931. 12. 25 
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生存競争について

T. TAKAZAKI 

生物界に普遍的である「生きんとする」法則に支配せられ生物体は進化

し、或は退化して、現在の掛犠;な森羅高象複雑な生物景翻4を旨皐呈.してゐる。

植物分類

にlはま百高になると言ひ、叉彼の有名な"?}レサス はその人口論 (Thepri-

~ciple of Population)に於いて人口は 1，2，4，8……の様に等比級数で

増加し、これに仲ふ食物は1，2，3，4・・…の様に等差殻数で増加すると言

った。釘論凡てがこの遁りにならないとしても雨者の相艶的関係に於い

て卒衡を欠〈ことは事宜である。これは何等故障のない時のことである

が生物界では卵や種子、或iま幼動描物が岡高;間!>Uま異穣聞に於いての敵

味方の競宇に際して互に被害金受けるとか、又は気候の影響其の他疾病

や寄生の害等のために不自然な死方・~するものが少くない、然しか・ ・る

ことが起っても生物は生れながらで何等故障なしに生命金持続すること

は到底不可能であ り之等複雑な環境会切り抜け趨者が生事の勝利者とな

り、不適者は死滅の敗残者となる。これが郎ち生事競宇であって生物聞

に余儀なく起されるものがあり 生物の生存中運命論的の過程である。

1世の中は非常に進歩し護謹したと言ふがこの我等人類鍵濯の歴史も こ

れ又見方・に依つては生事競宇の産物とも考へられる。

上越の様に生事競宇は生物には運命的のものであり現在も備部けられ

J¥専来も額くであらう し恐らく 生物がこ の宇宙に在在する限り行はれるも

のであらう。而してこ の競宇場裏の強者は毎k その暴力を遣しうし弱者

はこの反動に益k衰弱して死蹴して永久にこのj山上から消え去るであら

う。ヵ、‘る過去の等賞は化石製の誼明して明らかな所である。

試に我々が彼の森般な森の中でも詳細に観察するなら我等はそこ に幾

多の生存競宇ぞ見出すであらう。 卸ち倭生の植物は喬木性のものに虐r}

られ十分な護育も出来9-'唯際問令洩る僅かの光線に余命令保ち、下草の

如きに至つては背白い色令呈し恰かも)Jili病患者の脱がある。 向閉じ木で

も下方の枝は衣第に競宇に貫け哀れにも敗残の兵とな りその身は苔のむ

すま溢となら ざる会得ないっ而して樹木の下は色々の動物の競宇揚裏で

あり優勝劣敗、弱肉強食が行はれ更に叉落葉の下でも見るならばそこに

は昆虫あり 、パクテリヤあり其の他色k の動植物か生息してゐて彼等の
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聞に結えさ'る宇闘が行はれてゐること会見出すであらう。

此の桜に如何なる所、如何なる時でも常に行はれてゐる生存競宇は一

体何故に行はれるか?これ金問軍に言ふことはむづかしい問題であ るが

要するに前述の様に生物の不卒衡より起って来る生きんが矯めの手段で

あって生物の各個体が遁蛍な食物巻得、安全なる住orte選び且つ敵を避

けると言ふ之等の三要素が具体化したものであると言ひ得ると思ふ。あ

の旋漢とした斑俳利加の大陸で百獣の王ライオンが弱者会第して腹を満

すのは食物を得んがためであり、仲間同士で相手ふのは敵を賭して自分

の競号手者金除き安全な揚所会得んがためであり 、彼のえすごしゃくとりの

援態、このはてふの保護色、峰類の警戒色の如きものは敵を避けんがた

めの手段に外ならないο 今日l喧しく叫ばれてゐる湖栄問題にこれは我が

園の生命戦ナごと力癌を入れる所似も之等三要素の問題に外ならないでは

ないか。

此の様な生事競宇もその内終に立ち入り攻究すると自ら衣の三種の別

があると思ふ。以下列記すると

1.同種間に行はれる生存競宇

これは曽遁E物界に見られる現象であり植物の生育してゐる所には常

に行はれ弱者は強者のために十分の護育会なし得なb、。動物では前述の

様にヨイオンの聞に見られる !~~1宇の知きはこれである。つまり生物聞の

各一種聞に行はれる生事への棺闘でdうる。往昔tl:tIま凱廊の棋に飢れ今日、

も明日もと血醒い話ばかり一日として安い眠の出来なかった戦闘時代に

各地に郡雄が割搾し相宇ったが知きはこれに類するものであらう。

2.異種聞に行はれる生穿競予

これは最も普通に見られる宇!ii.jjで腔と兎、やきり木と榎、棒との聞に

於ける競宇であってこ・にも弱肉強食、優勝劣敗が見られるのである。

s.環境上印ち気候風土へ劃・しての生存競宇

これは地球上至る所に見られるであらうが往年北海道の熊が利尻島か

ら本島に渡らうとしたやうなものがこれである。

.衣にこの競宇で面白い二、三の例te述べて見ゃう。

その一つはほていさう (EichcorniaPaniculata)でー名ほていあふひと

稽せ られるものである。これは積子菜類の雨久花科に腐する水草であっ

てその原産地は南米と檎せられるこれは南米アマゾン地方・の沼津地に盛

んに繁茂し設が園には初め観賞植物として栽培賞玩され甚だ珍重さ れた

ものであるが現今では雑草の様に見られる観賞用としては殆んを栽培さ

-79 -



470 

れない、然し手洗鉢等には二株三株浮かべ‘紫青色の薄い花が咲いた様は

捨て難し、趣味のあろものである。 扱てこのほていさう ぞ明治二十五年に

車問綿督府の小西氏が耳目米利加合衆国を遁じて三本を草鱒I二輪入した時

その中の一本は枯死したが後の二本は活着した、日rがこのものが同四十

二年頃には京北附近は制論、~狩北部地方に於ける沼池泥溝等に水流ぞ

坊u.る迄lこ繁殖しそのために主要農作物である稲の栽培令首惑せしめた

と言ふことである。

第二の例としては譲maこ於ける兎である。濠百十Hま御求知の通り南字球

にある英国の三大ド tリオンの一つであるが英国人の植民を初めた賞時

幾顕かの兎を轍λしたn 所がそれが非常な繁殖をして農作物の被害も英

大であって一年の平均被害が約七百高闘と言はれたことがある。

第三の例としては車問に於ける相思樹(AcaciaRichii)に護生した綿吹

介殻虫 (IceryaPurchasi;の被害である。 この笹生も非常に甚7ごしく騎

除弱除等百方手段令識したが益々とその被害は大となるばかりであった

然るにたまたまグエタリヤてんたうむし(Vetaliacardinalis)がこの大敵

虫であることが知られこれぞ濠訓!から轍λ繁殖せしめこれぞ放って脇除

した所が驚くべきことにかくも政庖してゐた介殻虫も全く彰会ひそめて

その臨除に成功したと言ふのは有名な話である。

斯様な質例は動物界のみなら歩我等人類(釘論物ではあるが〉の聞に

於いてもよく見られる現象である、例へば手近い例では北海道のアイヌ

の如きはニれの生きた質例である。西洋でもこの例は多く英国で彼の濠

加lに移住令始めた蛍初ニユジョンドの土人?才リ (Maori)人が言ったと

言ふことである「白人の鼠が我々の鼠令遁ひやったと等しく欧洲の蝿が

地蝿会遁ひやりク 11ー パー (Clover)が羊歯類や誠除した、この様に?才

リは白人の前に亡びるであらう 」と。一一果して岡島は今や英国の属領

地となり この言葉は同烏に於ける動物と植物並びに人類との生存競号車の

葛藤会穿ち得た言葉ではないか。

新犠に優者はその暴威を振ふのであ るがこれは同地方・の環境が彼等に

取って非常に有利であり遁首であり 、且つ叉競字者が少いか或ーはあると

しても彼等よりも微力のものであって彼等が食物令求めるに好都合であ

るから であろ。これと反撃すに敗者は非常にみじめにも哀れなものである

ーが彼等も此のHl'に生金受けた以上何等かこれに劃・して手段必講せねばな

らない、このため前者卸ち優者の攻豊富武器の護謹に艶し防禦の武器或は

これ令避けんがための器官が護謹してゐる、これは首・然の結果ー担って来
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る手段であって我等人/111の枇曾には法律の制裁があり、遁徳なるものが

般客してゐて生命財産が保護され安全に生活し得るのであるが、彼等生

物の聞には何等かゐはる保澄がないから何時如何なる場所でも敵の襲来

毎受けると言ふ不安な環境に生活してゐるのである。如何に食物は豊富

であっても遁賞な住所があらうとも何時知何なる敵から襲4撃されるか分

らないのである。例へば我々が竹鑑の中で喧しい程に噌つてゐる雀の群

でも見ると 一見して彼等は非常に呑気に楽しさうに見えるがじっと見て

ゐると顔ぞ左右前後に廻す、上ぞ向く、下巻向〈、足の位置~鐙へて見

る。顔~かし~j.て考へ込むかと思ふと ツ 4 隣の枝に移る等質に目ま ぐる

しいばかりである。昔支那の杷の園民は~が落ちて来ると 言ひ 日夜遊へ

たと言ふが彼等雀のものは杷変でもなく全く彼等の敵の襲撃に劃する手

段に外ならないのでのる。彼の中部班米利カJI及び北米合衆国に産するス

カンク (Skunk)及びひきがへる、く さがめ、あけはてふの幼虫に於いて

悪臭令出し防禦する逃避器官、雷鳥、えぞいたち、越後兎に見られる毛

の色、ひきがへる、あまがへるに於ける皮脂の色、或は叉さるはむ しの

幼虫の援死、えすごしゃしとりの援態の知きは皆彼等の敵に艶する防禦の

武器℃あって自体保護のためである q 叉地方に於いて彼等の生活模式も

各骨それに遁臆した形式を取 り一般に弱者は赴曾生活、群棲生活の様な

固体的の生活によって強者に劃してゐる。これに就いて面白い例は稀れ

に百頭の群舎なす所の臨麟である。臥麟が獅子に遁 iまれその逃け揚~失
む

った揚合には頭を中央にして園令作 リ後肢の蹄で獅子会蹴る、そして若

し高ー不幸か幸か横腹で も蹴られたら百献の王も気絶して終ふと言ふ、

これは群棲生活に依って初めて鑓し得るものであってこ の時の蹄はつま

り立祇な防禦器官となったのである a

然らばか 治る生事競字は如何なる時に最も行はれるかと言ふ問題が起

って来るがこれは前述の桟ニに植物なら殻芽醤時から、動物なら生産醤時

からと言ふ風に終生行はれるのが原則であるが動物では妹にその生殖]聞

に激烈に行はれる様である。 思ふにこれは今まで自由行動を取ってゐた

ものでもいさ'生殖期となるとータ所に集り所謂生殖慾のために激烈な競

宇・が行はれるのであって彼の一夫多妻で有名な北海のおっとせいがその

生殖1聞に宇ふ聾は数海里の海上まで聞えるといふことである。

次.にこの生事闘字は如何なるorで最も行はれるかと言ふに、最も激烈

に行はれるのは熱帯地方であり、それから南北するに従って漸弐減少し

て行〈崎・向がある様に思ふ。熱帯地方は食物も豊富である代りそこに集
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る生物の個体敷も割合ピ多いために生存競宇が烈しくなるのであり、南

北極に至つては食物となるものもなく殆んき生物の生育に趨しないから

か、る競宇も也り得る理由がない吊し;かも向熱帯地方は年中何時でも生

物は生存を部け揺るが南北に準むに維ひき与の聞の活動が妨けられ所調休

暇又はさら眠の忌むなきに至るであらう、@i1ち生事競争の趨り得るチャン

スが少いことになる。

以上浅製も顧み十生春競宇の知何なるものであるかぞ述べ、た積りであ

りますが何分明日も接迫して女単の訂主も出来十遺憾ながらこれを以っ

て摘筆します。 1931.12. 10記

G削除ilphotometerに就て

浅野茨夫

光紘が植物の環境因子として頗る重要なことは云ふまでもないことで

ある。郎ち光線lま土嬢中の潟気に攻いで大切な外部因子として、植物の

形態構造に影響するところが大きいものである。こ・に云ふ光線とは吾

々の眼lこ感守る範園の放射エネルギーであるが、植物はその部分の放射

ヱネルギーから或線、換言すれば或る波長のものをその葉中の葉縁粒に

とり入れて同化作用を管むのである。然しかやうに利用せられるものは

葉に蛍った光線のうちの極僅かなものであって、 BrownとEsconibeの賢

験によれば、 Polygonum，Tropaeolum， Helianthusなさ?に於て、その同

化作用に用ひられる光線の量は、全光線の僅か0.42乃至1.669百であると

報告せられてゐる。吾々の眼に感するる線よりと長い波長の線を含む多く

の光線は植物体に吸牧せられてこ・で熱のヱネルギーに盛る。かやうに

して葉面に賞る光線の50%位にその水分蒸震に興るものである。その他

の1:9%は再放射に失lまれ、 30%は葉面で反射し或は透過せられるもので

d)る。かやうな理由で植物と光線との闘係を究めることは、そこへ熱の

彰響舎も伶ふから非常に面倒なこと・なる。

植物が受ける光線の影響、刺戟は、その光線の性質、方向、強さ及そ

の繕観時間等によって異なること釘論である。光線の性質は晴天に於て

は各環境匝に於て飴り大した差異がない。然し林地表面に謹する光線等

に於てほ光線がその樹葉令議過したものもあるから多少襲化会受けるこ
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とになる。最-も著し鐙化会受けるのは雲霧によるも のである。一体短波

当 長のものは容易に大気に|虫J&せられるものであるが、これは大気に混気

.. 

を合むときに殊に甚しい。所謂紫外光線は入聞の眼には感じないけれき

も、植物には影響するところが多い。例へばバクテリア等に於ては佐々

その死域会招く程有害であることがあり、一般植物に就いても、この短

波長のものはその護育会さまたけ るものである。之に反して殊に同化作

用に劃して大切な長波長の赤色部光線は短波長のもののやうに容易には

大気に吸牧きれない‘、かやうな閥係で、晴天の光線 e@天のときの光創!

とはその性質令異にしてゐる。 従って高山と低地、或はまた晴天の多い

地方・と曇天の多い地方といふやうな所に於て、その光線の性質の差異上

植物生育が一様でないことが説明せ られるわけである。

光線の方向に閲 しては、若し光線が非常に一方に偏してゐるやう な揚

合ぞ除いて、それ程著しい関係がないことは樹木その他の植物がはぷ放

射献に各方向へ概ね等しい霊育をすることによっても知ることができる

釘論植物によっては主なる光線の方向に罰して非常に敏感なものもある

これによってその形態に彰響し、或はまた葉の位置、運動等に作用する

もののあることは衆知の事質である。

光度の植物に及す彰響は大きい。然しその愛化による彰響は植物の種

類によって差異金生すeること釘論である。なはこの光度に闘する事項は

光線の織部時間と相関聯して植物に影響を奥へるものである。光線の強

さと最も関係の大きいものは同化作用であって、この揚合には僅少の光

度差に於ても同化作用の蒙る最多響は多いら然し同じく光度によっτ影響

-せられる事項である葉緑粒の運動、葉の構造の愛化等の問題は光度の度

化がかなり大きくな らなければ現はれて来ないのである。

光線の繕績時聞は費育、開花、結賢並に植物分布等に闘係あるもので

あるけれεも、これは上述の知く そその強さも共に作用するものである

こと 巻忘れてはならない。

かやうにして光度並に光量の測定は植物の生理生態に闘する研究に嘗

って忽にすることのできないも のであるが、その測定たるゃなかなiJ、簡

躍ではないのである。獄にその測定揚所に附随する困難も多い。光線や

測定する若警戒郎ち測光器或は光度計の理煙、的僚件としては、知何なる揚

所に於て も、四季のうちの任意の 日に於て、又一日中の任意の時に於て

光線の強さ と共に性質も測定し得る ことであるが、今日まで工夫せられ

た測光器にはますごこ の接件令十分満足するものがない。相異なる環境匝
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に於て光広の大体の差異を測定するのに便利でl克く使用せ られてゐる器

械は簡躍な種類の光度計である。その原理とするところは潟呉の感光紙

が感光して県五をする、その鼎盛が光の強さと露出の時間の相乗績に比例

するといふ ところにある。この感光紙をHJひると いふ方法は、光線の化

単に興る部分印ちスペク ト)~ の青紫端のもののみや測定する ことになる

のであるが、多くの揚合スペクトルの他の揚合のものもこれと共に増減

する tいふ仮定のもとに之必用ひてゐるのである。放に森林内の光線令

論十るやうな際には、獄に樹極によっては、この仮定の趨用に多少考慮

を要すること釘論である。

上述のやうな閥係から 、若 し光線 と植物の関係令正l躍に云儒する場合

には、 Aelkel戒はKnuchel'噂のなしたやうに、光線ぞスペクトルに分け

て研究することが必要である o然し一々之をするためには複雑な器械が

必要であって先づ第一に器械の高値なこと衣には観測に時間とか為り面

倒でも ある。なほその上運搬に不便であり縫って野外に於け る観測に利

用するには不都合

であると U、はさ'ゐ

会得ない。かやう

な闘係から生態調

査のための光総研

究には普辺極簡単

な測定器械が用ひ

られてゐるのであ
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卸ち古ij述の感光

寺氏ぞ用ひるものは

何れも簡軍な測定

器械であって、之

にはWiesnerの光

度計 Clementsの

光度計、 Lundego_

rd の測光器等が

あって一般に用ひ

られてゐるが、 ニ

ーに述べんとする
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Graukei1photometerも亦こ のー艇であってEder-Hechtの工夫にな るも

のである。

この光度計は上園に示すやうに外闘は長さ 19.5cm

幅 s.5cmの木製の枠であって、そのうちに長さ 19

cm、幅3cmの所謂grakeilがはめてある。その裏側

から感光)fJ~令姉ー入 し、蝶番によって一部開ける こ

とのできる やうに作られた護金以て、感光紙が

graukeilに密着するやうにおさへる。従って これ

に用ひる感光紙は長さ 16cm、幅約2cmの短加形で

ある。なは上面にはアルミニウム製の蓋があって

測定時以外には光線が graukei1に蛍らないやうに

工夫せられてゐる。

この器械の特徴として傘けるき所は、光度或は

光ii:i:測定が軽使、簡車、可成正晴である上に、一

人の翻測者でも蚊ナ所に於て、同時に、任意の測

定時間や用ひて測定し得ることである。 -

こ のìR~7't器と{以たものに、KisslingのSkalenpho-

tometer といふものがあるが、 Graukeilphotome-

ter は卸ちその改良せられたものと兄ることがで

きる。 Kisslingのものは或る長さすごけ宛短かくな

ってゐる短加形紙片を、その一端会揃へて重ねた

ものを用ひτゐたものであるが EderHechtのは

このかわりこ研謂Graukeil必用ひたものであって

ここによってKisslingのもののよ tも測定時間を

長くすれるとが出来、またその誤差の範園令小さ

〈することができたのである。なほまた他の光度

計、f9iJへば Wiesnerの光度計伝用ひたと慣定すれ

ば、一人の観測者がニタ所に於て同時に測定する

といふやうなことは紹射にできない。それは感光

.紙が光線に感じて、別に定められた標準色に設化

じてゆくの令見てゐて、これと等しい色ぞ呈する

第二悶 までの時間を測るといふ仕Jケで、あって、これを-

Gran¥坦ilpholometer 入で同時に 二ク所或はそれJ~上の揚所で行ふこと
用感光紙T感光セV

， のできないことは明かなことであるつ叉雲片の往
メタ例
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来がはけしい天候の揚合であればとにかく測定に要する時間が非常に短

かし、のであるから、測定時にたまたま雲が太陽の古ijを行すぎたといふや

うなことになれば質際そのところの光度測定の結果としては適賞なもの

とはいひ難い。 その仙一日の光度の経過会測定するといふやうな事に

劃しては、一時間おきと刀、何とか非常に手数舎かけて測定しても、なは

その結果は頗る不十分である。 然るにこの器械に於ては、首iにも述べ

たとほり、測定時間は任意であって相首長時間にわたるも差支がない。

これによって長時間にわ1:る光度鐙化の経過の和、印ちその間の光量の

測定に使用されるのである。 とにかくこの器械によれば陽光並に人工

光線の種k の強さのものに於て任意時間測定することによって容易にそ

の光度、光量会求めることが出来る便利さがあるのである。 またその

軽便なる貼では他の複雑な器械は到底之に及びもつかないのである。

原理は前述の如く光に感じ易い撞に銀紙或はプローム銀紙の感光にあ

るのであるが、光線は例の Graukeil守護過して感光紙に主主するのであ

る。 この Graukeilは如何なるものであるかといふと、これは長さに

沿って、極濃厚から淡簿へ鼠かされた、盤、グリセリン及びゼラチンの

混合物が塗られてある。この墨色が濃厚から淡薄へ肢かされてゐること

令郎ち濃厚な部分が淡薄な墨色の数暦よりなりたってゐると見ることが

出来るから、この盤ー色は淡薄な部分から濃厚な部分へ蹴った模7肢と考へ

得る結果令して Graukeilといふ名硲が奥へられたものである。 この

鼎で kisslingの用ひた紙製 Skalenphotometerの原理と一致してゐる。

従ってこの光度計も亦一種の Skalenphotometerである。 一般に Sh・ A 

alenphotometer は Wiesner等の用ひた標準色法に比べて、礁に植物研

究上の路用に於て、一進歩舎なしたものといふことができる。 原理は

印ち商iJに述べ‘たやうに連鎖測定ができるといふことである。 なほこの

Graukeilの下面には Cmの目盛会施したセルローズ板が張ってある。こ

の目盛はなほ 2mmまで読み得るやうに制l分せられてゐる。

衣にこの Graukei1を用ひる光度測定の原理や掲けてみゃう。 郎ち

これはある物質にl虫J&せられる光線は、投射する光線の強さ正その物質

の厚さとに閥係して盤化するといふ慣定のもとに立ってゐるものである

この法測は卸ち Rambretによって栴へられどものである。

今左固に於て JoI主任意の特質中から Ox面に投射する光線の強さ、

Jx会最初の卒面 Oxから距離x;a.謹過した光線の強さ、 Jx+dx会こ

れより或る任意の小距離 dx;a.透過した光線の強さとすればdx聞に吸!&
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せられた光線は

Jx-Jx= -dJx=孔Jxdx

となる。 こ‘に r;{.は光線の通過し

た物質に就いての恒教である。

上式より

dJx= -Jxdxr;{. 

なほこれを積分する Cとによって

dJx (、

寸王一=一!州

I2Jx - r;{.x+C 

x=oとすれば

I2Jo = C 

I2Jx = -0仁X + I2Jo 

e ----L~ づτ =ー μ

」L = t-x
10 

之は BriggのLogarithmによラて"modulus をM (ー0.43429)を用

ひれば

= 10 - Mr;{.x ' 

JX = Jo 10・-Mr;{.x 

こ・で JOIま初め投射した光線の強さ、 Jxは或物質を透過した光線の

強きで、 x(ま光節の蓬過物質の厚さに首ること前掲の3mりである。

上式~、衣に、光線が Graukeil を透過した揚合にあてはめてみゃう

但しこの揚合Joは投射した光線の、又Jrは Graukeilの先端より mt:

け距ったところぞ透過した光線の強さ、 Xはkeilの厚さ、。をのkeil:角

度とする。

.. 

る記就令以て表す。
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。Jo Jo 
-一 一 一一ー一 一ー- Jx - Jo10-Mo(.mO 

Jo = Jx 10 MJ...mO 

なfJkeilの恒敏にはその物質と keil尖端の角度とに関係するとので、

k =ぴであるから

Jo Jx 10 Mkm 

上式に於てKは各keilに針し質験的に定められ、 mは測定に詰って感

光紙に感光する限界、換言すれば目指潟せられる mm倣で現れる放である

Jx はこ の揚合、感光紙の感光によって間接に表さる、ものであるから、

感光紙の感光度が関係することになる。 郎ち感光紙の感光は、こ の揚

合、先づ光量Eに比例する。 e，ま郎ち光度 c時間 tとの相乗箭であ

るσ これになほ上記の感光度に関係するものであってこれ令感光紙垣

敏P と稀する。

これを以て上式より迭に下式を導くことができる

e P. 10 Mkm 

P. 10 Mkm 

これが卸ち Graukeilphometerによ る光度測定の原型!である。

今この器械令用ひて光度を測定する揚合には先づ Graukeil.:a濯操し

なければならない。 普通販賞してゐるこの器械には Graukeilが二種

為って各その恒数ぞ異にしてゐる s 印ち k= O. 30484のものと、

. k = 0.40137 のものとのこつである。光度の弱いもの、光量の少い

もの令測定する場合には前者令、光広の強いもの、光量の多いものや測

定するには後者金選操することになる。 然し多くの揚合に前者があれ

ば事は足りるのである。 自11ちこの keilに於ては直射陽光のもとに 30秒

にして目盛の一線が脆寓せられ、長い露出のためには一日間の露出にも

間に合ふのである。

この kは簡軍に云へば kei:lに於ける盤色の、車位長さに劃する鐙化の

剖合であって、 卸ち切不透翻明度飢ぬ川手拘0暗叩柳ogari炉例凶叫ari州 叫r礼出出仙it川tl

Ro唱gar札it山hmu凶sでで.あつて、 m司ar此凶ti同l!の Polarバisatio叩ns叩ph凶otωome計te釘rの助4令伝カか、り

て測定するものでで.ある。

弐には測定用の感光紙に就いて考慮舎はらはなければなら五位，0_ 一盛

貨のものは長さ 16cm、幅 2cmで Graukeilpho帆 5町清感、光紙、名づ

けて居 i)、包装の表面にはその感光度が明記しである。これは Bunsen

の主主化鎚標感光紙のfE光広令 1とし、これと比較して、その感光紙の感

- 83-
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光度の係数が、例へは 1: 1.2とし、ふやうに表しである。

かやうな感光紙;を用ひればその測定結果は Bunsen- Roscoeの望位で

表すことができる。

然し測定が若し軍なる比較のためであるならば、感光紙の'1I'i数を知る

必要はないのであって、 全〈同じ感光紙会用ひれば差支ない。

恒童文不明の感光紙に恒整えを簡便に測定するには、標準色法の光度計で

測定せられた、或は修正~らわた光線のもとに、或る正確に測定せられ

た時間1::け graukeilpnotometerの露出を行ひ、その謄寓せられた mm

磁を読めば、下式によって、その感光紙恒数ぞ得ることになる。

P一一一L一一 10km

こ sにp，ま求めんとする感光紙恒数、 l は光度 iーと露出時間 t との相

乗杭kは Keilの恒数 mlま除寝せられた mm数である。

以上でこの器械に附随する種々の恒敏に就いての記述は終ったのであ

る。 これにはなほ計算金簡輩ならしめるために、一つの表が附属 して

ゐて、一層その宜用個値令高めてゐる。

この表には!控寓の mm線毎lこ、郎ち 2.4.6・・…・ 160まで、 夫 々に肱

十る関係的光量;と Bunsen-Roscoeの輩位による絶劉光量;とが掲けられ

てゐる6

衣にこれが質地使用法ぞ例示してみやう。 先づ感光紙令姉入しなけ

ればならないが、これは測定の目的如何によって'恒政既知のもの或は未

知のものぞ使用することは、上記の通りである。 この慎数のわかった

ものも保存法によっては多少艶化金来すことがないとはb、はれないから

注意する必要がある。 保存の揚合には特に光線と苦言気に艶して十分保

護せられるやうにしなければならない。感光紙はなるべく暗室に於て、

野外等でこれが不可能の場合には光線の漏れない黒布の袋中で枠内に持

入して光線の蛍らないやうにしなければならないこと釘論である。従っ

てその時には光度計表面のアルミ ニウム製の蓋は閑ぢられてゐるわけで

ある。

かやうに準備したもの令測定せんとする箇所に於て、護を除i予感光せ

しめる 0 ・露出時聞は上越の如〈任意であるけれをも、その時聞は正確

に計らなければならない。 或る時間の間蕗出せられた後、表面の蓋ぞ

再び押入して、感光紙にあとから光線の作用しないやうにする。 かや

うにして露出令終ったのち感光紙やとり出し、普通寝具に用ひるフイ Jレ

ターのやうな淡黄色透明叡のもとに於て、謄お'せられた mmおilを説むの
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である。 此際競みとるのは謄寓せられた限界の最後の明瞭な線である

今 A、B二個の器械や以て、二つの異った揚所に於て、各一分間の露

出によって、 Aは14mm、Bは22mmの締まで読むことが出来たとして

二つの場所の光度を比較してみやう。 但しこの揚合使用した K仰の

恒車交は共に k = 0.30必4 とする。

表によって 14mmに劃する閥係的光量は1.32、22mmに劃するものは

2.32となる。 而もこの揚合露出の時間が等しいから、露出時開会考慮

におく必要なく、そのま‘ 2.32: 1.32 = 1.76 として、 Bi'以て測定

した筒所の光度は、 Ai'以てした箇所の光度より 1.76倍強いといふ結果

となる n

さえに或る揚所に於て、 k= 0.30484なる keH と感光度1.2の感光紙

を用ひ 8時間露出して 128mmのj捲篤ぞ読み得たとして、その光量及び

卒均光度を求めてみやう。

128mmに劃する Bunsen・Roscoe軍位の紹艶光量は表により 4308

であるが、これは標準感光紙の揚合であるから、これを感光度 1.2に換

算することによって、 4308: 1.2 = 3590となる。 これ治、ら卒均光度

を求めるには、上の結果4回答出時間の秒数で由jることによって求められ

る。 郎ち 3590 : 2880 = 1.246である。

なほまた異なった数ナ所に於て、等しい恒敏の Keil、等しい感光度の

感光紙令用ひて、異った露出時聞によって測定せられた結果金比較せん

とするやうな揚合には、各上例のやうにして卒均光度や求め、これ当事の

卒均光度ぞ比較すればよいのである。

最後に、この器械による測定の結果に艶する誤差の範園は宜職の結果

最大卒均誤差士 10.61%、普通卒均誤差士9%となってゐる。

- 00ー
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乙島の植物

遠藤 茂

前 田義徳

481 

乙島は宮崎蟻の東海岸、門川の前方に浮ぶ周園 1500米突のー小島てー

ある。門川から却で15分位で島に謹する。門川に面する側は海岸は砂礁

で・ハマ才モト、ハマゴウ、コウパウムギ、等が盛んに生ひ茂ってゐるが

他の側は岩石で tヤリンパ4が特に多い。山上はシヒノキが非常に多く

~ i tヅパ l'等がこれに混生してゐる。

aル

此島の海岸には管林署で作った植物園がある。 I汀暗に岡島の植物が植

込まれ一々名稽が附してある。此島に上陸するとこの植物園の左の道令

上に上って行〈のであるが遁も仲k よく整えられその沿道の植物には矢

~島附 1ι 尽各局

-01-
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張名ぞ附せられてゐる。真直に上に上ると一つの休憩研があるがここで

見る景色は叉格別で千代が演は直ぐ目の下である。 岩上にはシヤリン

パイガ多い。 奇景、龍宮窺は丁度島を竿周した所で、道から直ぐ下 り

た所である。奇巌の問から見る大平洋の都議は誠に美しく天下の奇勝で

ある。この道の行詰った所は少しく高くて右目下の海上に竹島会眺め得

る。骨島は非常に低い島である。殆んで全島が竹であるとか松て聞いて

はゐたがなるはさ遠方からでもそれらしく見える o. ~ 

筆者等が間島;e踏査したのは昭和六年十月二十二日で大部の草木類は

枯死してゐて詳細な二とは絢査出来なかったが筆者等の目iこ燭たも のほ

凡てノートした。偽筆者等の目に燭れなかったもの℃も向島に植物園lこ

立札のある植物名は一緒に記した。 是等の植物の目録は弐の通りである

11佐一回の調査であるから更に今後の精細は調査によっ.て補正完控ぞ期し

たいと思ふ。 . 
乙島の植物目録

Compositae き 〈 事1.

ヅハプキ、ハマニガナ、コオニタピラコ、アキノキリンサウ、センダン

ク'サ、ノヂ.ギク、アキノノグシ、ウスペニニガナ、アレチノギク、

ハマク'ルマ、ヌマダイコシ、ヂシパリ、カハヨヨモギ、ハ?アグz、

リウノウギク、タピラコ、ヵ・ン クピサウ、ウラギク

Vel erianceae 

テトコへシ

Rubiaceae 

クチナシ

Aca n thaceae 

キツネノマゴ

Solanaceae 

をみ なへし科

あかね科

きつねのまと科

なす科

ノ、タ':JJヰミ、ツマキ、 ヒヨドリジヤウゴ、 4ガホ、ツ.キ

Labiatae 

タヅナ tサウ

Verbenaceae 

ハマコ、.ウ

Convol vulaceae 

ハマヒルガホ

しんけい科

くま つ ごら科

ひ るがほ 科
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Oleaceae もくせい rl
アサカe 夕、ネヅ fモチ

lVIyrsinaceae やぶかう じ科

ヅルカウジ、ヤプカウ ジ

Araliaceae うこぎ科

カク νtノ¥ ヤツ .T

Theaceae つばき科

ヤ?ヅノfキ、サカキ、ツノfキ

Vitaceae 

ノプタ事ウ

Staphyleaceae 

ゴンズ了ヰ

Euphorbiaceae 

ユグリハ

Leguminosae 

ぶナごう科

みつばうつぎ科

たかとうすごb、科

まめ手|

483 

ノサ、グ、クズ、川 マエン ドウ、ヤプハギ、コメ ヅプウマコ"ヤシ、

コマツナギ、ハマナ タマメ

Rosaceae いは ら 科

ヤマずクラ、パクチノキ、シヤリンパイ、パライチゴ

Pittosporaceae 

トペラ ノキ

Crassulaceae 

とベーら科

べんけいさう科

""1')レ~\ノマンネンせウ

B orraginaceae むらさき 科

チシヤノキ

Popuveraceae け し 科

キナ?ン
L 

Lauraceae 〈 す 科

ヤプニツヲ・4

Lardizabalaceae あ け び科

トキノ、アタピ、アケピ

Ranunculaceae 

センニンサウ

Amaranthaceae 

うまのあしがた科

ひゆ科
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ヰノコッ・チ

Polygonaceae たで科

イタドリ、ツノレソ~~、テカヒジキ

Urticaceae し、らくさ科

ヤマソ、ハドノキ

Moraceae 〈 は 科

イヌピハ

Ulmaceae れ 事|

ヱノキ

Symplocaceae はひのき科a

t iヅツLf

Chloranthaceae ちゃらん科

センリヤウ

Elaeagnaceae み 科

ヅJレク.i 

Fagaceae ~~ な 科

シヒ

Aquifoliaceae もちのき科

モチノキ

Orchidaceae ら ん 科

ナギラン、シュンラン、イウコクラン
A 

Zingiberaceae しょうが科

アラノクマタタラン

aL

・h
-

m
モ

白

才
山

T

m

vd

、
E

V--

，，

P
L
 

a

a

 

m

山

A

-

L
 

ひがんばなFヰ

ゆ り科

ヤプヨン、サ Jレトl}-1ノ ~7 、クサスギカヅヨ、コオニユリ

Araceae てんなんせう科

ムサシアプ t、ゥヨシ?サウ

Palmae 

ピロウ

Cyperaceae t;、やつりぐさ科

ヒゲスグ、ヒカグスグ、ハマスグ、コウパウムギ

しゅろ科

Gramineae くわほん科
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サ、クサ、メヒタハ、コプナク.サ、ス、キ、チカヨシノマ、チカ・ャ、

骨 Pinaceae ま つ 科

クロマツ

Gleicheniaceae う ら じ ろ 科 .

ウラジロ

Polypodiaceae う ら 惜 し 科

ホシタ・、チリメンシ夕、へラヨン夕、才ニヤプソテツ、 T メツe夕、

ヒトツ，f、 ミヤマシケシタ・、 タ?シタ・、 アマグサシ夕、

ハマホヨシノプ
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乙島海岸に於て採集せる貝類

早
，..唱
メじ 人崎

1931年11月22日乙自に採集にわき海岸で貝を採集したc衣にこれぞ報

告しておく。

斧足類

原靭帯目

~.、ねがし、科

さつまあかがし、 Paratapes amabilis Phil 

かき科

か き

(jたて がい科

なでしこがし、

いがい 科

むらさき がし、

完靭帯日

はま ぐり科

あさり

ひめあさり

さつまあさり

腹足類

櫛願目

う の あし科

うのあし

ひめこぎら

あおがい

ばてるら科・

よめがかさ

まつばがい

あ わ び科

とこ~ごし

Ostrea (Crassostrea) gigas Thunberg 

Chlamys irregularis Sowerby 

Mutilus edulis L. 

Paphia (Ruditapes) phi1ippiarum Adams 

& Reeve 

P. variegata Sowerby 

Antigona lamellaris Schumacher 

L
 

E
 

司

r

k

I

e

h

 

.
m
b
A

に

a

n

・u

d

M

L

 

P

L

T

i

 

は

・1

E

1

d

 

u

n

 

a

n

 

--‘

n
u
ρ
-
w
 

k

g
江

O

V

J

戸

口

P

剖

ρ-w t
 

a

-

Pム

P

A

Pム

Clelana toreumo Reeve 

C. Nigrolineata Reeve 

Haliotis japonica Reeve 

!J....ワ H. diversicolor Reeve 
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叉ヮ 臼 funebis Reeve 

tぎていら科

うす3いち 6んじ Trochus rata Dunker 

いしすごたみ Monodonta labis L. 

く眼力~It、 Tegula (Chloros toma) argyrostoma 

lasilirata Pilsbry・
こしすごかがんがら T. rustica Yme1in 

3 ざゑ科

ρ
iv
 

V
 

O且
W

O
L
 

R
 

n
 

O
L
 -n

 
l
 

u
 

Z
4
 

0
3
 u

 
n
 

o
 

C
 

Q
「・

科

科

き

科

科

科

い

い

い

い

ゆ

ら

〉

い

、
が

い

が

が

が

る

陪

し

ー

が

い

1

う

f

?

が

〉

ま

き

に

一

は

り

が

こ

ヵ

ペ

み

寸

な

ま

が

F
く

ーコ
っ

す

ヵ

み

ヵ

は

と

な

4

み

ば

1

べ

む

た

い

え

い

ざさ♂ゑ Tllrbo (Batilllls) curnutus Solandes 

Turbo (Lunella) cornatus coreensis 1ミ巴cluz

Siliguaria cumingi Moerch 

Erosaria capulserpentis Linn. 

Fusinlls perplexus A. Adams (Fusus) 

Siphona~ia cassidariaeformis Reeve 

LatruncuJus japonicus S。、verby

後僻目

きくのはながし、科a

きく のはながし、 Sippつnaria sirius pilsbry. 

以上 1931. Decembro. 1. 
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八戸附廷の樋物

j室 藤 蔑

前田義徳

日控紋日向長井騨より約 2 里字本川に添ふて-'~れば有名な紅襟石の~

地入声に謹する。自動車で行けば延岡町より生O分、日向長井諜よ り15分

八戸の少し手前の八戸深瀬部落まで行くこ とが出来る。こお から八回に

行くには今迄遇った遁会員直に謹むのである が、別にこ泊から右に少し
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行き二三軒ある民家の庭先会遇って山越令すれば非常に近い。

八戸部落のλ口に氏紳の品r[1枇があるが紅渓石あるのはこの神話士境内令

横切ってその左側を上って行くのである η 筆者等は本年十一月二十三

日紅漠石や調査する機曾があったので此の制l枇より虹漠石の露出してゐ

る谷迄の沿道の植物をも併・せ調査した。釘論往路2時間、蹄路30分の聞

の短時間の調査であるから調査漏れも随分あることゐ思ふけれきもそれ

は他日補正すること益なし、訟には躍に後幸目的に其の目録Je掲けて置き

たいと忠ふ。

八戸附近植物目録

Compositae i苦 く科

カウヤボーキ、ヌマダイコン、 "'('7ず t、キン fグヒキ、ヵ.ンクピ

サウ、ィッ・ハ、コ、アキノキリンサウ、キツカウハク"'('、リウノウ

ギ夕、ヨメナ

Rubiaceae あかね科

ヘクソカグヨ、アリドォ、シ、カギカツ'フ

Verbenaceae くまつ「ら科

ムラサキシキプ、ハ?クサギ

Myrsinaceae やふ'かうじ事|

ヅJレカウジ、ヤプカウジ

Araliaceae う こ ぎ 科

タヨノキ、ヤツデ

Theaceae つばき科

ヒサカキ、ツノfキ、サゾンクヲ

Euphorbiaceae たかとうすごb、科

ユプリハ、アカメガシハ、ノウルシ

Leguminosae まめ科

ハギ、クサフヂ、ネムノキ

Rosaceae 

へピイチゴ

Lauraceae 

いばら科

く す 科

イヌク'ス、クスノキ

Lardizabalaceae あげび科

ミツノfアクピ

.市 町 99ー
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RanUl1culaceae うゑのあしがた科

アキカラマヅ

P.olygonacea巴 すこ でー 科

イタドリ

Urticaceae 毒事 蹴 科

ヤナギ、イチコ了、ヤマソ、アカソ

Moraceae く . ，ま M 
ホソパーイヌピノ、

Ulmac巴ae れ 科

クヤキ

Elaeognaceae み 科-
ヅJレグ t、ナハシロク.i 

Fagaceae ぷ な 科

アラカ.シ、ウヨジロヵ・シ、クヌギ、クリ、シヒ

Aquifoliaceae もちのき科

タラェフ

Zingiberaceae じ ゃう が科

ノ、ナメウ jl

Liliaceae ゆ り *.:j. 

ヤプヨン

Coriariceae ごくうつぎ科

ドクウツキ

Umbellifera巴 さんけい手l
ヤマニンジン

Violaceae すみれ科

タチツポス tレ

Ericaceae しゃくなけ科

ヤマツ、ジ、アセピ、 tツノfッ、夕、ナカ.ノfノヤマッ、ジ

Ebenaceae か き 事:j

0
・M

a
 

p-》p
l』a
 

キ

州
、，
Z
4

J

・1I
 

p
・
2
u
 c

 

すひかづら科

タニウツギ

Rutaceae へ んるうすご科

サンセウ
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Gentianaceae 

センフ.リ

Gramineae 

り ん t:う科

くわほん科

サ、クサ、ス、キ 、 トダシノf。

Gelidiaceae てんぐさ手ヰ

トリノアシ

Pinaceae ま つ 科

スギ、クロ?ツ、アカマツ、ヒ J.キ。

Taxaceae いちゐ科

カヤ

Gleicheniaceae うら じろ科

ウラジロ、コシタ.

Polypodiaceae うら伝し科

491 

ホラシノプ、.of.シグ、オサシダ、タチシノプ、キジノテシダ、才オ、

キジノア、ミヤマワラピ、フモトシグ、ペニシダ、イハカ.ネゼン?

イ

Osmundaceae 

ゼン?イ

Selaginellaceae 

ぜんまい科

者拍 科

カタヒ ，f"、イハヒ パ
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妙 1 録

一一- ~0 e> 一一一一

Sympheroluis fuscescens Wall.の経過

Fredk. J. Killington著一一Hayasaki・S.

Sympherobuis . fuscescells Wall. の完全な経過は未?と分ってゐない

産卵は六月から七月。 13日又は14日Tg降化し、幼虫の憧で冬会越す。

幼虫は五月上旬に成熟する。

1931年に採った成熱した幼虫は弐の織に経過した。

1931. 5. 13.営繭

1931. 5. 26. 化踊

1931. 6. 8.羽化

1931. 7. 4.に20個体の成虫会採集したが、その中19個体は雌て-、

産卵の矯め腹部が膨れてゐ7こ。他の 1個体は雄であった。 1931.7. 14. 

に16個体の成虫を採集してゐると 、皆雌で多くは産卵しゃう としてゐ7こ

1931. 7. 31. 2個体の成虫(共に雌)~採集したが産卵の終はってゐ

るのは明ら がであった。 1930年中では 8月1日数個の雌会採集したが産

卵は終ってゐる様であった。飼育箱中で産卵させるのは大農むづかしい

のであるが、少しは産卵させる事が出来た。

本種の*~品に付いては分ってゐない品Iiが多々ある 、卸ち第一回脱皮と

第二回脱皮聞の長さ、幼虫や成虫の食物閥係、及び寄生虫の問題等であ

る。成虫は蜂蜜で育つ。採集した踊の内では未7ご寄生虫は見出してゐな

い。

- The Entomologist Vol. LXIV No.821 Notes on the life-history 

of Sympherobius fuscescellS Wa1!. (Neuroptera.) by Fredk. J. 

Killiugton， ，r:. E. S. --

.::..1'(i)2ー
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La tria larvo de Sympherobius fuscescens 羽Tall，

宮崎リンネ曾略史 〈績〉

第三+ー悶OlJ~ 

期日 昭和六年五月二十八日 木曜日

午後七時

場所 於宮崎高等農林翠校合併教室

プログゅヲム

(1)関舎の僻

(2)誹演

(a)青烏の磯の動物

(b)良虫の皮膚に就て

(c)・南瓜栽培の秘訣

(d)人造銭高是の話

(3)奈話令

(4)閉曾の僻

言語演概要

早崎君

布/11君

小 111君

加 膝君

r.IJ嶋先生

高 。本草寺

有阿君 11.青島附近の海岸に於て保取

ぜられ1:動物に就てお話しきれunち

「クヤリムミI _' I !.~民の生活場所の相~I:

よリ形態の !fi~つれ L のがあ るこ ミ ル紹

介されt:。

Diridopsis nigra ;:;:ゅ うLの弓コヒサ ラ

カヒに就て話ぜられる }tの他キイロス

ナキ・ジチヤ 1]. ググロス ナギユノチヤグ

単生，r，ヤ.群生ホヤ.ケヲゲ (Cytalis

J::tponic:1)等につ告面白告話らされれ

小11111'11.長虫の皮膚に就て生物の遁

舷性のm像tJ?物語られれキ チy 質に就

て剛毛.鮮毛腺毛に就て.物理的化事

的 l こ或 I!.~主理的 l こ論ぜられれ。

加藤君11.南瓜栽培の秘訣主題 Lて民

間に於て採用されてゐる秘訣た公開さ

ーれ1:

先づ採取種に於て積子た績に務〈 事

が合法的なろ こさ 110ち安産する事1J?述

べられ、次に移植期 11本業か 1銭銅賞

f立の大き|こ於てなすこさ.及ぴ穆楠の

時iこ殺にI!.i率効性肥料らわれへる事が

其の後生.育に瓦影響11J?輿へる。

. -l(\~-
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人工交配の前日 に花が震にi需れぬ匁

めに支柱た立ておく 事等我セの興味た

びい1:非常なるものである。それから

子葉の不思議につきて述べられ我等の

研究た翠まれれ。ー最後に愛知県系下の栽

培法認介しれ。

r.tl鳴先生1"1人造絹主主及ぴ人進総につ

いて業の生立ち.種類、人道絹最高の将

来等に就て大いに熱擦やi辰1"1(1.1:。

第三十二回例舎

期日 昭和:六年六月十九日〈金曜日〉

午後七時

揚所 宮崎高等農林謬校合併教室

プロ ゲラム

(1) 開曾の齢 平崎 tj・

(2) 講演

(a) 26方の大砲〈サボFテν〉 務切君

(b) キνポーゲさヨ..Y~，ノ古ザタジ

市111崎君

(C) 血液型の話 宮脇先生

(d) 最近の説書より 谷口君

(e) 百合物語 本田君

(3) 茶話舎

〈生〉 閉舎の静 主苦岐君・

講演概要 ー

工angsdvar JaponiclIs uax 

宮脇先生1"1最近世間に問題さなって

ゐる血液型につ告面白いお話Lらされ

1:。
血液型の研究者はこのほf:..ノ lプル賞

た授輿ぜられれ郎ラシ 1"SIユクイナ l

であります英の後大後燦在来しれので

ある血球の中には血球凝集genA叉 1"1

Bがある血清1"1"に1"1血球凝集牧素 2，R 

がある 21"1AらBI"1B 1.e凝集さぜ aち能

カた有してゐる。

血液型に 1 "1 0君主!A型 B~AB 型の四

種があるがその各の有する血球凝牧素

吉血球凝牧 gent 1.e示の表の主nし。

型 1疑i枚gen 凝~~素

O 型 oしβ CA.β

A 忍 A

B 型 B

βAβ  

uし BcA.

AB型 AB AB 

同裂の血液1"1凝牧ぜぬ異種のある L

のl"1lt'E牧ずる例へItA型さ B型さ 1"1

ArJ.... Bβ さなりてit'fr牧す放に輸血1"1

不可能であろ。

血液の検定1"1二れ等の Lのた利用 L

て行ふ叉現今で1"1各種の分泌物に依

岩切君1"1サがテシ火星丸について鋭 りて検定の可能なる事が後見されて

き淑察~諸介ぜられ君 1 "1 26年間 L 生育 : ゐる誼1専にき見ほれて〈る方則や各閣

してゐる Lのについて潟iii，t共に英の 民間の血液型の相異等最新の懇た

栽培の二った説明ぜちろo 説明ぜられ1:。

利14碕tl"l!キνポーゲ.さキ少 4、が担 I 本間tj'l"1百合についての歴史名稽の

ジにつき英の相異駄た示めきれれ即ち : 由来及ぴ1専設た物語られ1:。

書書名業の形毛主主雄薬雌楽の有様及ぴ数 ; 谷口君 l工事情に依り諸演~聞く事の出

花粉の形撃の導管花艇の形等について ; 来なかっ1:事1"1残念であつれ。

明確に指摘ぜられれ。 出席者

キジホーゲ Ranl1nclas Japonic:l La- 松岡先生、宮脇先生.IJ、松先生、中

ngsd 島先生.松原先生。

キ;ン 4ノホ・』提出 Ranl1ncl as acrics AIlI 早崎君、本田沼.司王石君・.岡崎
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君.紳崎君。

AII 高崎君、児島11'，今村君.本111

君.ミカギ君.宣岐君、谷口君、

園吉君.小河原君.島田君、河野

主主.大柿君.柴田君。

FIf 高木君。

z 11 小嶋君.有国君.松本君・。

A I 卒原君.鈴木君、二宮君主.七回

君‘馬場君.井上君.r行阿君. ぅ

ω-d-'君.岩切君， IIIT口君主.村木君

幾竹君主.富岡君.池崎君。

F I 甲室長君.餅問君.入来君。

z 1 灘波君， /J、村君.間内11・，~君、

加納君.白石君.上野君英ソ他

以上514"i

第三十三回例舎

期日 昭和六年十月 二十八日

場所 宮崎高等農林事校合併教室

プログラム

(1) 動物教室lこ於げる事会らしし、

標本 小 山 君

(2) 縄虎に就て 有国~

(3) キクの話 早崎1君
亡4) 満洲の没談 小松先生

(5) 紅葉さ落葉 日野先生

議演概要

小山君の虫U¥事会らしい標本で主主のも

の11:多く宮崎地方にて採取されれもの

であります名ためぐれIt'(A)アカエ

t (Dasybatus akazei))o (B)アす守

v亀の卵 (C) コバジサメ.カササ

ギ英の珍しい Lの多くありますか省略

数Lます。

早i崎君11:キ"の移申書吠況来歴種類等

1.l'詳細に述ぞられた種類住む地方あげ

ますれIt'次の加し。

ヨr"
Phasianus Versicolor， Vieillot 

本洲、四悶.九州ひ

ホ 9ロ''1キ"

Phasianus Versicolor， robustibes 
kuroda 

北陸地方、佐渡。

告うしうさじ

Phasianus Versicolor Kiusiuensis， 
kuroda 

九洲.四園、山口。

Lま告じ

Phasianus Versicolor， lanensis， 
Kuroda 

種子&島、屋久島。

かうちいき C

Phasianus Colchicl1s karpowi 

Bl1turlin 

朝鮮牛島。

みτか~. 告じ
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童書撃にのみゐろもの東洋待産。

小松先生11:支那旋行特に満州地方の

旅行談た詳細に語 られ吾等iこ得る灰至

大であつれ。 ー

有岡君縄虎~p ち縄取〈も につ告精細

なろ観察さ主主験1J，.併ぜ行な 11:れてゐろ

事に一驚されまし1:種類の重なるもの

ためげますればチヤスグノ、イト 1)>.r毛

アダジ '}J、イ トリ ゲ毛英の他五種ゃあ

げられ其のものの翌性述べられま しれ

日野先生11:落棄さ紅葉につき原因時

期英の種類等お詳述致されまして吾等

に得る所大でありましt:。

出席者

日野先生.小松先生， U.I之口先生、

中嶋先生。

AHI 早u持君、本開君.小山君.紳崎
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君.卒弁君.二宮君。 薬 鮒 生苑%債格

AII 図吉!i.大紳君.谷口君。 琉酸ニコチ ν100液 31 6 15 

1年生 二宮君、市阿君、古川君、野 7"'レス石鹸

口君‘村木君.鈴木君.富岡走f. j 銅製

橋本主主.岩切君. fl~御堂君。

ZII 松本君。

1"11 高本君.宮崎君。

以上17名

第三+四回例曾

期日 昭和六年十一月三十日〈刃曜日 〉

場所 宮崎高等農林事校合併教室

プログラム

(1) 関舎の歯車 幹事

(2) 動物さ縞物さの関係二宮君

(3) 乙鳥海岸の貝 早崎君

〈生〉 サ1'1/.)'、虫さ薬剤使用に就いて

児玉先生

ぐ5) 文鳥に就いて 岩切君

(6) 牟稔稲の話 宮津先生

(7) 茶話合

( 8) 閉舎の欝 幹 事

譲渡機婆

二宮君11動物吉杭物さの関係につN

面白争調沓努表されて合員言者士 L大い

に得ろ所が大でありまぜ う。

平嶋君自己のH反るさいて乙島海岸に

採取に行がれて乙島海岸のもの殆ど総

てか集めれろ知〈多〈のものた集めら

れてゐましt:ので我等に標本に鈎すろ

注意た起し、叉興味や湧が Lめ其の種

類の事名及ぴ由来ら述べられ1:。

児玉先生11サ }v.>....虫主薬務使用に就

きて精密なるTf験の結果た公表された

次の如し

{デ断ス石鹸 2匁
t水 171'

除虫菊石鹸液

調製量

{除虫菊
石鹸

20匁
25 

除虫菊石鹸液
ナナ 7鼻リ y力日用

調 製

除虫菊 20匁}

40100 

26 11 35 

14 26 65 

石鹸 25 }水一斗に溶す
ナ7Jj.・1) ~ノ 10 J 

ウzノトロ ν液 21 19 

調 製

ihノトロド勺
石自由 12匁
水 1升に溶かす

ヰすト ν石鹸液 - 10 100 1，68>t 
調袈ロ1ス 8匁

石歯車 15 
水1升に溶かす

ヨログ F殺虫剤 37 3 92，5 0，1 

本開設虫剣

調製

(石鹸 却
殺虫剣 1叩0 
水 1斗に溶かす 27 13 40 2，仰

木襲五大枚出t:ろさ き1段歩10斗 1

日二人 1段歩1Ji'散布するのが普通され

てゐる。

大に吾等農業者i正取りて薬剤に聖母ず

る効果た知る事11最重要なる事である

のにが今回の先生の話11受〈ろ所大な

るものありましれ。

岩岩君(1女鳥の伺[.;¥)jにつきて詳し

〈説明わりて前白〈在日察精密さ土手な

る誘方lこ感致 Lます。

産卵~U段 115--6 &1雄総鑑別法も泌
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ベちれt:。
宮深先生11.多年の研究ら普等の前に

俊表致され総の牟穏性につ告て稲の形

以上48;g;

第三十五回例曾
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紙及(ß原因~述べられれ0 ・ 期日 昭和六年十二月サ一日月曜B

原因 . 場所宮崎高等農林撃校合併教室に於

(1) 雄*器闘が全完にあるが雌の務開 。 て

が不完全である揚合起ろ 0 ・ プログラム

(2) 外部形状態の生殖器開に異なり

なき場合。

〈イ〉 柱頭隆子に不支なろ所あろ場

合。

〈ロ〉 花粉の出来ない場合資込書官ぶ

事わ りf也のLのより花粉た得て授

精 Lて居て来ろ Lのでしからざる

揚合l1.tt稔性さなろ。

ゃっ 自主若手の不支なるさき 11.稲の不

豆なるものなリ。

〈ニ〉 妊の不完全であろ場合

に原因して生ナ。

出席者

松岡校長、 日野先生、小松先生、中

村先生. ~Il嶋先生、主主膝先生、山之

口先生、児玉先生、 t青山先生、凶本

先生.重松先生。

AlII 早崎君、服部君.'J、山君.日高

君、岡崎君.卒石君‘二宮君、瀞

崎主主.本田君。

AJI J:i峻君、本山君.山崎君.大紳

君.伊藤君、楽町君。

(1) 開舎の滋 幹 事

(2・〉香料ら革命 本田君

(3) "-'ヤム後悔談 岩 切君

(4) 勢吾屋に於の鼠て重喜界の富I~ 渚111先生

( 5) Annural Ringに就て

高本君

(6) 除虫菊に就て 山之IJ先生

(7) 葉話含

(8) 閉舎の君津 幹 事

諮並立概要

本日 11.昭和六年度の最終の例舎で兼

ねて臨時総舎や開き含則第七傑1e改正

ぜり。

本間君 11.香料の来歴ら諮られ現今の

J伏況も論じられt:ろが背|二於て香料た

l唯一の魂の如く入閣が好んでつげてゐ

まLt:が現在人[1.喋~カ 11.次第 l こ減退

して自の方面に趣味が集結される様な

る傾向た述べられれ。

済山先生11.吾閣の園響の状況や詳し

く数字ら引きて説明致され英の他国袋

産物積額たあげられ将来に如何に主臨む

FII 高本君.宮崎君。 ゃにつきて得意見込接見ぜられれ。

z 11 松本君、有国君.小嶋君.松原 i 岩切[1."-，ヤムにつき平易に吾等lこ真

君、 <解かる様に話されt:。飼育・法利用方

1年生 : 面の観察等た述べられれ。

野口君.市岡君.間安君.謎阿君 ・ 高本君11.aOl1ura Iril1gにつき面白告

三宅君.卒原君.熊野御堂君、弁 ! 話した述べようさしれが練習不足致し

上君、鈴木君.重量竹君、岩切沼、 j てゐましれので原稿らのみこめる事が

植木君.山口君、赤司君、二宮君 : 出来なくなリてゐ?こから面白〈述ペろ
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事の出来なかっt~事 11誠に遺憾なる勤

である。

山之口先生11除虫菊の標本た示 l:夏

〈理解の行〈様に説明ぜられれ。原料

11 

ジロ パナノムヨノヨナギグ

Chrysanthemum Cinerari司folium

ダタマチヤの原産種にして駆除演の

原料さして盛んに栽培ぜられものであ

ろ。

アカバナノム V ヨクギ lJ

Chrysanthemum cocci口eum

"，，-，v，;/ヤの原産で多年生草本1:して

遁常淑賞用さするも其の頭状花た粉米

にしれものた"'-，レ Vヤ除虫菊さ稿Ji，し駆

虫演に使用するも前者効力1:(衰ろ。産

地北海道、 愛媛.香川> 1m!山等

有効成分11 Pyretoln C21 I-l:Jo 0& 

であるつ

pyretolnの性質ア Jレカリやエーテ pレ

に11不揮官量生の物質で、高温滋度に盟主

して ~glt 、から火カ乾燥 11不可なり。

茶話舎にう つり面白吾話及ぴ幹事の

曾計報告曾則第七{擦の改正式H&し第三

十五回昭和六年の最後の例含1:(終りま

しれが舎員千T揃って親密なろ舎でしれ

出席者

松岡校長、中附先生、治山先生、遠

藤先生、山之口先生、松尾先生。

AIII 耳1111奇君、本田君、紳崎君.卒石

君。

AU柴閃君.伊藤君、大亦¥1君.累吉

君.高崎君。

F.1i 高本君

Z 11 有田君>，j、嶋君。

I(A，F，Zテ含ム〉

村*君.熊野御堂君、司王原君、市

阿君、日室君.岩切君.幾竹君、

二宮沼.間安君、護問主主。

英ノ他 以上

宮崎リンネ曾々則

第一傑 本含J、之子宮崎リジヰ含ト寝耳y、。

第二燦 本fr>、生物事並エ際用生物撃ニ掬ス ，v智識ノ向上手以テ目的 1・ス η

第三{燦 本舎 ρ 前傑 F目的ニ賛vテ入含Vタル宮崎高等農林撃校在校生>.卒業生

及ピ職員チ屯グテ之vヲ・組織ス、但v本校以外イ入手 Vテ入合希翠セ yν

毛ノ ノ、幹事ノ推薦ニ依リテ舎員<;<，レョトヲ録。

第四f藤本曾ノ、左ノ事業チ行ブ

一、例舎〈毎月 1回第三土曜日〉 二、総合〈毎年四月〉及ピ臨時総曾

J開催， 三、見撃叉ハ採取波行。 四、会誌、〈年一回〉ノ対行。

五.英f也本舎ノ目的コ遁笛セ Fレ事業。

第五!藤 本含ノ事務チ量産現ス 1レ鼻メ幹事五名チ援 F。

第六傑幹事ノ任期ρ1ヶ年トジ総合ニ於テ互選ス 1ν 毛ノトス。岨三ノ特選ス yレ当
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1・チ ~%o c 

第七{祭 本曾ノ経箆チ支排スル匁メ曾f!f.ト Vテ金五f負強チ磁出ス 1レ毛ノトろc但

V二回ニ分納ス yν事チ待。〈於12月臨時総合改正ス〉

第l¥傑 本曾規則ノ 改~~、総合ニ於テ出席者過半数ノ同意チ qg，テ之チ決定ろか毛

ノトス。

附 則

第九燦本則P昭和五年凶月一日ヨリ施行z。

(昭和六年九月吹正〉

編輯室から

師走 b25日。っさ冬休吉成つれ;::恩ふや.幹事の I君・より束なす本誌の原稿ら

つきつげられれ.何分依頼され録するt::げ勇気のない編輯子11今回も zfr-謬げなく

承諾しれが而 L.編輯するに11余りに充分な余有や持って居いのに鰻骨 u無言

で引受げれ事ら今夏後悔してゐる。

而 L此の大協が三月波立つ吾有の置土産さなろえP思ふさ誠に媛し〈感ぜられて

ならない。叉夫丈編輯に際して11懸命の努力た燐つれ心sr.t:.、而し内容の充賢11

編綿子一人の責任で1t1.よい。毎回申す言葉であるが‘合誌の内容向上の如何i工事

ら含員諸氏の管閣の如何にある。口滋の桜花が自重さ奮起た祈て止まない。

編輯子11最早云ふべき多くの言葉11之迄の舎誌で述1:.tごから今日 11多<11諮

り1:くな U、.¥1m本誌在手にされれ言哲氏のー暦の白星老込征 L得るも得It"幸甚であろ

筆た潤するに蛍り.間Lなく宮崎た去り行く親愛なろ曾員諸氏よ、本曾lを昌の

1:め卒業後さ云へ尚一段の斜l援助あらん二さら切望するさ同時に御健在に斜l窓防

の程た祈る。

伶最後に本誌編絡に常リ.少なから ず校正の努私情まれなかった.最も敬愛な

る Mr.M.T 並 M日 .H.I 1こ深甚の謝意;た表すn

1. 5. 32 一 本国 弘一

=投稿規定=

1. 記事11生物事に闘すろ感術的叉11際用率的英他1般生物墜言E事れるこさ α

文書匹的認事 11本誌の性質上採用ぜず、但 L採取言~11差支な L。

2. 生物に関係わ る潟良、スクYチ。

-109ー



5∞ 

3. :3主中の持園11ゆ11欧必ずm:線れ るこさ。

晶、 投稿用紙11必ず23>d13用紙|こ筏書さのこさ 1)~;;j.・曾用の原稿用紙本含内に

わり。

5. 仮名 11Q.主主主さして外図書長11カ鼻カナ綴り. 若し<11原学浴用ふる 二

さ。

6. 紙上に11必?氏名明記のこさ。

7. 頁数の都合上次械にまわすこさがある。総て編輯者lこ一任の二さ 0

8. 原稿[1下認の所に怠って戴き?:ぃ。

宮崎高等j足株高喜校内 宮崎リジ4、合報編鱗部宛
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